
は困難であ9,機械化が遅れて,労務倒産もかこ的 ねゝない 表 7-5- 19

とのことである｡

轍石の版元先をみてみることにする｡襲 7-3-2Dは,

大平鉱山の昭和 42年度の蝋石の出荷を地域別に見たもので

ある.蝋石が室温物質であるだけに,耐火煉瓦用の低品位の

牧石は運賃がほとんどかからない地元の耐火煉瓦工場への出

荷が多い｡兵庫,備前,El生,青永地区への出荷性,耐火 煉

瓦,クレ｢原料である｡耐火度の非常に高い市品位の鉱石性,

東泉 大阪-光学 ･一般硝子,相場用として出荷されて

おD,陶石は,為古犀,九州の佐賀県へ陶租器用として

出荷されている｡出荷-B法仕,自動車輸送が発展 してく

る昭和 26年以納までは,索道でもって日生ずで塙適し,

船で各地に職送していたoLか し,自動蕃輸送の発展と

ともに,索道は匪止され,船 ･鉄道による塙送も渡少 し.

名古屋方面までは,直接,車LLlから自動車輸送奇行72って

ている｡

(斉田孝一つ

従業員年令別桃成

(匹 )両社資料による｡

襲 7- 51 20

大平鉱山の轍石出荷地域

地 域 割 合 地 域 割 合

東 京 1,10% 備 前 17.10%

名古屋 5.02 三 石 48.78

九 州 0.15 日 生 2.94

大 阪 1,74 富 永 4.75

兵 庫 2.57 四 国 0,20

岡 山 17.89 計 100.00

(注)昭和 42年度数料による｡

(4)クレー

(a)クレー=薬の発展

わが国にかいてクレーエ弟の本格的を企業体が出現 したの払 明治 29年r5月王子製萩が息連な需

要の伸びを示す洋紙の塀料として,三石地区のろう石の粉砕に潜目して三石クレー株式会社を艶立し

たのがその澱初であった｡その後年 増々大する常襲に応ずるために各地VC-クレー工場が設立された｡

岡山県にかいて披,その後つぎつぎとrP/トの=場が設立されていったが,近年になってから岡山県ク

レー=軸 合を昭和 22年 5月に設立 し,その全件的を発展をはかってViるoLかしをが ら,昭和50

年には三石クレーが三興クレーと改名し, 42年 4月には,樫済界の不況の波をかぶ9,五反田クレ

ーが大平鉱山に吸収合併溝れ,本年 8月には符渦クレーが閉鎖された.

中国地方 (昭暗 40年の統計によると,岡山 2?.0丸 佐島20,0帝 )吐,全国総生産の 49.D庫

を占めてお9,クレー=英の一大中心地である｡岡山県に比 21社存在 している.その工場の所在地

壮図7- 5- 7に示す通DであるC

この図に示されるように,岡山県のクV-工場tt.すべてこの地区に集中している.その中でも中

心は書永町であ9,三石町においては,品川白煉瓦,三興ク レーの 2社が実働 しているにすぎ75:LハO

耐火煉瓦工薬が三石町に央中したのに対 し,舌永町にも･いて壮クレー工業の集中がみられる｡これは

いかなる理由によるものであろうかO推軌するに.耐火煉瓦=場の設立はクレー=英に比畔 してずっ

と早いものである｡そして三石町は,谷あいの狭小な平地しかもたぬ地域であD,そのために耐火煉

瓦=場が設立せれてのち,クレー工英が本格的に興ってきた時には,交通の仮のよい位低が,すでに
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｢.三輿クレー

2,五反田クレー

5弓ヒ川クt/I

章姫路 4･昭和化学
5.金谷クレー

6.福満クレー

7.中石工業

8･野崎クレー(吉永 )

9,和気クレー

一 一 10.伊里中クレー

'I== 二 ‥ 三 二 二 -= 昔Km

ll.フジライ ト

12･軽部クレー

15,佐 々井クレー

14.恒次クレー

15･吉永産業

16･山陽クレー

17,永和クレ-

18,土屋カオ リン

19･品川白煉瓦 (三石 )

20,大阪窯耐 (岡山 )

21.腺クレー

22･野崎クレ- (鶴海 )

図 7-5-7 三石 ･吉永地区クレー=場位置図

耐火煉瓦工場に占拠されてかD,やむなく吉永駅付近にその中心が移っていったのでは夜かろうかと

考えられる｡三石吉永地区にある=場の設立年代を追 ってゆ くことによって,その実証ができるので

はなかろうか｡

クレー=共は原料が重畳物であるために典型的を原料立地型を示すことが図 7-5-7においても

わかるし,又,次に しめす図 7-5-8によっても再確認されるであろうo

図7-5-7においては,蝋石の産地である三石地区に隣接する盲永町においてその集中形態がみ

られるのであb,図 7-5-8においては,その全国的75ものを示している｡

図 715-8につかわれている 2種の原石について説明を加える｡

蝋石クレー.･･-珪酸 70- 80帝,アルミナ 50- 20帝位で,珪酸分に富む硬質のもの

カオ リンクレー･･.･･碇 酸とアルミナがほほ等 しく,軟質で蝋石クレーよb良賓

図7-5-8に示されるように,原料産地には,必ずともいってよい くらいクレー=場が建設され

ておD,.消敷地,その他の消戟地 ･原料産地の中間地域のような所には,クレー工場はほとんどみら

れ75:いというような典型的凌原料立地型の産業である｡
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図 7-5-8 クレーの原石主産地と工場立地

(b) クレー敷 造工程

原

料

〔警≡ ･古 田 一 重 匹 上西
直垂一四 一直亘トー直亘i

異 クレー製造=程壮上図のように略図化できる｡今後合理化の余地が大きく玖されている所について

述べてみる｡

粉砕の過程にかいて,フレットミルを現在使用しているが,これは今後チューブ ミルへ転化 してゆ

くであろうことが推測される｡それはフレットミルのクス忙匪用されている原石の不足と,石工eJ不
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足による=Tiの上昇によって,フレットミルを使用するエDも有利なチユーブミルに転化する傾向が

ぁる.三石吉永地区の大規模 (40人以上 )の工場においては,まだフレットミルも使用 してはいる

が,その場合でも粗砕 した原石の供給は自動的に行なわれてお9,チ--ブミルも併用 しているo小

規模 (10人以上 20人以下 )の工場ではフレ ットミルがほとんどである0

-番合理化の望まれるのは乾晩=程である｡天日による自然乾燥の場合,夏季で 15- 2 0日,冬

季の場合約 1ケ月を零 し,魁造=程上の大きなネ ックとなっている｡

重油バーナーによる気流乾晩 も県クレーで試験的に行なわれてはいるが･現在のところ天日乾燥 よ

Dも重油バーナーの気流乾晩の方が総合的にみると高 くつき, 5ケ月の試運転だけで操業を停止 して

ぉD.乾晩方法のよい打開策はまだ見出されていないOとの乾泳=程の合理化で大i.姓 産が可能にな

A,大幅なコス ト波も可能になるのではたかろうか｡

又,漂白,濃縮の過程にかいでは公害の問題をひさかこしている｡漂白の過程において,クレーの

中に含まれる5年程の硫化鉄を除去するの忙塩葉ガスを利用 している｡その塩素を含んで PHの′J､さ

く在った酸度の非常に強い液が河川に耽れ込み,河川漁業,農薬に少なか らぬ影卒を与えてお9,同

様に,濃縮過程に おいても,あふれ出たクレーの微細を粒子が水田に流れ込み,土壌の通気性を悪く

し,稲作によか らぬ影響を与えているのが憂慮されている｡

(C) クL,-の用途

クL'-の用途は,吸後,医薬,典薬などの新用途がひらかれはしたけれども,まだなんといっても,

製紙関係が大きな割合を占めておD,今後 も,そ う大きな常襲関係の変化はないであろうと思われる

が,用途が狭い範囲に限られているために,製耗業界の好 ･不況の波をまともに受けやすいとい う欠

点をもっている.用途別の出荷割合は次の表に示される通Dである｡

葬 7-5-21 出荷先別割合 (岡山県内 )

年産出荷先 55 54 55 Sd 57 58 89 40

製 紙 79,0啓 80.2% 81.石碑 80,5勿 76,8帝 76'.占帝 77.?% 80.1%

鼻 薬 17_2 14.8 15.1 10.2 1Ll,1 ll:8 7.7 7.1

ゴ ム 2.2 2.9 5.0 2.1 7.5 7.0 41:占 7.-8

塗 料 - - 1.5 1.7 - 1,1 1.4 1.5

7スフ7ル卜 0.4 0,1 0.2 0.1 - - 医薬0.5 0.5

備考)資料はクL/-工業協同組合調べによる｡

(d) 岡山県のクレー生産

岡山脱のクレー生産は全国の 29弟 (40年度 )を示めるもので,-大産地といわねばならない｡

しか しながら企業数は 21社 (40年度 )で全国の企業数 45社の約47留を占めておD,中′｣＼企業

の多いことが推寮される.品川白妹九,大阪罪業クレー部は親会社が存在するため別にすると,クレ

ー単一生産の会社で一番大きいフジライトでも焚本金 1.000万円,従業員数 46人,などというぐを
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いてあって,従菜見 40人以上の会社は 4枚だけである｡

岡山県の過去 5ヶ年の生産丑 と出荷並は次の通 Dである｡

生 産 出 荷

昭和 40年 75,750t 74.85Di

昭和 41年 88.080 t 80,040 t

昭和 42年 8占,480 t 8 8.95dt

岡山県クレー協会の穀料によると上のようになるが,これでは出荷が生産を上回って しまって矛盾

を生 じる.クレー協会で確認する必要性を感 じている.

生産の月別の変化をみるならば 5月, 8月に,たいたLnビ-クがみられる｡これは乾燥の関係では

75:かろうかと推測される｡

労務関係については,家内=業的な従業負 10人以下というようを企業を除き,大規模 (40人以

上 )5社,中規模 (20- 59人 )5社,′｣＼規模 (1D人～ 19人 )6社の計 1占社を使って賃金関

係,労務者 1人当b生産高,年令構成を調べてみると次のようになる.

o賃 金 (42年度 5月分による｡ )

城見男子 女 子 工員男子 女 子

大規模 4 5.711円 18,862円 45.548円 2.2,1占5円

中規模 4 5.9 87円 1占,720円 42,822円 2 2,59 9円

′ト規模 56,126円 20,650円 40,147円 2 0,5 68円

(5社のみ )

o労務者 1人当b生産高 t当b労務者賃金 l

大規模 18,42dKg 2,104円

中規模 20.164Kg 1,占96円

'｣＼規模 18,474Kg 1.621円

総平均 18,165K9 1.8 14円

○労務者の年令

男 子 女 子

大規模 57.8オ 59.7オ

中規模 42･2オ 40.1オ

′ト規模 42.5才 45.5オ

平 均 406オ 4 2.9オ

労務関係については,まだ究科の整理中であD,他の史料についてもまだ十分考察を加えていない｡

三石中心の地域研究であるため三興クレーの資料を入手しなければ夜 ら複いO市場,原石入手先等 も

必要である｡

(森田孝一 )
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(51 草本と労働力の柿成

東初に断わってかくが,三石町におけ る鉱工英の域合,その大半が,轍石其 ･耐火煉瓦 ･クレー=

菜である.よって,ここでは, この三者を中心に調査してみた｡

①各会社の資本金はどこか ら流れているか｡ (tFt本金構成 )

①労働者中,三石町民の占める割合｡

①忙ついて

現在,三石町に払 蝋石英一 14(54 ),クレー工英 1 2(27 ),耐火煉瓦- 7(42 ),計

25社の会社がある｡ 〔()内は岡山県全体 〕これ ら各会社の東本構成を完全に調査することは,その

調査内容からみても秘密串萌に属す串なので不可能である｡そこで,明らかなもののみを記すO (秦

7-5- 21 )

この調査続束によれば,外糞導入が明らかを会社は,K,ft,Oyの5社で全会社の一割碑に過ぎ

ない｡

以上より,一般的に言える串は三石町のような小都市の鉱=業の場合(つま9,中/J､企業が大半を

占めている場合 ),地場fi本が多いと言 うことである｡しかし,Ⅹ社のように,親会社が劫鉄会社の

場合,親会社にとって,耐火煉瓦は穀鉄炉に絶対不可欠なので,その焚本金の大部分を親会社が握っ

ている場合もあるo札 今後の研究株越として,各社の資本雑成を歴史的観点より考察することが残

された｡例えば,Rr社のように今年 (昭和 4 5年 )になってⅩ社が手を引いたとい う番葵がある｡

従がって,衰 7- 5-21では,地場戦本 10口碑になっているが,厳密には,Ⅹ社はRr社にいた

人 (元幹部 )が少をからす株を所有 している｡

今回の調査では,このような点について,深 く研究できなか ったが,研究課題としては有意義をも

のであろうと思 う｡又,出荷品目か ら系列を壊す方法 もある｡

衷 7-5- 22

種 別 会 社 名 資 本 金(単位千円 ) 曳 本 金 内 容 (飾 ) 備 考地 場 教 本 一両 穴

耐 (丑 Ⅹ 600,000 22(内役Al飾) 78 同族のみ@ My A.000 100 0

火煉 @ fl 10,000 dO(役員 ) 40 同族のみ
① MT 15,000 10□ D

@ MK 14,400 100 (社長 ) 0 FErj族のみ

瓦 ⑥ KaT 10.000 100 0 同族 99多他1帝

⑦ o 500.000 0 100 本社 .大阪

敬t 石 ⑧ 0 5D,DCLD 100 0 同族のみ

(9 Sg 2,100.000 1DO 0

@ Ka⑪ Mo⑫Hi 2,2001.5006,50□ 100 D100 0 同族のみ
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種 別 会 社 名 焚 本 金(単位千円 ) 嚢 本 金 内 容 (車) 備 考地 場 貴 本 外 資

轍 ⑯ U⑳ Er 1.8009,占00 100(内役Å55卓) 00 MT社所有
石 ⑲ Mtl⑬ Si 100 0

㊧ og㊨ Ra 100 0 0社所有

クレ @ Sa 2.000 180(内役長占7年) 0

(注) 1･資料は各会社よDの直接報告咋基 く｡

2･昭和 45年 7月現在｡

i数が空欄の所は不明｡ t

(塾について

従業員中,三石町民の占める割合｡これも各払 完全には調査結果が集まらなかった｡網査結果は

襲 7- 5- 22の通bだれ これによれば大多数の会社が過半数の従業良を三石町よb調達 している｡

これは(丑で明らかに在った｢地場充本の会社が大部分 ｣とい うことと関連付けることができると考え

るo又, 2 ･5の会社からの報告に上ると役且も,やは b三石町民が多いようであった｡

以上よD,大部分の従業且は三石町ない しその近韓の町から通勤していることが解る｡ (県外も案

外多いが,これらの人 の々大部分は兵庫県の上郡町や赤怒市からである｡ )

従がって,近年,水島の如く,聞落になってVlる｢工場誘致をしても,その地区 (町村 )にあせb

進元されない｡｣とい う上)を蔀は,三石町に関する限 b関係ない.許 しくは,次節で述べるが三石

町に関する限9,十分,鉱=葵は町に寄与していると言える｡

尚,今一歩,研究を進めようと思えば,就業年令層 .就業時間などの調査が必要であろうQ

表 713-25

① 750 471(45)

⑧ 100 47(47)55(57)

@ 117

㊨ 148

⑤ 174 115rdS)

⑥ ム8 56(55)

⑦ 524 155(42)

そ の 他

(県 外 )

9さ(郡内 ･県内 ･県外の区別なし )

47 1 10 1

52 (郡内 ･県内 ･県外の区別なし)
122 24

4(上郡 )

⑧

⑨

⑬

⑫⑫

⑬
⑭

nU
t8

5

5

2

1

8

1

5

古

さ

2

′<)

8

0

5
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会社 全従業員数 三 石 町 和 気 郡(宗吾芸名讐孟翫吉墓正和) そ の 他 そ の 他名 いJ (県 内 ) (県 外 )

⑬ ld 10(dS) 5 15 4(赤徳市 )

(荏) 1.資料は各会社エbの直接報告に基 く｡

2昭和 45年 7月現在｡

5-()は啓o

(61鉱工英と三石 (鉱=業の経済的 .財政的効果 )

この項 ｢鉱=薬と三石 ｣は次の三点で考察してみた｡

(主)納税に於ける鉱工薬関係者の占める割合｡

②町議会に於ける鉱=業関係者の占有率｡

③鉱工業関係会社に勤務する労働者中の三石町民数｡ (③は15舵 て既述 )

(丑について

町財政収入の税EIには,町民税 (慈人税制 ),固定焚直税,鉱山税 (鉱産税 ),自動車税,荷車税,

犬税,地方交付税,特別交付税etcがあるが,この内,鉱工業に,特に関与する税目は固定数重税と

鉱産税であるo表 7-5-23が固定ft産牧と鉱産税の三石町に於ける割合の推移である｡札 ここ

で税制に関する簡単を醍明 (参考程度 )を記してかく｡

〔参考 Ⅰ〕

町財政 (税金の内容 )を調寮するに当D,困難な点壮税制の改正がしば し行7Eわれるため税目がそ

の都酪 変更されるとい うことであるOその1,以前使用されていた税目と新採用になった税目の関

連性が明白に定義されて1.0をいことである｡

〔参考Ⅱ〕

法人に課税する事は昭和 15年 5月の税御旗革に於いて吏施された｡しかし,とれ比,その利益に

課するのか あるい払 均等割当に似かよったものにするか,明白には決めていなか った｡(三石町

の場合は後者であったようだ ) そして,はっき9法人税割として訣祝し始めたのは昭和 2占年 5月

からである.又,現在呼ばれている固定較重税は昭和 25年のシャープ勧告によ9,それまでの地租

付加税と家屋付加税をいっしょにしたものである｡
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表 7- 5- 24 三石町に於ける鉱山関係者の新める税金の推移 (昭和 2年～昭和 42年 )

S29 55.826,000 5.814.000

50 59,0占9,000 7,249,000

51 47.占28,000 10,220,000

52 50,55占.000 12,402.000

55 45,867,000 12,802,ODD

54 55,862,000 16.0占5,000

55 82,554.000 18,862,000

5占 89.606,000 20,888,000

57 81.919.000 20,157.000

58 92,521,000 22.271.000

59 77,554.ODD 22,177｣000

40 117,588.000 25,594.000

41 101,889.000 27,207,000

2

ノb

4

ノb

9

8

0

4

7

2

.0

7

9

5

･血

8

4ト
4

7h
cpハ
5

5
.
4

4

8

.し
ノb

2

1

1

2

2

2

ワー
2

2

2

2

2

2

2

5

S- 2 59,509 5,276 15.4

5 40.581 5,282 15.0

4 45,占54 5.9tー4 13.5

5 45,045 5,795 15.5

A 42,509 4.602 10.9

7 58,654 4.697 12.4

8 45,524 8,907 15.?

10 88.占47 7.415 8.4

ll 75.175 8.14占 ll.1

12 55,225 8,115 15.占

15 占4.404 14.615 22J

14 75.987 15,811 18.7

15 75.占71 51,815 45.0

17 41,115 15.549 57.7

18 70.792 5.占89 aO

19 51,748 9.8占占 19ー

(法) 1.朱料は町会 要々事録 (昭和 2年～ 8年 ),歳入歳出決算奄 (昭和 10年～ 15年 ),読

入亜理帝 (昭和 18年～ 20年 ),決井藤壌 (昭和 29年～ 42年 )による｡ 〔すべて

三石町役場蔵 〕

2,昭和 29年以後 .千円未満切括,又,それ以前のものも円以下切拾｡

5.途中,とんでV,る所は史料なし｡

鉱山関係の数値は昭和 15年以前は 〔固定焚産科+営業収益税付加税 〕,昭和 18年～ 20年は

〔固定較連載+営業税付加税〕,昭和 29年以後は 〔固定費直税+鉱産税 〕で計算 した｡尚,鉱産親

という税目は昭和 12年よ3)使われている｡

〔参考 〕

法人税割,町民税,鉱山税,留美税付加税 (営菜収益瀧付加税も含む｡)等は,大体,同一的に使

われている｡

表 71 5- 25を見ると,昭和年代を通じて.ず っと, 10帝～ 50解ぐらいを鉱山関係が占めて

いるOこの事か らも三石町を-■鉱=菜の町 "と呼ぶのは妥当だと思われるO鉱=葉と三石は,切って

も切れない関係をのである｡

次に,推移を見てみると,昭和 4I5年の大恐悦については余b変化はみられTZhが,昭和 16-

20年の太平洋戦争時は,大巻く彩馨を受けている｡これは三石町の場合は,特に,韮=葵 (製鉄

eec)に関係が深いので (溶高炉の耐火煉瓦等がその例 )敬争忙杜,非常に,影啓を受けるためであ

る｡

今後の研究課題としては,エD明確にするために.国庫交付金などの補助金の面からの考察がある

と思われる｡
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次に, ｢拡=車力町 財政にとって,いか75:る比重を持 っているか ｣をよb明白にするため,三石町

と郡内の他町村 (和気 .日生 ･備前 ･吉永の 4町村 )を住民税 (町民税 )のリミ,ト(Limit)の

率で比較 してみた｡

表 715-21

課税標準飯 税 峯 (飾)
石 和 気 日 生 備 前 吉 永

5万円以下 4,25,67.084?,8ll.2 2.5 2.55.54.5 5_04.05,0占.07.0aO9.0 2.2

5万円以上 2.i 2.5

5 〝 5.占 i5

8 〟 5,9 3.7

10 〝 4.2 4.0

15 〟 4.7 4.2

20 〝 5.5 5.0

50 040 〝50 〝70 //80 〝 占.07.27.5 5.0ム07.08.09,0 5_56.57.0

100 ′ 8.5 8.0

120 ′ a7 a5

150 〝200 〝250 〝 9.7 9.4

400 〝 12.占 10.0 10.0

(荏) 1･町民税適用税率表 (三石町は昭和 40年度版,他町村は昭和 5 7年鑑版 )による0

2･空欄は,課税標準額の段階がをいととを示す｡

〔表 7- 5- 24の読み方 〕

一見しただけでは解bにくいが,よくこの表を見ると次のような尊が言えると思 う.

①三石町の場合が課税標準額は最も高い.これは,会社が多いため,それ等高級所得者層に課税巾

を合わせていると考えることができる｡

②三石町の場合,他町村と比較すると高教になる程,税率が比伊以上に大きくなってい くO これは

①と関連するが高教者 (鉱山関係者 )ほど税金を大にするということである｡

以上 エD,三石町の財政に於いて,鉱山関係者の占める割合が大であることが推察できるO

檀)について

明治 22年以後の議員名よb鉱=英関係者 (社長の場合が多い )の名前をt=-ックア ップしてみた｡

その縦 保 ,全町会議員数 552名 (たたし,町制は明治59年 エ9)内鉱工業 関 係巻 数 29名で a2

帝である｡ この数値は他町村と比戟 しても,ズパ抜けていると思われるO平均して,一割鋸の者は鉱

工業馳係者であった.時には4名もいたこともあった (昭和 17年 )O
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軌 議席数は明治 22年から現在まで,常に 14名である｡市町村条例では 22名まで許可できる

が.三石町の場合,その必要がないのと経費節裸のために 16名としている｡

次に,任兆加まB)=摘 まで5年間であD,大正以後 4年間となっている｡又,当町には,明治 22年か

ら大正 10年まで,議員の中に十級 ･二級とい う区別があった.これは,その議員個人の家柄 ･汽産

よD区別されていたらしいO

(兼房脊二 )

4 商 業

<(rまじめに>
現代経済社会にかける生産 と消費の間には,(1比重する者と消費する者との人の相違 (人的懸隔 ),

(2)生産地と消戦地との場所的な隔たb(場所的懸隔 ),(3)生産の時期と澗柴の時期との時間的怒隔た

り(時間的懸隔 ),(4)生産の単位丑と消野の単位且との赦免的な隔たb(政見的懸隔 ),L5)生産者の

生産する物資の品質と消費者の賓褒する晶宜との不一致 (晶男的懸隔 )があるから,これらの懸隔を

調整,克服し,商品の生産から洞史までの流通,すなわち配給を円滑にするために行夜われる許情動

が商薬であD,これを相当する者が商業者であるO

商英の機能としては一般に(1)売買の機能,(2)遥遠の糠酪 (3)保管の機能,(41金融の機能,(5)保険の

機能などがあげられるが,売男は商品を流通させるための基本的75:機能であ9,この売n機能を専門

的に担当する商薬が売買薬であって,狭義の商業ともいわれるo売只薬に従事する者は,小売商と卸

売商とに分けられる｡

玉川百科大辞典によると,商業の概念について,狭毛には商発着の配給括臥 広轟には金融 ･保険

も含めるとあるO私は以下では,狭弟の商業すなわち卸黄葉と小売業を取扱 うことにした｡

(1)商菜の推移 と現況

(a) 商業の推移

(戦前 )

三石町の商業の推移をみると(表 714- 1参照 ),商巣戸数け明治 29年 51,明治 55年 占5

と増加 し,明治 59年には 128と急増 しているC明治59年以後の大正 5年, 10年, 14年の商

井戸数も専業と架薬との合計であるか ら,明治 29年 51,および明治 55年 占5も多分,坪井と煎

薬との合計であろうと思われるので,明治 59年t/t紘商菜戸数は急敵に伸長 している.次に大正 5年

になると,どうい うわけか 11戸に淑少してLZl為が.大正 10年には 175戸,大正 14年にも185

戸と増加 している｡

次に商発従薬者教についてみると,明治29年 2ロ4人,明治59年 454人,大正 5年 528人,

大正 10年859人,大正 14年 84d人と版調に増加している｡しかし昭和 5年には 197人へと

大幅怒急波を示している｡この急減の原因を児玉革多軸 ｢日本史年襲｣(吉川弘文館 )で調べてみる

と,昭和 5年仕曲集恐債と一般的恐慌深刻化の年であれ 三石町もその例桝 ではなか ったと推察され

る｡
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襲 7-4-1 三 石 の 商業 の 推移 1

年 次 別 商集戸赦A) 商集人口(B) 総 戸 数C) 総 人 dD) (B)/tA) (o)̂ A) (I))̂ A)

明治 29年 51戸 204人 501戸 2,718人5,592 4.0̂5.5 9,8戸l 55.5人50.d･ 55年I, 59年 65128 454 852706 10.5a.4大正 5年 111 528 4.8

〝 10年 175 859 756 5,615 4ー8 4.3 20.7

(荏) 明治 29年.55年は統計年銘,三石村役場｡

明治 59年は和気郁恵｡

大正 5年は統計襲.三石町役場｡

大正10年.14年に統計.三石町役場｡

昭和 5年は昭和16年岡山県統計年報｡

(戦中)

昭和 5年から10数年経過 した｢昭和17年1月には.政府の方針に上b戦時統制体制の確立と労

務要員充足を目的とする小売菜の並理を促進 し.昭和 18年4月までに三石町における/｣､売薬盤儒教

は 45.その整理峯は 52飾｣と岡山県政史に記されてある｡a,のよ9夜番態を実証するエうに.昭

和 19年統計旗には,商弟に牌する報告の香類に大きく斜線が引かれてあD.三石町の商業もほとん

ど鹿渡の状態になったものと推測される｡

(戦後)

(イ) 商 店 か

戦後.三石町の商業壮ほとんど墳減の状態から出発 したのであるが (弄 7-4-2) .昭和 25年

には 40戸が復活 し.昭和27年 88戸.昭和 29年 1G5戸へと増加したが.昭和 51年には 84

戸.暗和 53年にも79戸へと減少したoLかしそれ以後.昭和 55年85戸.昭和 57年 90戸.

昭和 59年 96戸.昭和 41年100戸へと順調に増加傾向をしめしている｡

わが国の凍気変動は.戦後の混乱が大体収束した昭和 25年とろからみられる上)になった｡すな

わち.わが国経済は,昭和 25-6年の朝鮮動乱ブーム.28年の消炎紫気につす く授受ブーム.51

年の神武食気.54- 6年の岩戸景気の好況期と27年.29年.55年.37年の景気後退期とを

経過してきたo上記商店数の増液の時期と景気変動の時期とが必ず しも同調していないのは.商店数

の増液の時期が景気変動に選れるからではないかと考えられる｡

回 従薬者教

商某社発着数ならびに1店当b平均従共著数の推移は:,7-4-2弟巴通D功 るが.昭和 55年の1店当

b平均従業者数 2･5人は昭和51年の 2.1人よDも増加している.これは.昭和55年が51年の神

武食気の反動による開港期のいわゆるなべ底景気であったので.弱小企業が脱落 .淘汰されて,昭和
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51年商店数 84から昭和 55年商店数 79へと淑 じたものと考えられるのであるが.しかし従業者

数において昭和51年 1a8人から昭和 55年 201人へと増加 しているのはをぜであろうか.理解

に苦しむところである｡

(I) 販 売 額

年間版売額は.卸売業と小売英とを合わせて (扉 7- 4- 2) .昭和 55年254.985千円.昭

和55年 250.597千円.昭和 57年 294.870千円.昭和59年592.769千円.昭和 41

年674,280千円と昭和 55年を除けば年々増加傾向をしめしている｡昭和55年の販売数が昭和

55年に比べて減少しているのは,卸売業数が昭和 55年の 5から昭和 55年には 1に減少したため

と思われる｡この卸売業軒の薮少は.昭和 55年のなべ底食気に由来するものと思われると同時に.

第5次的地方卸売業である三石町の卸売業が当時すでに動きだした流通革命の影中を受けている証左

でもあろうo増加率をみると･57*/55年 壮 1･28倍●5時 /57年は 1･55倍･そして41iF/59年

は 1.72倍と澱異的75伸びをみせているOとの昭和 59年に対する昭和 41年の大き封 申長は何に由

来するのであろうかo商工会の人にも開いてみたが わ からない｡また町役場の総務の人もわからない

というo日本経済新聞社簡｢経済苦己番の見方.1948年版｣ (5a- 57頁)に上れば『59-40

年の不況は.わが国の景気循環にとって新しい形を示した｡それは.いせまでならば金融引き締め政

策によって国内の常要が圧節されるとともに輸出は好調を取 9戻し.これにもとづく国際収支の好転

が食気を再び回復させる力にたったのに.その兆陳がをか75:か現われ75:かったことであるOとの原因

については,①従来回復期には主力となった民間投数の力が栄えたため,日本経済の静賢が減ってい

るにもかかわらず強力な引き締め政策を続けすぎた.⑧過去の無差別を投数によって日本経済は供給

過剰の状態になってしまった などの脱がたてられたoいずれにしても,国際収支の好転が景気回

復の超動力にならず･Tiた金軌断 口改発が登場 してもほとんど効果乍発揮しなかったために･政府の

景気政策は新しい手段が必要となD.ここで登場したのが財政需要を追加することによって食気を立

ち直らせようとする.いわゆるフィスカル.ポT)･y-てあった｡ この瀬に沿って政府は公共穀攻を盛

んにして政府の常襲を拡大するため.その財源として国債 (長期内国債)を発行することにな9,40

年度は2千億円を発行,41年度も7千5百億円を発行.42年度｢般会計当初予井では 8千首億円

の国債発行が予定されている (ただし42年度は食気の上昇に応じるため発行額はその後若干滅額さ

れた)0 4､10-41年度の食気政策の特徴は.①意圏的に財政雫等竜ふや して国民総支出に占める政

府の財墳サービス購入の比率を高める.②財政面での規準でこれに関連する民間較穀を誘い出す ,い

わゆる｢乗数効果｣が期待されるをど.財政の｢呼び水効果｣が重視されている,③汽金の調遵方式

ち.いせまでと違って単なる金融緩和政策ではなく.国が国儀を市中金融機関に揖わせることに上っ

て紫金を手に入れ, これを産業界に供給するとい)手比が登場 した などであるo これらの食気対

米によって景気は回復に転じ,42年度にはVtってから虹.はっきb上昇気流に乗った感じであった

..Jとあるが.経済企画庁｢25系列に上る景気動向指数｣から半廠 すると,昭和 57年 1∩月から58

年6月までの8か月間は紫気の回復期.58年 6月から59年 10月までの17か月間壮上昇期,59

年 10月から40年 10月までの12か月間絃食気後退期にあたるo｢商業統計調査｣の昭和 59年
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の販売額は 58年 7月1日から59年6月 50月までの1か年のもの.昭和 41年の販売親も40年

7月1日から41年 6月50日までの1か年のものであるから.59年販売敬は景気上昇軌 41年

販売額は食気回復期における販売板であるわけであるが.日本経済成長率が 58年度名自1占.7勿爽

賃 12.0飾.59年度名目14.9飾実質10.5多.4D年度名目10.6車実質5･4飾. 41年碇名目

16.6勿実質 11.4帝であるエうに,日本経済性年々高麗成長を持続しているので.三石町の41年

の販売徹が 59年に比べ伸びているのは理解できるとしても.その 1.72倍とい う駕異的な伸び方に

は三石町に何か特異な要因があったのではなvlかと思考されるのであるが.結局のととろよくわから

ないo

表 7 -4- 2 三 石 町 の 商 巣の推 移 2

年 次 別 l商 店 数 (Ji)従弟者教(射 (B)/ (A) 年間販売額 !増 加 率 卸 売 業 飲 食 店

昭和 25年′ 27年 ilo88 1d7 I 1.9 254,985 0.98 2 a

′ 29年 105 186 1.8 d d

r 51年 84 168 2.0 2 ll

′ 55年 79 201 2.5 5 9

′ 55年 85 179 2.1 250,597 1 12

I 57 90 201 2.2 294.87D 1.28 4 16

, 59年 96 225 2.5 392.769 1.55 5 15

(荏) 昭和 25年は統計綴 ∈ 石町役場)による｡

昭和 27- 41年は岡山県市町村勢要覧による｡

年間販売額には手数料 ･サービス科を含填ない｡

(b) 商 業 の現況

三石町の商業を産業柵造の うえからみると (衰 7- 4- 5参照) ,昭和 40年 10月 1日現在卸売

･,｣､売薬就業者数は 520人で.全就業者数 2.682人の11.9序を占めておD.吉永町の8.2帝を

上B]9.岡山市の 27･0弟oi.岡山県市部の.8･.碑銘 であD.岡山県郡部が 9･6飾であるか ら

む しろ三石町は郡部に近い型であることがわかるo

衷- 7- 41 5 地区別就業者人口 (昭和40年)

(注) 昭和 40年国勢調査報告による｡

また葬 7- 41 4をみると.昭和 55年第 5次産典故業者は 647人で全就井者 2,602人の24,9

帝を占めていたが.昭和 40年第5次建築武井者は824人と増加 し,全就薬者 2,682人の 50.7多

を占める上うに75:った｡卸 ･小売業就薬者も昭和 55年259人が昭和 40年 520人へ と増加し.
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卸 ･,｣､売業就業者の全就業者に対する割合は昭和王5年の 10.0如 .ら昭和 40年には11.9年へと

増加しているO

表 7-4-4 三石町の商英紙簸者割合

産業別年次別 全 就 菓 者 第1次産 粟 筋2次 産 業 第5次産 業 卸 .′｣､売業

昭 和 55年 2.602 227 1,728 647 259
(100.0) . (8,7) (日 .4) (24.9) (10.0)

′ 4 0年 2.682 227 1.651 824 520

(注) 国分調査報告に上るo

( )内の鞍手は構成比

次に昭和 40年卸売 ･小売業について.従業上の地&.別就井音数をみると (表 7-4-5参照).

雇用者 141人 (卸売 ･′ト売煮就業者総数の44.1申) ,自営業主 104人 (同じく52.5車).蘇

族従業者 75人 (同じく25.4再)であD.犀用者は商集就発着総数の半数にも満たない状態である.

このことから三石町の卸売 .小売薬比｢企薬｣的存在とい9エDは｢家業｣的存在の称的軽骨である

ことが5かがえるO

表 7-4- 5 産業.従業上の地位別就業者数 C=石町 .昭和40年)

全 産 業 2.682 2.117 552 251
(100.0) (78,9) (12.4) (8.占)

卸売.小売業 520 141 104 75

(荏) 昭和 40年国勢調査に上る｡

( )内の数字は構成比｡

商店を規模別に考察すると (表7-4-6参照).昭和 41年にもpV,ては本町の卸売 ･′J､売美 100

店のうち,従葉音5人以下の規模のもの81店で.全体の87多を占め.従業者 4人ないし9人の規

模のもの10店で.全体の10〆.10人ないし19人の規模のもの2店で.全体の2多.20人な

いし29人の規模のもの1店で.全体のわずか1東を占める忙すぎないoこのように本町の商店は従

業且 5人以下の零細規模のものが圧倒的多掛を占めてV}るが.昭和57.59年に比較すると.41

年には4人ないし9人の規模のものが5店増加 し.20人ないし29人の規模のものが1店新たに出

現しているoこのことから本町におVlても親分商店の規模が拡大している上うに9かがえるo

表 7-4-6 規換 (常時従弟者VLy上る)別商店数の推移 (三石町)

年 次 別 総 数 5 人以 下 4人-9人 10ル 19人 20̂ -29人

昭和55年 85 75 9 1

hoo.o ･.一也81 (10.8ー ( 1_21
r 57年 90 7 2

(100_01 (90.0ー ( 7.81 ( 2_2ー

I 59年 96 87 7 2
(180.0ー (90.6ー ( 7.51 ( 2_1)

′ 41年 100 87 10 2 ,1"J
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また表 7- 41 7をみると,昭和 41年本町の卸売 ･′｣､売薬の1店当9年間版元名削ま6.745千円

であ9,5人以下の規模のもの 2.591千円,4人をいし9人の規模のもの 52.i75千円 (5人以

下の規模のものの12.6倍).10人ない し19人の規模のもの25.950千円 (同じく10.0倍).

20人75い し29人の規模のもの70.500千円 (同じく27.1倍)となっているOさらに従業者 1

人当i)年間販売額は 2.719千円であ9,5人以下の規模のもの 1,525千円.4人ないし9人の規

模のもの 7,105千円 (5人以下の規椎のものの4.7倍),10人ないし19人の規模のもの1.525

千円 (同じく1.0倍).20人をいし29人の規模のもの 5.515千円 (同じく2.5倍)とそってい

る.このように本町においては,1店当9年間販売額は20人をいし29人の規模のものが最高であ

るが,従業者 1人当9年間販売額は4人をいし9人の規模のものが澱高となっておD .5人以下の規

模のものは,1店当b年間版売敬も従黄者 1人当9年間販売額も最低と75っているo

表- 7-4-7 規模 (常時従業者に上る)別商店数.常時従業者数,年間販売飯

(三石町 ･ 昭 和 4 1 年 )

総 数 5 人 以 下 4人～ 9人 10人-19人 20人-29人

商 店 数 100 87 10 2 1
(100.0) (87一D) (10.0) ( 2_0) (1.0)

;従 業 者 数 248 148 46 54 20
(100.0) (59.7) (18.5) (15.7) (8,1)

;年 間 版 売 額 674.288珊 225.59(汗円 526.750千円 51,8tiO珊 70.508珊
(100.0) (55.4) (48.5) (7.7) (10.4)

1店 当 9年 間販 売額 6.745千円 2,591千円 52,675千円 25.950千円 70.500千円

(荏) 岡山県統計年報よb作成｡

年間販売飯には手数料 ･サービス料を含まない｡

( )内の数字は構成比｡

次に菜種別店舗数の推移をみると襲 7- 4-8の通9であるが,昭和41年現在では飲食料品′｣､売

薬数が 45店で最も多く .次いでその他の′｣､売薬教が 18店であD.また最近祈食店が増加 してきて

17店舗を数えるに至っている｡

襲7-4-8 業種別店舗数の推移 ( 三 石 町 )

業 種 別 年 次 別 昭手D27 靴 9 昭和51 研 ロ5 櫛 rt55 [8 59 昭和41尋7 日 ロ

一 般 卸 売 業 2 i 2 5 1 4 5 5

代 理 商 . 仲 立 業 - 2 1 - - - - -

各 稀 商 品 ′J､ 売 業 - 2 - - - 6 - - I

級物.衣服.身のまわ9品′｣､売薬 ll 18 6 7 6 1 8 9

飲 食 料 品 ′｣､ 売 薬 41 40 59 41 42 41 45 45

飲 食 店 6 6 ll 9 12 16 15 17

自 転 車. 荷 車 小 売 薙 5 2 5 - 5 4 4 5

家具 .建 具 .什 器 ′J､売薬 25 1 5 5 i 5 6 7
そ の 他 の ′｣､ 売 業 20 17 12 15 15 17 18

(注) 岡山県市町村勢賓葉上b作成｡
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また従業者数 (昭和41年)でも (表 7-4-9参照),飲食料品′ト売業が 122人で最も多く,

次いでその他の′ト売菜 55人.飲食店 55人.級軌 衣服.身のまわ9品小売業15人.家具 .建具.

什器′J､売薬 15人の順となっている｡しかし.1店当9平均従業者数をみると,一般卸売業が5人で

最も多く.次いでその他の′J､売薬 2,9人.炊食料品′ト売薬 2.8人,飲食店 2_1人と続くo

さらに年間販売額 (昭和 41年)についてみると,飲食料品小売菜 251.990千円,｣投卸売業

221.550千円.その他の′j､売薬 117.520千円.家具.建具.什器小売業56.170千円.飲

食店 28.840千円.放物.衣服.身のまわ9品小売業 1a.550千円.自転車.荷車小売業 2,080

千円の版と去っているが.1店当9年間版元栃で比一般卸売井が 75,850千円で澱も多く.以下そ

の他の′ト売薬6.518千円.飲食料品小売業 5.840千円.家具.建具.什器′｣､売薬 5,1i7千円.

織物.衣服.身のまわ9品′j､売薬 1.817千円.飲食店1.a96千円.自転車.荷車′｣＼売薬 687千

円となっており.なお従業者1人当b年間阪売教では一般卸売井が 24,617千円と虫も多く.次い

で家具.建具.什器小罪業2.782千円.その他の小売業 2.214千円.飲食料品′j､売薬 2.065千

円.放物,衣服,身のまわ9品′｣､売薬 1.258千円.飲食店824千円.自転車.荷車小売菜 687

千円の慣となっている.

表 7-4-9 葵種別店舗数.従葵者数,年間版売額 (三石町 ･昭和41年)

薬 種 別 店舗数 従 葵者 教 1/吉当り従業者数 年間販売額 1店 当 り年間販売額 l従業者1人当り年間 販 売魚

一 般 卸 売 輿 5 9 3.0 221.55 75.85習1 24.61

代 理 商 , 仲 立 業' - - - - - -

各 種 商 品 小 売 業 - - - - - -

簸物.衣服.身のまわ9品′｣､売薬 9 15 1.4 16.550 1,817 1.258

飲 食 料 品 ′ト 売 薬 45 122 2_8 251.990 5.860 2.065

飲 食 店 17 55 2.1 28.840 1.690 824

自 転 車. 荷 車 小 売 業 5 5 1.0 2.060 687 687

家 具.建 具,什 器 小 売 業 7 15 1.9 56.170 5.167 2,782

そ .の 他 の 小 売 業 18 55 2.? 117.520 6,518 2.214

(注) 岡山県市町村勢要覧より｡

年間販売額には手数料 ･サービス料を含まをvl｡

次に三石町における地域別商店数をみると (襲 7- 4-10参照).卸売英数については昭和41

年三石地区は三石町総計5店のうち5店 (卸売弊搭載 100.0年)を占め.従業者数において も三石

町総数 9人の100,0年である9人を占めている｡tた小売業鞍についてみると.三七地区は三石町

総計97店舗のうち85店舗 (小売集株数の85.4〆)を占め,また従菓者数においても三石町総計

259人の87.9卓である210人を占めている○なお.′｣､売薬の薬種別店頼政,従業者数において

三石地区がそれぞれ占める割合についてみると.放物,衣服.身のまわ9品店舗数 100.0弟 ･同従業

業者数100･0車.飲食料品店舗数 79.1〆 ･同従業者軟 81.1年,飲食店舗数 7d･5aA･同従発着数
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88.6葬.自転車,荷車店舗敏 100.口車･同従弟者数1000帝.家具.建具.什器店舗数 100.0

飾丁同従業者数 100.0番.その他の小売業店舗数 94.4虜 ･同従業者数 9a.2車を占めている.こ
I

のように当町における商店はEE倒的に三石地区に集中してお り.次いで野谷地区,八木山地区の塀と

なっているo

表 1714- 10 地域別商店数.従業者数 (三石町 ･昭和 41年)

｢ 業 碓 別 商 店 数 従. 業 者総 数L三 石 野 谷 八木山 l総 数 三 石 野 谷 八木

一般 卸 売 井 5 5 - - 9 9 -
代 理 商,仲 立 弟 - - - - - ■- - -

小 売 菜 総 数各 種 商 品 小 売 業 97 85 15 1 259 210 28 1
- - - - - - -

放物,衣服 .身のまわ9品′ト売薬 9 9 - - 15 15 -

飲 食 料 品 小 売 業 45 54 8 1 122 99 22 1
飲 食 店 17 15 4 - 55 51 4 -
自 転 壷 . 荷 庫 小 売 業 5 5 - - 5 5

家 具 .建 具 .什 器 ′ト売 薬 7 7 - - 15 15 -

そ の 他 の 小 売 業 18 17 1 - 55 51 2

(琵) 商軸 計調査による｡

さらに当町の卸売業 5店を訪問 し.阻取b調査を行なったところ次のようであった｡

rr豆腐店.当店は豆腐の製造 ･卸売を薬とし,三石町地域を販売圏としている.原材料を以前は姫

路から仕込んでいたが.仕入代金の集金を仕込先が面倒が D,こちらから代金を送金しなければなら

ないので.現在は岡山から仕込んでいる.最近では舌永町のH店.万寓の8店.赤穂の出店が三石町

に豆腐を卸売するようにをD.これらの新参入者たちに上って.当店の三石市場に･も-･けるシェアは浸

食されつつある｡現在50歳台のおばあさんが1人で営業を行-I?っておD.息子4'んは会社に勤務し

ている｡すをわち当店は来薬商家である.

K商店O当店は英子の卸売を業としている｡ しか し.いわゆる流通革命にエD,地方における菓子

類卸売薬の存立基鮭は大きくゆらぎ.今 日では三石町における菓子類卸売#'の存続余地はなくなD.

当店の業態も卸売業か ら小売葉-の移行を余儀無 くされてきた｡フたか仕入先は岡山と姫路が約半分ず

つ程度であD.顧客も固定化しているとい うことであるo

M商会｡当店は三襲石油株式会社の破品の販売を薬とし.ガソリンスタンドを経営 している｡業態

は卸 -J､売薬であるo

既述のように.卸売業は′J､売薬に比べて大きな販売額をしめしているが.三石町における卸売発着

には卸売専業者はなく,みな発案であるO

また./J､売井について各業種から1店ないし2店を選び訪問し.関取b調査によって得た仲報によ

れば.大体仕入地については｢酒 ･調味料は岡山90帝･姫路 10序.鮮魚は日生.牛肉は邑久郡宿

-160-



毛,憩肉は岡山.野菜.果物は岡山中央卸売市場.乾物は姫路.英子 ｡パンは岡山 50帝･姫路 50

飾,洋服 ･婦人 ･子供服絃岡山90飾 ･大阪10〆.くつ ･履物紘岡山 60飾･姫路 40飾,Ⅶ気器

具は岡山.金物 ･荒物 ･陶敢器 ･ガラス器は岡山 45飾 ･倉敷 45飾･姫路 10飾,医薬品は岡山.

化粧品は岡山 60 右̀･姫路40飾.文房具は岡山90帝･姫路 10飾,眼鏡 ･時計は岡山10車 ･姫

路 90車.沓藤は東京 ･岡山.自転車は各メーカーの版売店｣とい うことであった｡これ らは,前述

のように.各薬勧 1らそれぞれ選んだ各1店ない し2店をその業種の代表として調査 したものである

から.きわめて不十分をものであるという批判吐避けられ75:い.

ある衣料品店の主人は｢三石における同業者には岡山より仕入れるものが多いが.私の店は昔から

の関係で大阪より仕入れているO三石における衣料品店は斜陽の状態である.店を構えていても.お

客は非常に少をく.現金所有の消焚者は岡山で昇って帰るo現金がない客すなわち掛で毘う客が多く.

当座す ぐ必賓を場合に異うくらいのもので.店を補えてまではやっていけなくなった.同業者の うち

にも行商に出かけて行くものが多いO｣と悲観的に語っておられたOこのように三石町の消費者は.

飲食料品をどの療育 b晶はともか く.織物 ･衣服 ･身のまわb品をどのような毘回b品あるいは専門

品については.現金に余裕のある場合には岡山や姫路の商店街で買物をし.緊急を要する場合に,あ

るいは手元不如意のための掛Tiに地元の商店を利用するといった状態で.地元の艮回り品店 ･専門品

店では現金売よDも掛売が多く.現金は三石町外-醗出しているといわれている O また商工会では｢

店の客が固定し.工場の費気に左右され.現状維持がやっとで.後継者も少をく在ってきたo｣とい

っている○

三石町には商店街がないOかっては宿場町とし-'IL栄えた当町も.その中に工場が割込んで.まるで

もうしわけ程度に′トさを商店が店を梯えてVlるolた最近生活協同組合経営の店がこの町にも東 ･菌

に2店誕生し.店の構えに比べて年聞版売額15.000千円と思いのほか大きい｡との町の一一般′｣､売

業界にも新 らしい形態の競争者が出現したわけである｡

(2) 商工会の活動

(a) 任意地域商工団体としての三石町商工会

現在の商工会が設立される以前に.三石町における商=薬の改良進歩,会長の共同の利益増進l

その他｢股の公益を図ることを目的として.昭和 28年 5月任意団体としての三石商工会規約が制定

され ,同年 4月5日エb施行された.この規約に上って同商工会の組放 .目的,事集などの全貌を知

るととができるので.次にFul規約を掲げることにする｡

昭 和 2 8 年 5 月

三 石 町 商 工 会 規 約

第 1 章 組 級 及 名 称

第 1 粂 本会を三石町商工会と称する0

第 2 粂 本会の区域は和気郡三石町一円として,その区域に於いて商=薬を営む者を以って組廠す

る0

第 3条 本会の番諌所を○(:X⊃･･-に濫 く0 .
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第 2 牽 目的及その本業

第 4 条 本会は商=業の改良進歩を囲 り,会長の共同の利益を増進し.その他一般の公益を図るこ

とを以ってその目的とする｡

第 5 粂 本会は前条の目的を連する為会員共同一致 して左記の串業を行 う｡

1 販路の拡張

2 営巣上の利害関係の調査

5 博覧会,共進会.商品陳列所等への共同出品

4 功労者の表彰

5▲従業員の表彰

d 斯業に関する法令の研究

7 欝習会.誹市会の開催

8 取引上の和解

9 会員の親睦

18 その他目的を達成する為に必要な事業

第 5 葦 会 見

第 6 条 会見となることを希望するものは.別に定めたる入会手続によb入会を申込せ浸ければな

らない｡

第 7 条 本会負は.店頭の見易い個所に会見章を掲げるものとする｡

第 8 粂 会見輩は次の如 く定めるo三石町商工会員証 (長サ 7寸一巾2寸)

第 9 粂 会見は,海月所定の会費を納付 しなければならない｡

第10条 会見は.あらかじめ組合に予告 した上で.事業年度の終りに放て脱退するととが出来る｡

第11条 会見は.本規約並に総会の決議を遵守し.本会の経費を負担する轍 を有するものとする｡

第 4 車 役員及その選任

第12粂 本会に左の役員を置く｡
1 会 長 1名

2 副会長 2名

5 理 事 5名

4 監 事 2名

5 会 計 2名

占 総会の決議によb顧問を置 くことが出来る｡

第 15粂 役負の選任方法は.総会及び臨時総会で之を定める｡

第14粂 役鼻は名誉職とする｡但 し総会の決議によb報酬を受けることが出来る｡

第15条 役且の任期は1か年とする｡但 し再選を妨げをvl｡

第16条 役員は,任期満了後も後任者の就任迄は.その聴務を行うものとする｡

第17粂 会長は.本会を代表 し.-S鞍を総括する｡
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第18粂 副会長は.会長を補佐し.会長に事故あるときはその職務を代型する0

第 19条 理番は本金会社の-切な処理する｡

第 20条 監事は本会の会計を監査する｡

第 21条 会計は本会の会計を行 う｡

第 5 葦 会 議

第 22条 本会の会議は総会.理事会の2種とする0

1 会議の招集は会長が之に当る｡

2 総会を分けて通常総会.臨時総会の2種とする｡

5 通常総会は毎年4月に之を開き,臨時総会比.会長の必要と認めたとき及び会員の5分の1以

上の者がその招塊の理由.訊港.日時等を指定 して講演 したとき.これを相銀する0

第 25条 総会は 5日前迄に議題.開会の日時及地所を示 して通知するものとするO但し緊急且つ軽

微恵事項はその限りで壮無V,0

第 24粂 総会で決裁す可き事項は次の通Dである｡

1 本金蔵入出予弟決許について

2 本食事券について

5 役員選任について

4 規約について

5 基本金について

d 会員の除名について

7 本会の解散について

8 その他車菓上必要と翠める事項

第 25条 理串会で決替す可き各項は次の通 りであるo

l 総会に捷出す可き予東の査定及決算の認定

2 金敷は理事会によbt,れを定めることが出来る.

5 功労者の推せん.その他総会に提出す可き議会案の査定

4 番葉上総会に提出する迄に至らない唖徹夜ヰ頚

第 24条 総会及び理事会の議長は.会長を以って之に充てる.但 し会長事故あるときは,副会長議

長の聴許を代行するO

第 27粂 会議は,特別の定めるものを除き半枚以上の会見が出席しなければ.之を開くことが出来

ない｡金額の決譲は.出席者の過半数によって之を映し.可否同数のときは成長の決するととろに

よる｡但し総会に限 り.出席者が会見の半数に連しないときは.出席した会員の過主轍 をもって仮

決議を行V>,その旨を欠席会見に通知した上 1か月以内に更に総会を招集し,その出席した会員の過

過半数を以って仮決譲の認否を決するものとする0

第 28条 規約の変更.金具の除名及解散の決鼠は,会見の5分の 2以上の出席を要するものとするO

第 29粂 総会に出席することの出来ない会見吐.藩面を以ってその家族又は会見に委任 して.その
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権利を代行させることが出来る｡この場合は之を出席者と見なす｡

第50条 会譲に於ては決議鉾を作り.試長及出席者の内2名以上之に記名捺印するものとする｡

第 6 牽 会 計

第 51条 本会の会計年度は毎年4月1日に始り,翌年5月 51日に終るものとする0

第 52条 本会の経費は会費及び助成金,奨励金.各種寄附金を以って之に充てる｡

第55粂 会員が死亡 した場合は.相続人がその事薬を継蘇するときは直ちに之を会員と見なす0

第 7 牽 処 分

第 54条 本会負で本会に対 し負 う可き鼓務を怠った者又は本規約若しくは総会の決議に従わなvl者

紘,総会の決磯によD.これを除名するものとする0

第 8 葦 解 散

第 55条 本会は次の場合に解散する｡

1 監唱官庁の命令による解散

2 総会の決議による解散

第56粂 本会が解散 したときは,会見中よb柵罪人 5名を選挙 してその事務に当らせるものとする｡

この場合残余財産又は負債があるときは.配当,負担共に平等割とする｡

附 則

本規約は昭和 28年 4月 5日より施行する｡

(b) 現在の商=会

上述の任意団体としての三石町商工会は .昭和 56年 11月壇で.すなわち約9年間存続 した｡ し

かるに｢商工会の阻敢等に関する法律｣が昭和 55年制定され.この法律は｢主として町村における

商工業の総合的な改啓発遠を図るための組織として商工会及び商工会連合会を設け.あわせて商=会

及び商=連合会並びに商=会議所の行なう′ト規模番茶者のための都築活動を促進するための措置を評

じ.もって国民経済の健全を発展に寄与することを巨川勺とする｡｣ (同法爵 1粂) ものである｡そこ

で従来の任意的団体 として活動 してきた三石町商=会は.発展的解消を遂げ.この法律にもとづいた

商工会設立の認可を通商産英大臣に申請 し.認可され,現在の簡=会が昭和 56年11月7日に誕生

したわけである｡か くして三石町商=会は.以前の任意的団体とは異な.O.公的な法人となり.県か

らの補助金 も得 られるようになD.またその事業活動も,経営指導鼻の活動によD.質的にも向上.

横極化 したのである｡

現在の三石町商工会の括動状況を.第 7回通常総会 (昭和 45年 5月 14日午後 2時よb三石町産

業体育館で開催)のパンフレットから紹介 しなが ら.私見をも加えてみよう｡

1 三石商工会交通安全協力推進会の設置計画

三石町地域内特に三石地区は旧国道が町の未申を通 9.進むモークl)ゼーシ ョンとともに車の交通

品が増加 し.変通事情が悪化 してきたため.交通安全対策の一策 として当会設鰹が計画された｡当会

の実施賓項 (莱)は次のようである｡

(1) 目 的 本会は三石地域内に於ける交通の安全を確保する為.駐車禁止区間及び特に定めたる
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区間の駐停車を指導し.｢般道徳の高揚と租互理解を深めると共に.自治の精神を以って変通安全へ

の理想を推進することを目的とする｡

(2) 名 称 本会を三石紅 会交通安全協力推進会と称する｡

(3)番務所 本会の事務所を商工会事務所内に置くO

(4)事 業 本会は次に揚げる事業を行うo

l. 焚通の安全を確保する為に必要なる道路上及びその他の指導と育成を面る｡

2･ 会見相互に理解を高める為.文書の配布及び宣伝を行 う｡

5. 交通に関する事故及こ欄 係事務手続等の研究を行 う｡

4･本会の目的を達成する為.関係当局並びに諸団体等との連綿を轡忙し指串を仰ぎ,その主旨

にそ)よう推進協力する｡

(5) 役 員 本会の運営壮委員会を改健し運営する｡

t 要具は 11名以上とする｡

2. 委員会の粗放は要具長 1名.執事且長2名.会計1名.監番 2名とする0

5･ 委員の選出は商業部会より選考し,商工会長上b委嘱任命する.

4. 役負の任期は2年以上とする｡但し再任虹妨げない.

(6) 本会に深間を置くことができるO

2 昭和42年度事業報告

(1) 昭和 42年度末現在における会見軟は 167名 (耐火煉瓦工場 7社.鉱山沓葉堵12社.その

他の杏葉場21社.商業者127名)で.年度中の移動状況壮新規加入者 10名.脱退届着 る名であ

るo

(2) 簡=会への相鮫比 餅 7-4-11衆参冊).金融面の相敢件数が 122 (総相酸件数508

の 59.6弟) と最も多く.次いで細 面の相敵件政85 U司じく26_9車).経営面の相敢件数 35

(同じく日 .4%).その他32 (同じく10.4年).催営面 50 0司じく10.4〆).経晋面 50

飼 じく9.7飾)等となっているoLかしこれを経営指導員巡回の際の相軟と窓口 体 面 ･電話)相

談とに分けてみると.経営指沸点巡回の際の相敵において綻.税務面の相鮒 =政がd7 (巡回相敵総

件数 168の59.9飾)と最も多く.次いで経営面 さ2 (同じく19.05).その他24 (同じく

14.5帝).金融面 25 (同じく1さ.7〆).扱者面 18 (同じく10.7串)の 版 で 参 D.'恕口 (響

表 7-4-11 商工会への粕鮫事現別件赦 (昭和 42年度)

金 敵 税 務 経 理 軽 骨 労 務 * SI そ の 他 計

軽営指導且巡回 25 87 18 52 5 1 24 1占8
(15.7) ¢9.9) (10,7) (19.0) (1.8) (Dー6) (14.5) (1 00.0)

森口(脊面.電話) 99 td 12 5 1 1 8 140
(70.7) (ll.4) 仏.d) (2_1) (0.7) (0.7) (5.7) (100.0)

計 122 85 50 35 4 2 52 508

田三) 三石町商工会第7回通常総会 (昭和1手車 5月14日)よbo

く )内の数字は耕成比｡
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面 ｡偲話)相故 にかいては.金融面の相淡件数が圧倒的に多く99 (窓口相放総件数 140の 70･7多

摩).税務面16 (同じく11.4飾) ,経理面 12 (同じく8･d飾)等となっているo

以上のように金融面の相談が瀬も多いので.次に商工会の行なった金融あっせんをみると (表 7- 4

4- 12参照).国民金融公庫へのあっせんが最も多く.貸付決定金魚においても決定総金額

29.170千円の 82.9解である 24.170千円が国民金融公庫である.

表 7- 4-12 金 融 あ っせ ん (昭和 42年度)

(A)あっせん (Ig貸付決定 ㌔ (C)あっせん :(D)貸付決定 可延 件 数 延 件 数 総 金 額 総 金 敬

国民金融公庫 42回 57回 . 88,0帝 28.d70千円 24(18乙,o)m 84.5啓

そ の 他 28 .28 100.0 5.100 5,000(17.1ー 98.0

(浬) 三石町商工会第 7回通常総会 (Bii和45年 5月14日)エDo

( )内の数字は構成比｡

(3) その他主賓夜番業活動をあげれば次のようである0年末大売出し.殊井検定,婦人部 ･青年部

結成 (昭和42年 7月).商=貯蓄共済加入.講習会 ･許演会18回開催.商工会職員研修会 ･経営

指串良研修会 ･税務連絡協議会 ･甘色申告中国ブロック会意 (鳥取市) ･商工会役員プロ･/ク研究会 ･

･商工会監事研修会 ･商工会会長会議 ･全国商工会総決起大会など-参加0

5 昭和42年度収支決算

昭和 42年度収支決算は (乗 7- 4-15参照).収入合計 2.51占.040円.支出合計 2.1d8.

508円.収支差引計 147.752円である.収入のうち県補助金が 1.156,400円 (総収入の

49,9渉) と最も多く.次いで金敷 占25.200円 (同じく27.04) .町補助金 558.000円 (

表1 7-4-15 昭和 42年度収支決井

科 目 金 額 構成比 (帝)

収 入 の 部 2.516,040 100.0

会 費 625.200 27.0

県i 補 助 金 1.156.400 49.9

町 補 助 金 550.DOD 15ー1

そ の 他 184.44D 8.0

支 出 の 部 2.168,508 100,0

経営改善普及事業費 1.211.594 55.9

- 般 事 業 餐 418.770 19,5

管 理 牡 557,944 24.8

(江) 三石町商工会第7回通常総会 (昭和43年 5月14日)よD｡
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同じく15･1好) .その他 184.440円 (同じく8,0帝)となっている.また支出のうちで雌 営

改尊普及蔀葵祭が最も多く総支出の559礎である 1.211.594円.次いで管理焚 557,944円

(総支出の24･8多).一般車桑野 418.770円 (同 じく19.5車)となっている｡

このように当商工会は.収入 2.516千円の′J､規模財政のため.十分な括助ができない状態であ9.

しかも腺補助金が総収入の約50解,町補助金が15〆.すなわち総収入のうち煉町補助金が 65解

を占めており.財政的には準役所的存在となっている｡

4 昭和45年度事業計画

(1) 基本方針

三石町に如ナる商工業の解合的な改馨発達を図るため.国保町及び関係詳磯野の拍車と援助の下

に全員相互の協調.団結を固め.地区商工菓全体の繋光のために努める.

(2) 具体的事薬内容

主要をものを列挙すれば次のようであるo ｢労務に関する相鉄及び指導｣｢交通安全協力推進会

の設置｣｢商工会館建設｣｢新入社員教育の実施｣｢観光開発啓崇｣｢部会の指導育成｣など｡

5 昭和45年度収支予算

昭和45年度収支予井をみると (莱 7- 4-14参照).県補助金を1.295.810円 (前期予算

額よ9159,4.10円増),会兜を 642,00ロ円 (同じく5,600円増),町補助金を前期予井額

と同額の550.O0D円.その他を244,952円 (酌鰯予罫疲エわ･175,906円増).収入合計

2.552.742円 (前期予算額 よ951i,914円増)と見凍っているoなおその他 244,952円

の内訳は加入金 7.200円 (前期予昇坂上b1,288円増),寄附金45.u0O円 (同じく5°.0DD

円増),雑収入 25,000円 (前掛予算甑と同額) .前期繰越金 147,752円 (前期予算額よ9

122.706円増)となっている｡このように 43年度予算に おあても.頻補助金が総収入の51.2

車 (42年既決井に封ハては 49.9妨),町補助金が15.8多 く同じく15.1飾),すなわち総収入

のうち煉町補助金が65飾 (同じく65飾)を占めているO

また支出は.経営改尊普及事業費1.574.118円 (前掛予井轍よ9182.594円増),一般尊

業費561,400円 (同じく154.880円増)管理致 59′7.224円 桐 じく19,522円Ibg.)と

見秋ってお17.総支出板柾占める各受目金額の削合は.経営故事普及皐英資 54.2車,｢投沓英資

22.2飾.管理柴 J15.6少である｡なお経営改尊普及車葉菜 1.574,118円には指導員人件費

515.060円 (前期予井額よ976.026円増).補助具人件免 552.520円(同じく57.0/5O

円増).継続指導員謝金250.400円 (同じく38.400円増)などが,一般杏葉敢 561.400

円には総合振興費 70.000円 0司じく25,000円増).観光振興費140.UDO円 (同じく70,

000円増),婦人 .甘年部対策費90.000円 岬 じく50.000円増)をどが,管理地 597.主24

円には負担金 65,000円 (同じく25.000円増).予範柴 59,584円 0司じく156.118円

演),会館建設哉立受 100.000円 (新規計上)などが含まれている0
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乗 7-4-14 昭和 45年度収支予書手

! 科 目 l 前 期 予 算 徽 当 期 予 算 額 増 滅

収 入 の 部会 焚 2.215.824 円 2.552.742円 516.91d 円658.400 642.000 5.600

県 補 助 金 1.15d,40CI 1.295.810 159,410

町町 補 助 金 550.00CI 550.000 -

そ の 他 71,02d 244.952 175.906

支 出 の 部経営改善普及事業費 2,215.826 乙552.742 516.ワld1,211.524 1.574.118 1占2,594

一 般 事 業 焚 426,60CI 561,400 154.800

(注) 三石町商工会第 7回通常総会 (昭和45年 5月14日)よD｡

C 三石町商工会の問題点

1. 予 井

昭和 55年に制定された｢商=会の組執等に関する法律｣第1条に｢この法律は.主として町村

における商工葵の総合的な改尊発達を図るための組取として商=会及び商=会連合会を設け.あわせ

て商工会及び商工会連合会並びに商工会議所の行なう小規模車業者のための事業活動を促進するため

の措隆を離じ.もって国民樫済の健全を発展に寄与することを目的とする｡｣とこの法律の目的を述

べ●さらに商工会の目的として第 5条に｢商工会は.その地区内における商工業の総合的な改せ発達

を図ることを目的とするC｣とある.そ してとのエうな第5条の商=会の目的を達成するために.商

工会紘次に掲げる事業の全部又抹一部を行なうものとすると第11条に規定されている｡すなわち

(1) 商工業に如し,相談に応じ.又は指導を行な5こと｡

(2) 商=業に関する情報又は教科を収集し.及び提供することo

(3) 商=菜に関する訴習合又は糾演金を開催すること｡

(4) 展示会.共進会等を開催し.又はこれ らの開催のあっせんを行なうことO

(5) 商工会としての意見を公表し.これを国会.行政庁等に具申し.又は建議するとと｡

(6) 行政庁等の諮問に応じて,答申するとと｡

(7) 前各号に掲げるもののほか.商=業者の委託を受けて当落商=集者が行なうべき串務 くその従

業負のための事務を含むO)を処理し.その他商工会の目的を達成するために必虞な事業を行な

うこと｡

以上のように商工会の行なうべき杏葉は,まことに多岐にわたっているのであるが.商工会の現実

の活動は停滞気味である｡このように商工会の活動をさまたげている原因には硬々のものが.とりわ

け予井が少ないとい うことがあげられるであろう｡昭和 45年度の予井は約 250万円であるが.こ

れだけでは商工会としても十分な活動は困難であろうoこの解決策としては.会費の増額,共済制度

利用の活発化などによる手数料の増収.町補助金の増額.yTも補助金の増額などが一応考えられる｡ し
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かし金穀の噂塀ということは.会員からの反発が予想され困難であろう｡共済制度の利用にもとず く

手数料の増収も,乗除には余b多くの期待をかけるとと紘できないであろう｡町補助金の増額という

点に二小 ても.町財政の中か らそれほど多くの増甑を期待することができるであろうか.また県補助

金の増額を考えても.商=合が三石町たけに存在するのならいざしらず,県内に多数存在することか

ら,腺補助金の多額の増敬を期待することは囲勉であろう｡ しか し.県 .町補助金増敵についての過

勤を横榛的に行なうことは意味のあることであるう0

2 地域薬者との一休化

菜者のなかにも商=会の存在意義を理解 し.商工会に対 して好感を仏だいているものもあるが.

多くの業者は商工会に対して無関心であるように見受けられるOなかには｢商=会はわれわれに何を

してくれたてあろうか｡ これまで格別これといった仕事はしておらず.商=会の幹部は役名を名誉職

的なものとしている｡｣といったような意見もちらほら開かれる｡このような声がFqかれるのも,商

工会の予井が少をVlために,商工金満動が十分に行なわれてレ､ないからでもあろう｡ しかし一部でも

このような声が開かれるのは.商工会にとっても拝せしいことではない｡予算が少ないのであるから.

事葬計画につV,ても総我的でなく.鼠点的に実額可能をもの.あるいは緊急を賓するものにしぼ9.

1っても芙親をあげることが望ましい策であろう.盃点主義的計画を樹立し.藩実に実樹をあげるこ

とが.地境薬者とCト一体化集現の基盤であろう｡

(a.) むすぴにかえて

今や外からは自由化の波が押寄せ.内では流通革命のあらしが吹きすさんでおり.在来からの企薬

のあD方を根本からゆきぶっているoこのような内憂外患のもとで.三石町の其者たちはどのように

対処していくべきであろうかO当町における商店の把とんどすべてのものは中小規模のものであb.

零細規模のものがEE倒的に多い. したがってイplらの対兼もなく,このまま無為にElを送れば.こめ企

薬的存在というよ別は家業的存在である零細店比,企業としての拡張繁栄を締めざるを碍なくなD.

たた自家労働のもとで一家族たけの生活を何とか維持していく程度のものとして.片すみに残思され

ることになるであろう｡

このように考えると.当町の商業経営者の将来はせことにいばらの道である｡しか し彼等は経済動

向を直視し.自分の進むべき道を決定すべ きであるoなんとかなるであろうと期待することは.自ら

墓穴を掘るに等 しく.危険である｡｢神はみずから助けるものを助く｣ではをV,が.やる気のないも

のは.神といえども助けないであろう.中ノ｣､零細企業が中′｣､零細企業であるゆえんは.中小零細規模

であることエ_りも,むしろ｢中′J､零細企業者は′トさくても一国-城の主といった感覚をもち.間葉者

を敵視し.協調性を欠く｣といった古い数に閉じこもっていることにあるようであるO事業は本質的

に人間によって創造され.人間によって経営され.決して人間以外の力によって経営書れるものでは

をいO当町の商業者も古い穀から脱 し,自己革新のもとにエゴイズムを超越し.お互に手を携えるこ

と.すなわち意織の近代化をはかることが.ます自らの生きるべき適であろうo三石町の商工業界'を

近代的な商工業界pT-育ててい(中相機関として日夜努力をかたむけておられる当商工会のかたがたが.

羊者の意識の近代化をまずはかられんことを期待してやせをV,｡ ､

-1d9-



本調査に際し三石町役場.商工会および商店のかたがたには資料収集.多くの研究上の便宜をはか

っていただV,たOこヱ･に厚くお礼申し上げる次第である｡
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第 8章 交 通 通 信 の 発 展

1 鉄 道 輪 一速 と 三 石

(I) 三石駅貨物輸送推移

戦争とともに発展をみた三石駅

表 8- 1- 1の昭和 51年鑑以降の耐火レンガ生轟丑に上ると,岡山県の生産丑壮全国生産の約

55%をつねに占め,しかも,三石の所在する和気郡での生産丑は,岡山県の約 97蕗を例年生産

していることがわかD,三石町は日本の耐火t/yガ轟集でも指折 Dの町であるといえよう｡ この耐

火レンガの出荷部門は表 8- 1-2の昭和 55年以降の耐火レンガ部門別出荷表でわかるように,

約 71帝は鉄鋼関係向け出荷で,鉄鋼謁係の景気忙その生産は大きく左右されることが予想されち

図 8- 1I 1によって三石駅発送屯赦推移をみても.耐火レンガを主とする三石駅発送屯数は 『戦

争あるところ,必ず激増を示す 』輝子を示しているbそして,峨争ではないが激増しているところ

紘,昭和 5- 4年と昭和 55年を頂点として 2回ある｡前者壮恐慌回復策による生産増強で,それ

は結局は 2年遅れの世界経済恐慌に陥9,

J<8- 11 1 昭利 51年以降のM火L,ンガ生洗l

年鑑(砲和) SL 52 5エ 5一 iS 54 57 さa 59 40

金 皿 94&545 1.1〔lijO9 at2.I44 1.174817 1.5ー&151 I.775.887 1.557.一5一 1.51丘.51一I.724.dd1 I.447.129

内 山A トン 52?.8dA 391780 295.849 484.20eb 5ーD.714 ム7L†85 49も∫75 54も455 42一,402 57d.747% Lj_8 55) SL4 iaI 51† 57_9 5L9 王id エム0 55.a

恥 先帝 ト二′ 57五一lC d54.74B 477,284 528852 401914 57一,8ll2

注 t,鞘山地区洲 七ン′-(阿山軸 内 鬼門 )の 811年のLt3E拝 上る｡

21 岡山凡の車は全曲のつちの東.和気黙e)4け冊LLl外oDち¢辞.卿東野の生1tri岡山収生丑土¢γも化合iれているo

iP8-112 町和 15年似特¢if火レyガ辞門別出荷4

年度(昭和) 出 荷 先 柿 M 書 ー｢戟 ■ 箱書故 紙 髭.特化辛 一昨M hl .六 t 力 *Eh そ の 他

55 出抑 丑 トy 1卵5J]28 12Al2& 41.101 51一185 >SJ04 18488 5β55 18.151 121945 t531タ0与
比 草 書 71.4 L4 LO iJ I.さ Lヱ a.5 1.a 7.9 T80

Jt JLS 72_9 丁ー ▲7 iO 1一 0.チ u■ a_7 Z7 100

57 Et日野丑 トン 907.62A 112.189 47188 山一一 2▲7一2 25,483 45&一 &12d 111595 lJ07.989
比 J:チ 占1.4 L▲ 5.I 2.EI 2D 2_0 hさ a▲ 92 1l=)

58 出荷 丑 トン IJ)d叩5d 14u山 T7588 11157 72725 7,8エ▲ 2一44 a2lti 1ユ4242 150ユタlA
_比 JB 申 70.8 q_4 i2 2.7 tS Q_5 L2 AS ?_ま 100

さ9 地帯 七 一ン 1152/lSS ー4一郎 5 82758 ▲AAS7 lnEI14 1与554 152B 1叫 ▲ T一q555 1745p70
tt 】■ ヰ 7l.8 LB ▲7 lB ul 0,EI u1 A.7 8b 100

■0 th祈 I トy 一.124一9tI 日458一 A血■0ユ 一7方5ー 15152 2452ー 795 51L)80 1さ58▲5 L5827ユ9

注 rS'】山地区桝 薫Itンター(岡山鋲斗甘軌巾円 )の8 日 ヰ 7月 5日の■王に上る.
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図8-1-1 三石駅発送屯叡推移
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満州事変へとうけつがれていったものであ9,後者壮昭和 50年頃からの世界造船薬界の好況に起

因するとみられる｡ こうしてみると,昭和 27年額ずでの三石駅の発送屯数推移は,『戦争→鉄鋼

産業の好況-耐火レンガ需要増力叶ナ三石駅発送屯政敵増 』というシェーマのもとに伸長してきたと

考えでもよいと思われる.

(2) 昭和に入ってからの三石駅貨物輸送丑の推移

ここでは,昭和に入ってからの三石駅貨物輸送量の推移にスポットをあてて考察を試みよう｡

図 8- 1- 1では全輸送丑の推移の型をみることができたが,表 8- 1-5の品目別貨物輸送丑の

推移によると･さらにくわしく,その政治的,･経済的背景の考察が可能である｡そこで,昭和 10

年Tiでを第 1期,昭和 20年までを第 2期.昭和 50年寸でを第 5期.昭和 42年までを第 4期と

区分してみていくことにする.

表 8- 1- 5 三石駅晶 B別甥物書途上 の推移

年A全伯速tトン I,ノガ■適Jt モit,JA,■迭Jt クレー.石塀や逮t 鉱石■送I

95.94?90,ー875u8日】占1.79占74.7588A.D占290.04799.554107.239127.05占12i554loヰ.20一89.42d41.78952.4254L52▲75.52yadi795104.052107.028120.T4215乙一三d 41tB7242.11922.78827.27752.54占54.15ささ2.07734.4714120874.51284.9与2&2.12157.4182125d15.94325.Did25.95535.59448占4949.940占5.15975.171 4i444,a44,94一.142.I59455_占34.84D.55a5日 ∴44,255.A4?.257.A54.一一A845.94L754.254155.9占2.aム0.8占&0▲1471十0daOdR9! "̀ 7.12さL1231一ATi.55雪もDSt]5.&48▲799 7.5▲97_2ナ1-/_?▲占7_A a.054&一924.7444.5871979も9977.509 &一?rA?.一7.15.2▲9&1ada4u519.919.41aD7.37,さ4_57.5 54.2I524.8一817.74024,62457,4555825741.787

1ミ081 li1 8410 41.581

7128▲1.1&111855 li一し1SIL818412Ji917_819_5 8.99770521.0ム52n.80221.8809,78488474095Il 4889 57.09847.19955.577ユL45429.94215.49514.0012a7253L51959,297董重量号室j

荘 1 三石R所il｢■弓分相岱｣ 85- 8さ2.JI山長■甘鯛 所兼 ｢7!労相匂｣ S52- 6

42tb抜キし作成0

2 空らんはその演目がない.
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く第 1期 昭和初年よ9昭和 10年まで>

表 8- 1- 5及び図 81 1- 2をみると昭和 5年に全輸送丑 ･各品目とも対前年比において約

5595(全輸送ia-5占% ･耐火 t/ンガ5d% ･耐火モルタル59% ･クレー .石粉 5d% ･鉱石52

i )の激減がみられる｡一方表 8- 1- 4の昭和 1年よ9昭和 11年までの日本の貨物輸送屯数指

故によると,昭和 5年は前年に比べ 20%減とたってか9,それはさらに昭和 占年において姑低と

なっている｡ モルタル

耐火 レンガ l表 8- 1- 4昭和 1年より
昭和 10年までの日本の

貨物輸送屯数指数

S可 :I- Pl(i:t攣 甜 逆 独迫運乳
l ､､ ＼ ＼､E)

S9 岬,W･'pjJ ∫ t ＼＼
′′ / t ＼､､､

sl 馳聯串I
図 8- 1- 2 三石駅品目別輸送推移

注 1. 表 8- 1- 5をグラフ化したもの

2･ S8年についてはレンガ.モルクル,クt/一石粉

鉱石の合計が全輸送料を上回る記卓なので,この

グラフでは合計を全輪送料 とした｡

年 産 指 数

昭和 1年 100

2 105

5 107

4 105

5 8占

A 81

7 85

8 96

9 104

荘 ｢日本陸迎十年史｣の

｢鉄道総局貨物経済図

表｣による.

これは,2年遅れの世界恐慌に伴なう不景気と自動車輸送の進出によるもので,｢不況時代には,

荷主は安全迅速 より,低遵貸輸送欲求するため.トラック業者は原価を無視 しても輸送し,船舶業

者も復航の如きは特別安の遁項で荷主の要求に応ずる.｣ (荏 )ことが原因とされている｡そして

表 8- 1- 5お よび図 8- 1- 2では全輪送還が昭和 4年の状態に回復するのは,昭和 10年に到

ってであり,表 8- 1- 4の日本全国では昭和 9年で回復 している.また.そのl司1'B期における品

目別輸送丑を図 8- 1- 2でみると,がぜん鉱石の輸送E:の増加率は他をぬき.全輸送丑に対する

割合は,昭和 5年では耐火レンガ45.占啓 .鉱石 55.7留であったのが ,昭和 10年には耐火 レン

ガ55･占% .鉱石 4占159右になって運転 しているほどであるO表 8- 1- 5の我国における貨物輸

送屯数に対する品瓶別貨物輸送屯数割合比較で結 ,鉄工業品の増加の趨勢が襲わされていて,当時

の日本の,貨物輸送の非常時色彩すなわち,｢我国策は,国際連盟脱退 ･ワシントン条約破簸宣言

とともに ,国防非常体制を渡えることと竜9,革帯産業の大陸進出 .日満プロ,ク経済の進展の方

向に進み .貨物輸送も非常時的色彩を敵化してきた｣ (注 )ことがみられるO以上から考察すると

鉄鋼を関連産桑 としてもつ三石産薬の特殊性から,準戦時体制輸送の全般的傾向に即 した輸送状況
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表 8- 1- 5 我国に於ける貨物頼送 トン数に対する品類別

貨物輸送 トン数割合比載 (i )

そ 育 工 窯 衣 ー肥 噂 食 汰 戟 !林 隻 晶顔 年皮

の 産 輿 莱 料 飼 好 料 塞 塞 産 壷

他 晶 ロ臼口 ⊂⊃P口 lコPP 料 晶 晶 晶 晶 一=IP口 晶

フヽ 五 ヽ ヽ JC
1コ - 九 四 1コ 五 フヽ 七 年

⊂⊃ Pg 四 四 昭和

フヽ -1∃ ⊂⊃ 五 ヽ ヽ 四 ~勺 ヽ′ヽ 年五 蛋

⊂) 四 辛 四== q ⊂=I 昭和⊥

荘 ｢貨物逓送概況｣第 4章.第 2節鴇磯の r鉄道捲局貨

物経済図表｣による｡

に約 50%弱であったのに,後者壮対前年比 50

多強減少している｡一方全国国鉄貨物運輸丑をみ

ると表 81 1- 占の全国食物運輪丑の推移にみら

れるどとく昭和 20年には昭和 11年を 100と

する指数で 98を示し,対前年比 5占蕗となって

いるO これは昭和 12年に日華串変の勃発ととも

に戦時体制に入9,その後昭和 1占年の太平洋戦

争開始によ9戦時緊急状態に陥いるという背景の

もとに,昭和 18年までは,『軍用貨物の増加,翠

碍生産物紫の増加 ･生活必物 糞の増加 ･海運迫

迫による陸遜転移貨物の増加 ･鉄道以外の陸上運

送機関殊に燃料規制のための物 自動車の温迫の

を展開した三石駅の姿が う

かがえる｡

<第 2期 昭和 11年 より

昭和 20年盲で>

表 8- 1- 5によって三

石駅の昭和 12年よ9昭和

20年までの輸送丑をみる

と,全輪送丑においては昭

和 15年を頂点として第 1

期とは逆の推移塾を示して

いる｡ しかし第 2期の昭和

18年から昭和 19年への

激減は,第 1期の昭和 4年

から昭和 5年-の故味と同

じ型を示 しているOつせ9,

昭和 20年の全輪送丑の対

前年比は 47多で,レンガ

40% ･鉱石 52%でとも

表 8- 11 6 全国貨物運輸丑の推移指数

年 次 千 屯 輸送屯数指数輸送屯粁指数

昭和11年 - 10D loo

12 98.170 110 11占

15 lop,588 125 155

14 122,7占7 157 156

15 157.004 154 176

16 141,占9占 158 184

17 147.占1占 1占5 208

18 166,155 18占 265

19 154,696 174 262

ための鉄道転移葉物の増加,大陸との物費の交流

による増加,物幣の輸移入杜絶のための必質物紫

または代用品の開発増産のための増加｣ (注 )那
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その膨張原因とされ,昭和 19年 ･2 0年は ｢海逆から転移 した比較的長距離重要物資の輸送を確

保するため.短剛 箆貨物の輸送が抑制せられる｡昭和 19年 6月からの空襲 ･運転事故の激増のた

め鉄道輸送能力の発坪阻止せられたこと等｣にその原因があるということである｡そこで ,三石駅

からの品目別貨物輸送丑に焦点をしぼると.耐火モルタル ･クレーはこの期の貴高の輸送益を出し

た昭和 15年にはそれぞれ 14占1屯 ･705屯で全輪送丑のわずか 1･19あ･0159あで ,表 8- 1

-5では最低を呈しているoそして,鉱石にはあTiD変化がみられめのであるが ,耐火 L'ソガは昭

和 15年には74.512

屯で全輸送丑の 5a5 表 8- 1- 7 全国鉱類鉄道職送丑増加指数

%を占めていたが .

昭和 1占年には

84,952屯に増加し全

輸送Liiの 68940とな

って著 しい増加をみせ

ている｡耐火 レンガの

関連産薬である鉄鋼妊

表 8- 1- 7の全国鉱

類鉄道輸送丑増加指数

でもわかるように,焚

くべき増加を示 してい

て .それは,｢戦時体

制に入るや,増産計画

~＼ 輸 送 総貨物 輸 送 総貨物 屯平均屯 敢 屯 数 屯 粁 屯 粁 輸送粁

昭和 11年 100 100 100 100 224.5

12 117 110 155 11ム 257.0

15 158 125 1ム4 155 266.1

14 159 157 1ム5 156 277,6

15 142 154 17ム 17ム 276,2

1ム 161 158 198 184 264.4

17 185 165 218 208 551,1

18 250 188 559 2占5 400.5

19 191 174 542 262 40D.0

20 148 111 254 12ム 582.0

注 ｢日本陸運十年史｣第 4章掲載の『鉄道総局貨物経済図表 』

よ9

強行されたこと,海路

愉送が鉄道に転移 したこと｣ (荏)によるといわれている. この緋 が三石の耐火 L/ンガ輸送に反

映 していることはあさらかであろう｡そ して三石の輸送状況は ,昭和 18年Tiでは戦時体制下で軍

常産薬増産-それは耐 火 レンガ輸送の異常な増加にみられる一と,他機関からの鉄道-の転移を

主な原因とし,戦時体脚下の全国的傾向を如実に表わし,その後昭和 20年までの状況は,昭和17

年の さ,ドゥエー海戦敗北から敗戦の様相を呈 していった日本の国適とともに減少傾向が著 しくな

っているO

<第 5期 昭和 21年よ卵召和 50年まで>

表 8- 1- 5および図 8- 1- 1によると,三石駅輸送丑は昭和 21年には昭和期最低の52.425

屯を示 し敗戦の痛手の大いさを知ることができる｡そして,この終吸から昭和 50年までは,おど

ろくべき輸送増加傾向を示しているOす凌わち全輪送丑においては,昭和 25年には昭和 2 1年の

2倍 と75:9,昭和 50年にしてはや戦時体制下の昭和 14年代の輪送丑に匹敵する状態を示すよう

にな っている｡耐火レンガ .鉱石についてみても同様に伸びてきて,クレー ･石粉が昭和 29年か

ら出てきているのをみても,この期は回復期ということができる｡この頃の日本は ｢昭和 22年救
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国貨物大増進運動を展開し.昭和 25年は貨車産み出し運動を強力に展開しつづけ,我国の生産増

強 ･経済世界に大をる貫献をなしえ,昭和 24年は,餅 9原則の実施によ9経済安定化の速度さ

らにはやめられていく｣ (荘 )段階であった｡ またr三石町史 』第 15章第 1節における『ろう石』

生産の項によれば ｢昭和 25年折 勃々発した朝鮮動乱のため景気砺 挽々回し,昭和 26年に大きく

上昇したが同年下期以降僻需の淑過と振出の不振を反映 し,昭和 27年,昭和 28年と低過ぎみだ

ったが昭和 50年秋頃よ9世界的造船部門の伸展に伴い,鉄搬 界盛況とを9,数年の明るい見透

しが予想される｣とあD.『耐火 レンガ』生産では ｢朝地 乱によ9特常の輸出の急激を増大を契

機として食気挽回し,昭和 26年には前年よ911万屯余の伸びをみせたが,同年下期以降の僻需

減退と輸出不振を反映 し,低調化 ,昭和 50年の世界的情勢の変化によ9,.増産に努めている｣と

記されている｡ このことから,辞 5期の三石の経済安定化性朝鮮動乱の特需に促進され,造船部門

の伸展で一周の発展がみられるようになったといえるO

<第 4期 昭和 5 1年 よ9昭和 4 2年まで>

衰 81 11 5でわかるように,三石駅の全輪送出は昭和 5ム年までぐんぐん増加し,ついに史上

最高の 178.822屯に遷し′この年には耐火レンガ壮 11占.787屯で三石駅if物全輪送丑の山 0

%を占め.鉱石は 59,485屯で三石駅貨物全輸送量の 2 2.4%を占める忙至 っている｡耐火レン

ガは昭和 56年までは著しい輸送丑増加をみせたが ,その後は三石駅貸物全輸送虫に対する割合こ

そふえたものの実数ではかんばしくなく,鉱石は昭和 55年で輸送丑増加はス トップし,以後激浪

を示している｡耐火モルタルも最近また輸送を再現しているが,三石駅貸物全輸送丑は昭和 57年

表 8- 1- 8 三 石厭 貨物 概 況

｣ 発 送 丑 列 藩 丑 収 入 金 額

昭和 51年 120,142 112 25.504 144

52 152.658 109 26,4占7 104

55 121.801 92 25,522 95

54 155,055 12ム 58,5d4 152

55 175.877 115 47.007 122

5ム 176,822 101 47.804 129

57 125,占47 72 47.d85 100

58 - - - -

59 154,541 96 58,405 72

48 105,785 79 - -

41 184,207 98 29.542 -

42 118,524 114 51,755 108

102,815,880

141,006,720

155,784.750

184.225.660

217,455,850

270.924,5占0

195,559.220

252,401.690

21?.774.510

248,785.970

9

7

5

8

8

5

2

一

1

2

ム

5

1

NJ

9

N1

1

2

7

n
U

nU

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

注 岡山鉄道管理局所載 ｢貨物駅妙報告｣ 851- 42よ9作成
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表 8- 1- 9 貨物 輸送丑 実 耕 指数

三 石

年 度 絵送 トン数 (トン) 指数

昭和 7年 61,796 10〔】

10 90,067 144

- - -

15 127.05占 205

18 日日.204 189

19 89.428 145

20 41,789 67

21 52.425 55

- - -

25 66,526 108

24 75,529 122

25 8丘.795 140

29 10占.052 171

年 産 輸送 トン数行 トン) 指数

- - -

- - -

昭和 11年 97.ろoo 100

- - -

18 1占6.155 170

- - -

20 81.4占9 85

21 92.487 94.

22 107.155 111

25 128.055 151

注 『日本陸軍十年史 』第 5牽編戦の経理局紫科 ｢物 輸送屯激及び屯粁 (無賃その他を含

む )｣と表 5の全輪送屯数を抜革し作成したもの｡

以降減少傾向であるO以上の考察を基づける三石駅貨物概況は表 8I 1- 8のごとくである｡

表 8- 1- 9の全国のそれを照応させてみればよい｡夜か,昭和 51年度からの第 4期について以

下各年産別に考察すれば次のごとくであるo

o昭和 51年度

三 石 駅

5月頃よ9受注が急に増加し,月を追 う忙したがい増加の｢途をたど9,出貸 ･生産共に最高状

況となり,なおそれでも受注が応じきれず .10月頃よ9次々と炉および工場の拡張をしている状

況で.反面貸車回9性質緒の 70%程度しか答えられず ,これが輸送に当たっては苦心をしていも

前記実状のため,前年に比べ三石駅では相当増収 となっている｡

全 国

いわゆる神武景気で戦後最高の貨物輸送状況と去った｡これは物価の安定 ･金取の緩和 .輸出の

増大により設備殻穀の拡大と消費需要増加によるものであった.

o昭和 52年度

三 石 駅

- 178-



昨年下半期よ9続いた好食気によ9,全般を通じ出貨は大変強気であったが ,こうした食気も大

体 7月頃Tiでで･その後吐日を追 って滅少 していった｡ しかし傭車の回人が雷瓢を上回っているた

め,各荷主に相当無理を願い,トータル忙於で前年 工少いくぶん増送であったが収入は値上げのた

め大巾増収となっている｡

全 国

前半は前年からの神武景気で出足好調だったが後半不慮 となった｡ これは金融引締政策の影せが

9月頃よ9出貨面に大きく反映し,バJL,プ材 ･石灰石 ･耐火煉瓦等原材料物環の出慾が低落したた

めである｡夜かこの年比4月に15多の賃上げをしている.

O昭和 5 5年度

三 石駅

金敵の引締によ9後退した景気が碗遅いを続け.各月大差ない韓送状況であった｡貨車回Dも別

に取立てて悪い月は売かったが ,/J､型貨車の蹄求が増えたので′｣､型物の配車がやや不自由であったO

到潜丑が船坂 トンネル工事材料が相当入ったにもかかわらず昨年に比べ減少しているのは,やは9

煉瓦の原料の鉱石が大巾に減 ったためである｡収入はだいたい送 9先が固定しているので発送屯数

に比例している｡

全 国

をべ底景気で葉物輸送不振であったO これは約年からの金融引締改発が影響 している｡

○昭和 54年度

三石駅

発送面でみると,10月頃までほ要諦に対 し大体 80蕗春慶の貨車固Dで他は自動車または船舶

に上9かろうじて切抜けていたが , 10月を攻として全国的な数丑景気によ9,急に生産及出井要

請が増加し,反面貸車は従来と大差なく.各荷主共 ,部品の発送に全 く困った｡ 自動車 ･船舶及大

局の各駅も各 苦々心しているO到窟面でみると,生藍が増えたため原料の到着がふえ,加えて船坂

陰道=事材料が入 ったので大巾増加を来たした｡ したがって収入面は.だいたい行先一定で発送に

比例していた｡

全 国

55年末から不況脱却に転じて立直9,経済規模の紘大された鉱工業生産活況とな9岩戸食気と

いわれた｡

O昭和 55年度

三石節

発送面ITみると.経済界の好況によ9,年間を通じ生産怒らび忙出貨に波が貴く,したがって貸

皐の配り合レ巧は海月荷主の要請に対 し80勿程度の配車で,残 9は自動車又は船舶等によb送り切 b

坊けてきた｡到着面でみると,営薬用物 の列藩比重tD増級はなかったが,串黄用品が船坂隠遁=

串に伴い相当到着したので合計では 20舜程増えた｡ したが って収入面で吐,発送が前記の様に大

きく延びたので収入も大巾に増えたO特に関束方面へ行 く物が延びている｡
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全 匡1

前年に続き順調に推移 し,鉱=菜は高水準を持続 しきわめて活発であ ったD

o昭和 5占年産

三 石 駅

発送面でみると,政府の倍増計画を見越 して上半期はまったく好況で,各月とも前年同期を570

種皮上回9薬界 も強気であったが ,下半期に到 9景気行過ぎの引締に上D.段 下々降線をたど9期

間の トータルは前年と大差をか った｡到方面でみると煉瓦等品質の改良の声を受け,他地区原料 (

木節粘土 .ク リンカー .クローム鉱 )の混入が必賓 とされ ,その買付が増加 したので ,前年に比べ

て 1299乙と大 きくふえた｡収入面でみると,発送は増えているが ,専用 ｢ノてヮム｣の遠距離送 D

が増え ,加えて運賃改定によ9前年に此べて 125%と大巾増収をみている｡

全 国

設備投資と個人消費の増加によ9生産は拡大成長 したので ,4月に賃上げが 12%あり,7月お

よび 9月に公定歩合の引上げ ,設備投資の削減があったが ,鉄鍋界は好況であった｡

○昭和 57年度

三 石駅

発送面では耐火煉瓦 .モルタル等にかいては政府の紫気調整策の彫噂を受け得意先の鉄鍋が全 く

握わず .在庫調亜その他によ9,注文もがた落と夜9.加えて道路舷備がかを9進んだので一部自

動車輸送に切替-重をる悪条件で前年 よ9大巾後退であった｡到着面では .生産が抑制されたので,

これに要する原料が相当減 ったが国道付替=串等により,その地物賓が増へだいたい昨年と同じ数

字とをった｡収入面では,発送屯数 と全 く同じ数字のgoを示 したO

全 国

不況が煉瓦 .ろう石 .白土等に影申 してきたことが認められる｡

○昭 和 59年産

三 石 駅

発送面では,上半期は昨年末の不況が尾を引き出貨が非常に低調で,下半期はようや く本来の姿

に帰 D,特に川鉄千葉地区行きが大巾に増えたが ,道路整備による自動車輸送の発達によ9以前の

様な鉄道 オンリーは過去の夢で ,上は名古屋 ,下は広島方面までが大半自動車に切替えた模様で年

後々退の状況である｡到着面では,自動車搬入が増えた関係で貨物は大きく滅 った｡収入面では,

千葉地区-の遠距離輸送が大きく増えたのに加え,近距離輸送が自動車-移 9,屯当 9収入が大巾

に増えたO

全 国

過熱 した食気に対処 して.金融引締めで経済は安定成長した｡そ して産英規模の拡大による生産

増加 ,個人消費の堅調 ,中′｣､企業の設備合理化 ,輸出の増加で経済成長率は上回 ったが ,一方では

生産過剰 .在庫の増加 ･企業収益の減少 ･企業の倒産は軟後最高で ,不況下にあ9, 1月公定歩合

一厘引下げで若干の曙光をみたが ,トラック-の切番えが進んできた｡
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○昭和 40年慶

三石駅

発送面では･発送焚物の約 7D%を占める煉瓦が園連産業の不振によ9まったく振わず,第 1四

半期を頂点として･逐次下降線を辿れ 後半に到Dやや持直したものの,年間 トータルは予想外に

悪い結果となった｡収入面では ,4月に連繋値上げが行われたが,大勢に彫率なく,だいたい発送

に比例している｡

全 国

第三次長期計画の初年である.その内容は次の通 D｡

1 焚物営某活動の強化

④ 局荷主係を岡山 ･備後地区貨物営菜セン ターに設置し.貨物販売体制を整備する｡

㊥ 荷主との接触強化による出貨の新発

2 輸送改善の実施

④ 白紙ダイヤの改正臭施

㊥ コンテナ輸送の実施 (岡山一汐留間 1日51個 )

0 /｣､口貨物輪送改善の実施

5 貨物運賃制慶の改正 (5月 5日)

◎ 勝 連賃制度の改正及基礎賃率の引き上げ

㊥ 薬玉主義の採用

そして 5回にわたる公定歩合引下げを中心に｢連の景気対兼打ち出し忙かかわらず,不況から脱せ

めため鉄道出貸不振で特に鉱産品 ･林産品 ･耐火煉瓦 ･轟薬用機械は,関連企業の不振によ9出貨

が低調であった. トラック ･船舶壮大巾に進出してきた｡

○昭和 4 1年度

三石駅

上半期は昨年の不食気が持続し,発送屯数ならU'忙収入 とも十分な成果が上が ら凌かった｡下半

期に入9耐火煉瓦の関連蓮井が活況を取 9もどし.煉瓦 ･モルクル等の注文が増加 し,鉄道にもこ

の情勢が反映 し相当増加をみたが ,自動車のくい込みが激 しく年間の トークJt,は既記の通 9で,昨

年よ9わずかを滅送という悪い結果となった.収入はたいたt̂発送に比例してお9,対前年増加は

4月よ9値上げが行なわれた蘇果の増加であった｡

O昭和 42年 度

三 石駅

第 1 ･第 2 1第 3四半期は耐火煉瓦 ･モルタル等が昨年に引続き関連産業の好況によ9J『網を発

適を持続 したが第 4四半期に到9公定歩合の引上げ措鉦がとられたため,太平の鉄鋼に辱き始め,

当地も一部の会社が発送調整を受け,月間 1.000屯程度の淑少をみている｡収入はだいだい発送

に比例 しているが,上記減少のうち川崎千葉=頓行幸が大きなウェ- トを占めこれは遠距離輸送で

あったので全体に大きく影砂し,第 4四半期は各月とも予定収入に達しをい結果となった｡
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全 国

貴気の御 が鉄道出貨VE反映しないうちに運賃改訂 (5月 25啓上げ )が契施されたため値上 9

率の大きかった鉱石類 ･石灰石 ･耐火煉瓦 ･塩等の物軽が他連韓機関利用VE転移 した｡そのため販

売諸施策のP ･Rと輸送需要の陶発を行い,国鉄利用の促進をはかっている｡

以上は,三石駅の物 概況については岡山鉄道管理局所蔵 ｢貨物駅勢報告｣ S51- S42,S

58欠 ,全国の物 概況については同局所蔵 ｢貨物逓送概況｣ S51- S42,S58 ･S41欠

VCよって記述したものである｡

注 『日本陸逆十年度 』第 1巻 ･第 2巻 ･第 5巻引用

2 三 石産 業 に おけ る輸 送 機 関別 輸送推 移

表 8- 1- 10の各年度別にみる会社別 ･機関別輸送状況よ9,三石の主産薬である耐火煉瓦 ･

耐火モルタルおよびねん士 ･ろう石 ･クレーの機関別輸送推移の分析を試みてみたい｡ しかし三石

の全=場 ･鉱山からの報告はなく,三石駅に報告のあった主要工場 ･鉱山を ピックア ップしての考

察であるから,これをもって完全75:考察とは言い難 く,あくまで傾向を把擾するにとどせるもので

ある｡表 8- 1- 11の生産屯数と輸送屯数の比戯推移からみると,各社とも多少の差はあるが ,

生産屯数と輸送屯数はだいたい同じ数字を示 し,それぞれの推移もほほ同様の型を呈 している｡ こ

のことから,前年産からのく9こし在庫の輸送 ･その年の生産物の在庫凌どから多少の誤差はある

が ,生産されただけの丑はほぼ輸送されているといえよう｡それでは,三石産葉の依存倫送機関は

どう怒ってきたか,およびその輸送力の変遷についてみていこう｡
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表 8- 1- 11 生産屯数 と輸送屯数の比戟推移

耐火 レンガ ･耐火モルクル

川 崎炉材 三 石 耐火 三 石 星 煉 瓦 三 石 高 級 耐 火

l生産屯数 輸送屯散 生産屯数 輪送屯数 生産屯数 輸送屯数 生産屯数 輸送屯数

目許rlS 55,447 55,447 16,294 14.757 75,880 15,010 17,5dd 9.77154 14.804 45,019 18,558 1占,811 - 2.811 17.457

5占 57,500 115,000 21.427 21.500 21.558 21.558 19.652 21,624

58 54,256 5占,551 lA.57〔l 18,881 20,122 19.55555,075 19.20〔l 19,57占20,175

40 5占.428 - 15.152 - 2占,540 18.5占9

わん土 ･ろう石 ･クレー

日筒口52年 2,2505.500 2,250 45.26占 54,795 90,070 89.885

54 2,280 - 58,588 - 9D,000

注 表 8- 11 10の生産屯数 ･輸送屯数 よ9年産別 ･会計別にみで作成

まず ,依存輸送機関の変道については ,図 8- 1- 5の機関別輸送丑割合の推移でみることがで

きるo耐火煉瓦 .耐火モルクルでは各年度 とも鉄道輸送の占める削合は大きいが ,自動車輸送の占

める制合が増大傾向にあることは注目に値する｡す夜わち,昭和 52年は鉄道 88藤に対 し自動車

9.5藤の割合で輸送していたが .昭和 42年にかいては,鉄道と自動車は耐火煉瓦 ･耐火モルタル

産業にとってまさに両腕 ･両足 とも浸る働きをなしている｡主要輸送機関といえば鉄道のみであっ

た昭和 5 2年に比べると,昭和 42年には主要輸送機関として自動車をぬきにしては考えられない

ほどと浸っている0-万 ,わん土 .ろう石 ･ク レー で は ,各 年 度 と も 自動 車 輪 送 の 占め

る制 令 が 大 き く.鉄 逆目･1/lTl送 の 占め る肌 合 は少 なV,上 に滅 少 傾 向 に あ る｡ す なわち,

昭利 52年は鉄道 20･570に対 し自適車 78Y5Yvの割合で輸送 してVlたが,昭和 40年にかV'ては

鉄道 占,9虜に対 し自動車 95･1%の割合 と在っている｡わん土 ･ろう石 ･クレー産典ITは以前 よ9

主賓輸送機関であった自動範に-屑の依存を示し,鉄道は斜陽化が狭まる一方といえよう｡次に各

輸送機関 (主に鉄道と自動車 )の輸送力変遷を表 8- 1- 12の昭和 52年以後の機関別輸送屯数

指数でみていこうO耐火煉瓦 .耐火モルタルにかいては,鉄道の斬増に比べ トラックの激増はみる

べきものがあD,自動車では昭和 42年には,昭和 52年の約 8倍 という指数を示している｡
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耐火レンガ ,耐火モル タル ねん士 ,ろう石 ,クレー

42 膨≠ク/5&2%/～朗 49鳩 目
11Li

図 8- 1-5 機国別輸送割合の推移

庄 表 8-1-1Dよb作成 ,斜鹿部は鉄道 .白部技自動車 ,横線部は船舶の輸送丑の全輸送

量に対する割合を示す｡夜か .耐火レンガ ,モJLrクル刷 り崎炉材 ,三石耐火 ,三石星煉瓦

三石高板耐火 ,4祉合計でわん士 .ろう石 .クレー壮三興 クレー ,品川クレI .大平鉱山

の5社合計であるo

表 8- 1- 12 昭和 52年以降の機関別輸送屯敷指数

耐火レンガ ･耐火モルタル

昭和 52年 100 100 100 100

54 95 147 71 115

5占 1ム2 272 5,214 249

58 121 278 0128

わん士 ･ろう石 ･クレー

鉄 道 自動車 船 舶 全輸送丑

昭和52年 100 100 100 100

54 占5 95 95 89

荘 1. 表 8- 1- 10よ9作成 したもの

2. 昭和 52年の輸送丑を 100とした指数で機関別に表わしたもの

耐火レンガ ･耐火モルタルは川崎炉材 ･三石耐火 ･三石星煉瓦 ･三石高級耐火の 4社

合計の,ねん士 ･ろう石 ･クレーは三井クL,-,品川クレー,大平鉱山の 5社合計の輸

送屯数の指数である｡
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一方 ,ねん土 ･ろう石 ･クレ-忙おいては,昭和 54年から昭和 40年までが記鈴に記されていな

いので正確夜ことはわからないが ,鉄道の指数は滅少し,自動車はどちらかといえば増大傾向を示

しているといえるのでは75:いだろうか｡ これを,全輪送丑指数と関連 して比較するために図 8- 1

- 4の鉄道と自動車の輸送力変遷比収でみていくと,耐火煉瓦 .耐火モルタルでは トラックの輸送

力拡大は群をぬき,全軸送Lt指数よ9つねに上回 っているが ,鉄道は漸増 といっても全輪送立上9

常に下回っていることが よくわかるOわん土 ･ろう石 ･クレーでも全輪送丑 よ9上回っているのVi,

自動車で鉄道は滅,i,傾向の折はるかに下回る一方である｡ このことから,鉄道輸送力が三石産業の

進展に十分応じきれていないこと.その72かに自動車の輸送力の急激なる拡大をはっき9よみとる

ととができる｡そして自動車はいせや,三石の命綱 ともいえる段階に適してきている｡鉄道にとっ

ては ,恐るべき頼争相手となって登場 してきたわけであるO ところで,このような自動車の進出は

全国的にはどうであろうかO図 8- 1-5の全国鉄道 ･自動車の輸送丑指数推移から,それぞれの

輸送力の変化を比べてみると,鉄道よ9自動車の増大は急｣二昇が激 しい｡ 自動車の積送力はここ10

年間VC急激に増大 し,遼寧を輪送機関として進出してきたことは,三石のみ怒らず全国的傾向とみ

られる.このよう75状況の中で ,鉄道輸送の果す役割は依然として大きい. このことを三石の叔近

10年間にかける輸送状況の推移を表 8- 1- 15,図 8- 1-6によってみることにしょう｡
耐火レンガ･耐火モルタル

メ
_

/~~~
-/

･,/ ＼ ､

⊥i/I-㌔ - 二二 二

S52 S54 S5d S58 S40 S42

図 8- 1-4

鉄道 と自動車の輸送力変遷比較

- 1Bd-

/米p
二了i ニー4 /

iii 冨 5 璽

S52 S54 S56 S58 S40

注 1 鉄道 と自動車の輸送力 ,推移をみる

ため表 8- 1- 12よ9船舶を除いて

表わ したもの

2 - は鉄道 --1一自動凍

一一1-は全輪送丑指数

×印壮その記録がないことを示す



貨物 輸送

トラック輸送

____- -- - -/~

255 54 55 56 57 58

図 8- 1- 5 全国鉄道自配車輸送丑指数推移

琵 1･ 昭和 59年産 ｢運輪自著｣総論第 4章第 1節よb抜拳

2･ ｢珊 白事 ｣fこよれば脚 勿梅送は国鉄 ｢鉄道統計年報 ｣を トラ

ク輸送は迎輸省 ｢陸迎統計要覧｣を参考のこと

表 8- 1- 15 わん土 ･ろう石 ･クレー輸送忙放ける会社別 ･機関別 ･輸送屯数推移

三 興 ク レ- 品 川 ク レー 大 平 鉱 山

鉄 道 トン 自動車 トン 鉄 道 トン 自動車 トン 鉄 道 トン 自動車 トン 船 舶 トン

昭和 52年 2.25 - 12.956 41,859 14,270 75,819 1,994

54 2,20 80 占,077 32.511 10.759 77.595 1.848

注 表 81 11 10よ9作成
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図 8- 1- 占 耐火レンガ .耐火モルクル輸送における会社別 .機関別 .輸送屯数推移

注 1. 斜線樺は鉄道 .白棒は トラック .無棒は船舶輸送屯数を示す

21 表 10よb作成

図 81 1-占の耐火煉瓦 ･耐火モルタル輸送における会社別 ･機関別 .輸送屯数の推移では ,鉄道

は昭和 52年か ら昭和 56年にかけて順調に伸び,その後徐 々に滅少 してい くという型を,川崎炉

材 ･三石耐火 ･三石高級耐火共に呈 している｡三石星煉瓦は昭和 5 4年に著 しい減少をみせている｡

トラックは各社 とも昭和 52年から昭和 42年まで双曲線の型で増加 しているが .川崎炉材だけが

昭和 58年には減少をみせている｡ この中で,各社に共通 していることは,鉄道 ･日勤車の輸送屯

数の差が徐 々に′｣､さくなっていっていることで ,三石高級耐火では自動車の万が鉄道を上回る状況

さえでてきているO三石星煉瓦では昭和 54年に鉄道輸送が他社にない大きな減少をみせているこ

とは前にも述べたが ,同社ではこの年自動車 ･船舶をあわせても,全輸送屯数が少浸くをっている｡
1

これは ,昭和 52年からの金融引締め政策による,いわゆる鍋底景気の影噂が .同社の輸送機関と

しての鉄道-の大きを依存度から.いっきに鉄道輸送激波という状況を生み出しているわけであろ

う｡ しか し下半期からの景気回復の波に乗った川崎炉材 ･三石耐火 .三石高級耐火は生産及,出荷 ｢

が増加 したが ,折9あしくも鉄道の貨車回Dが悪 く,出荷贋紺を補い切れず ,他の輸送機関に頼ら

ざるなえず ,ここに自動車進出の契機が生まれたのである｡そ して昭和 55年の経済界の好況でも

貨車回Dは依然悪く,昭和 Sd年に各社 とも鉄道 ･自動車ともに大きを伸びをみせているのは,秩

鋼界の好況によ9生産倍増卓れたことによるのであるが ,この年に到 っても鉄道の配車には制限が

あ9,輸送に限界をきたしている｡
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表 8- 1- 14 顧 客 別 貨物 実感 河査

i警7霊域日二レ) 鉄 道 出 荷 実 続

耐 火 レ ン ガ 耐 火 モ ル タ ル

着 駅 キロ程(oo重平均 ) トン数 単数 運 賃(千円) 労 駅 キロ程(oO重平均 ) トン数 車数 連焚

川崎炉材 55 蘇 我 755 2551 51 5.d45 周箆殉 844 20 2 58川 口東 成 岩そ の他計 占86415571706 6602121555558 451712225 1.5962811727.494 岡 谷計 505占74

三石耐火 1占 川 口千 種可 部そ の他計 8995dS195419421 26930024555占1.150 2225182588 554509198408I.489 胡 大 壕計 占12612 2020 22 5555

三石高級 17 隅 悶川 871 556 2占 792 常脚 844 10 1 25

耐 火 安 来 204 292 17 240 区 川 口 455 55 5 48

1〒曙瀕町 469 251 15 402 市 4ム1 45 4 65

そ の他 505 551 27 589 そ の他 702 10 1 20

計 419 1250 85 1.845 計 522 10Cl 9 15占

≡ 17 川 口 785 551 57 1,140 川 口 701 60 5 121

瓦 刈 谷 579 595 28 512 桑 名 582 1〔15 9 125

高 岡 459 55 4 78 松 山 224 50 2 24

そ の他 452 514 25 451 そ の他 582 25 2 44

計 527 1295 92 2.181 計 472 220 18 514

大阪窯業 21 川 口東 富 山湊 町そ の他計 704500242445555 15占100占550571 127A55ロ 5581404877占21

モルタル 54 北 山形 795 90 8 198
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自 動 車 出 荷 突 丑 船 舶 出 荷 宜

耐火 レンガ 耐火 モルタル 種 別 耐火 レンガ 耐火モルタル 発港までの適般方法 種 別
着 港(発 酵 ) トン数 (悪 霊 )トン数トン 潜 地 トン

川崎炉材 大阪市神 戸計 254415ム89 一

三石耐火 四 日市計 155155 可部計 200200%

三石高級耐火 尼 崎市計 514514 京 都計 1010 ヨ 詣輪('J@)

三石星煉瓦 大阪市桑 名その他汁 41517554ム44 日 通

大阪窯葵 姫 路計 1.1801.100 顔折捧 若松(日生)計 8080 自家用 日生汽はん船

モノレクノレ共販 京都計 1β821β82 深 川(片_磨 )計 5005t)0 自家用 一太平洋航 逓
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腐 客 間 取 引 関 係 (鉄道に関するのみ )

1回 1 出荷決 発通運業 者 潜通遵業 者 逓送業者を使用する理 由 鉄道出 運貸免租形態 集束荷 発実荷 煎真布 菊菜荷
輸送の 定 日から納入 荷を決 主の硬 至搬出 主の種 主引渡
単 位 日の間 定 別 7⊂ 刺 節

15屯 5日 日 通 日 通 ア イキ クケ コ 榊 珪 1 梯 自工場 淵 緒 自工場

15屯 5日 不利用 日 通 丁 イウ エオ キク ケ= # 2 臓 賭 自工場 糊 措 他I場

15屯 7日 日 通ー 不利用 ウ オカ キク ケ 舵 2 # 自工場 &# 他工場

15屯 15日 日 通 日 通 7 イエ キク ケコ 脚 注 2 牌 自工場 代理店 自工場

15屯 5日 日 通 日 通 エ クケ コ 恥 2 相 宿 自工場 ## 他工場
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i 機 関 別 突 紙 顧客の鉄道に対する苦情

金蝶産 鉄 道 自励 専 一船 舶 百己車及輸抑 迎賃制度に加 で

トン トン 割 合 トン 削合 トン 割 合 耐 火 耐 火 耐 火 耐 火

i % i レンガ モノレクル レンガ モルタル

川崎炉材 4215 5544 84 占占9 1占 ㊥㊨ ㊨ A

三石耐火 1525 1.170 77 555 25 ㊨㊨㊨㊨鍋 %㊨㊨㊨ AC AちC

三石高級耐火 1β74 1550 72 524 28 (oj)蛋 恕㊨㊨鍋 AaC AaC

三石星煉 瓦 2.155 1511 70 占44 50 8 餌㊨ A

大阪窯業 1551 571 25 1,100 70 80 5 忠㊨㊨CD奇 AC

注 1.顧客間取引関係迎賓負担
形憩

㊥連絡 ①発保管 ⑨託送

㊤搬入 ㊥棟込 ⑳取卸

㊥引渡 ②着保管 ㊧立替

㊥着払

＼ ー 1 2 5 4 5 A 7 1 8

負担所 発 罪 発 発 戟 着 潜 宕
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換 算 値

耐 火 レ ン ガ 耐 火 モ ル タ ル

爽重畳(トン) 15屯貨茸 1ケの 1ケの 研載個 実重出 15屯甥車 1ケの 1ケの 耕敬個
扱運算計算屯 数 体 研 蛮 丑 攻運賃計井屯 数 体 韮 丑
(トン) (cd) (Kg) (ケ) (トン) (トン) (chl) (Kク) (ケ)

占0 占0 0.01 15 175 180 0.04 40 520

175 0.01 15 1POD

ム0 0.01 15 1J〕00

2. 配車及輸送について

㊨ 貨車不足 ㊥ 車種不適合 @ 配車日時不明確 ㊥ 輸送所要時間

㊥ 到着 日時不明確 ㊥ その他

遵賃制度について

④運賃 ⑳等級 ⑥滅 トン ⑳荷造包装 ◎代用乗諾 ⑳その他

5. 三石駅所蔵 ｢昭和 57年度顧客台帳｣ よD抜 革
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川崎炉材では ,船舶が著 しく大.Li･輸送しているのも,各社 とも自励卓がのひているのも,鉄道輸送

の限界からきているといえよう. しかし,昭和 57年から敵睦的に自動車vC切替える会社がふえ ,

鉄鋼界不況で昭和 58年Yこは全体僻遠避妊減 っているが ,それが鉄道に大きく窄き,自動車は炉材

で少 し城少しているのみで,む しろ他の三社では｢層の増加をみせている｡鉄鋼界不況は昭和 40

年まで緯いたが ,その中で各社 とも自動車に切替え ,昭和 41年から鉄鋼界の好況をみても,その

憤向は強 く.ついに昭和 42年には三石高級耐火のように,自動車輪送が鉄道輸送 よ9上虻を占め

る会社が表われ ,また三石耐火 ･川崎炉材では鉄道と自加東の輸送屯数に大差なく,三石盈煉瓦で

は,自動車は他会社 と同様に増加 しているが ,鉄道も-JFzの増加を示すという状況を呈 している｡

一方 ,表 15のわん土 ･ろう石 ･クレー輸送に於ける会社別機関別輸送屯数推移では ,品川クレー

大平鉱山とも鉄道は減少し,昭和 40年に比昭和 52年の 5分の 1現生になっている｡それに反 し

て自動車比従来から大きな削合を占めている上に一府の増加を示し.昭和 4 0年に壮昭和 5 2年 よ

9 2万屯以上の増加を示 している｡,J＼さい会社の三輿クレーでは輸送の大部分を鉄道に頗 9.昭和

4 0年には昭和 52年 よ9わずかに増加 してはいるものの,自動車が微力であるが くいこんできて

いる｡ これらも耐火陳瓦 ･耐火モルタルにおけると同様 ,生産増強に対する鉄道輸送の限界が ,理

由として考えられ ,それに加えて道路の整僻とかその他の自動車輸送に都合のよい条件が左右 して

いよう｡その条件を検討するため .以下輸送機関の特徴をみていきをが らその点について考察 しよ

う｡表 8- 1- 14は三石.駅が爽施した同駅願零別貨物実態調査であるが,これは自動車進出が横

棒的になった昭和 57年のものであることからも以上の点を考察するためには塵要な資料 と言えよ

う｡表 81 1- 15は同 じく三石駅の実施 した三石町内主賓工場 ･氷山輸送実態調査である｡ これ

らを共にみると,耐火煉瓦 ･耐火モルタルは京浜 ･中京地方-の出荷が多く.しかも長距離を輸送

屯数が多い｡ 自動車では阪神地方-の出荷が多く,また名古屋-よDも大阪への方が輸送屯数が多

く,その点鉄道 とは対照的である｡填た乗 1占の品川白煉瓦株式会社にかける機関別出荷先別輸送

屯数推移 も加えて,ねん土 ･ろう石 ･クL,-の輸送夷層をみると,鉄道は主に名古屋以東関東方面

に多く,自動車は県内 ･阪神方面に圧倒的に多いlK名古屋まで足をのばしている｡ このことから

主 として鉄道は長距雛に .自動車は短距離に利用されているといえようOそれ紘図 8- 1-7の地

区別機関別迎賓比軟に示されているように長匝触忙売る程自動求より鉄道のJTJが道程は安あが 9で

あるが ,短距離では鉄道 よ9自動車の方が迎†言が宴あが 9であることがわかる. これは鉄道運賃自

体が長拒雑になる程安 くなる逓減法がとられていること.および自動車で総長拒絶程人件柴が高 く

つ くことから起 こるものと考えられる｡そして北九州方面-は自動車では行きの片道 しか荷がつめ

ないので ,東方面よりも迎貸紘高 くを9,鉄道の方が安 くすむというわけである｡表 15の三石高

級耐火の安来-の自動車輸送 ,モルタル共販の大阪-の自動車輸送 ,川口への船舶輸送は,ともに

往復利用で運賃の引下げをしたことが記銀盲れている｡｢また輸送物荷の性質 も,鉄道 と自動車輸送

へ区別首れる-条件となっている｡
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表 8- 1- 15 主賓 工場 鉱山 輸送 実態調 査

行 先 行 先 利 用 車 行 先 利用海運名

川 崎 炉 材 蘇耽 (千葉 ) 神戸 .西宮 顔 用.斡朝廷 川 口 粧 海述

三石耐火煉瓦 千種 .横川 .川口東京地方 大阪 .広島 ･自家 用

三 石 窯 業三石屋煉 瓦三石高蔽耐火大 阪 葉 菜三 石 製 粉 東松江 .静町川口 .大宮 .浜松安来 .浜町 .常陸多発湊町 .泉大津.川口川口 .桑名 大阪地区 三石運梅錦歴 自家 用大阪地区 日通桑名 .広島 自家 用大阪地区 自家 用安来 矩会社自家用(帰 り便に )飾歴 日生挺 .節若松 日生運送大阪地区 清水運送大 阪 自家 用

モルタル共版北 川 クレー !川口 .桑名北 王子 川 口 日本海逮

(豊島讐純 音圭にエ9)大阪地区 荷主自家用 (語学言冒讐 慧㌶ 晶妾弄lJ)京阪地区 軒 海 運三 界 ク レー 北 王 子 宇部

五 反 田 クレー 川口 .和倉 月変.地 区 潜荷主 自家用

注 ｢主要=場 ･鉱山生産並びに輸送爽態籾査｣三石駅所款参照
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表 8- 1- 17 腰 客 の鉄道 に対す る苦f#

l 会 社 名 分類及輸送 につ tJ1て 漣 賃 制 度 に つ い て

川 崎 炉 材 三石-蘇我間に対してはノ,'クム45 新造貨車クラも15屯級が出来る様

両を常思してもらってお9ますが , 忙又代用東洋で使用させていただき

年末繁忙期に於て比特に回送の状況 たho連繋に対しては耐火レンガは

が悪く特に本年度比出荷増加のため 過去数年全然値上 9をく加えて原料

出荷囚牡を来 し.播州赤磯へ相当丑 は他出 している状態では現行鉄道迎

の搬出をしたoノ{クム以外の一般姿をもらい疎政への翰送をすれば他駅へ送る車が殆ど出来ない○ 安をあくまで継続せられたい.

三 石 耐 火 年間を通じ出荷が全く一定している ㊧ 連繋は自動車運送会社が大半鉄

にもかかわらず配車比政が多く年末 道を基礎に契約するので前後の′J､

時に投も悪く,軍機串も不適合とを 運送を含めると地区によって剖71..;

9確乗性のある自動車を利用定糊梅 であるo

送を行わざるをえず検討中です○ ㊥ モルタルは高晶値が大へん安いので等級が高いので商取引単位壮大巾 10- 15トンに何 ｢ワラ｣車は 15トン扱並に｢代用裏話｣の適用望む○

三石高級耐火 得意先が大半日立穀作の関係で納期 ⑦ 最近自動車業者が鉄道と同率程

がやかましくその点今の鉄道では配 慶で運搬して居9,実 トンで 8ト

車が添う;多く,特に年芽はひどく,所要 ン運賃で 10トン凍載するサービ

時間も-愛せず自動車への切替もや スを行い,実質的に安いO

むをえなt̂o ㊥ 0上に同じ

三石星煉 瓦 季節にエ少配車状況がかわるo動労 耐火原料が大巾に値上9しているも

組の争繁忙よ9配車に影響があるo 耐火L/ソガの原価は値上 9せず運賃割引制庇を考慮してほしい

大 阪 窯 業 年間通じ輸送の受入れに波あ9所要 ワラ車の 15トン扱並に代用永藷の

時間至着日時不明確 取扱いが出来るようにしてほしレも

モルタル共版 同 上 耐火モルタルは大へん原価安 く,他物費VC此すれば 9級が妥当o運賃比を一割程下げてほしい.

注 三石駅所蔵 ｢瀬客の鉄道に対する苦情 (具休的事項 )｣エ9.
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即ちこわれやすい半製品である耐火 レンガ ･耐火モルタルは安全性の高い鉄道輸送VC多 く栃か,こ

われにくい原料のねん士 ･ろう石 ･クレ-は自動車輸送に多く頼 っている｡そ してさらに具体的に

条件をさぐれは ,表 8- 1- 14及び表 8- 1- 17の鉄道に対する輪送上の苦情か らこれをみて

とることができる.各社 とも,貸串不足 ,車種不適合を一様VCあげている｡｢また鉄道で性各駅でそ

の貨車が どの列車につくかは不明で ,時には何 日も一つ駅にとどめおかれた 9するため ,出荷決定

日から納入日までの期間が 5- 15日もかか っていることから知られるように配車日時が不明確で

あ9,輸送所要時間 ･到弟 日時が ,きわめて不明確であるという欠点があった｡特に,納入日が決

まっていて緊急を賓する際にはほとんど利用できないという不便があった｡｢また,今 日では国鉄輸

送の発着の通運業者 としては ,日通がこれをほとんど独占しているので ,工場 ･鉱山側からいうと

輸送のため二重手間を賓するわけで,自動車輸送のように磨先から庭先までという便利さl放vbこのよ

う71とこbrこ鉄道から自動車へと切替える会社がふえた基本的原因があったと思われる｡ちなみに表

8- 1I 18の国鉄転移可能推移丑をみると,遠距離では配車及び輸送についての考慮を,短距離

では ,迎賃の考慮があることを必要とする旨をあげている｡ このいずれをとっても今日の国鉄4'イ

ヤ過密 ,貨車不足 ,運甥値上げ傾向のなかでは難問であD,今後国鉄では開拓すべき問題がこの面

で迫 られているといわなければをらないであろう｡

表 8- 1- 18 国 鉄転 移 可 能 推定 丑

耐 火 レ ン ガ

自 動 車 船 舶

矢玉量 代表駅 キロ巷 鉄道運貸概井 転移への考慮 矢玉丑 代表駅 キロ程 鉄道運賃概井 転移への考東
(トン) (印 ) 点 (トy) (印 ) 点

三石耐火レ / 刀 80 四日市 275 dO 2

三石高級耐 火 128 尼 崎市 150 79 4

耐 火 モ ル タ ル

自 動 車

実重丑(トン) 代表駅 キロ程 鉄道迎賃概井(瑚 ) 転移-の考慮点

三石耐火レ ン ガ 175 可 部 220 158 4

三石高扱耐 火
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注 1. 転移への考慮点に於ける数字

は次のことを示す｡ 1･貨車配車

2.適合車配車 5,輸送制限

4.連環

2･ 三石駅所蔵 ｢昭和 57年顧客

台帳｣ よ9鮮



3 三石 駅 の性 格 とその問題 点

我国の商品経済は江戸中期以降,江戸 ･大阪を中心にして相当の発達を示してVlたが ,しかし,

それは鎖国ゆえ忙海外市場をもたない封建社会の商品生藍を前巷 としていたものであ9.規模も教

丑もきわめて低位にとどせるものであっ7㌔ との時期での交通常夢は動力を自然力 .人力 ･富力に

仰ぐ近世的交通形頓にとどまっていた｡

明治政府壮 ｢怒国強兵｣r殖産典薬｣の放じるしの下に近代産巣を尊入 し,これを育成すること

を経済改発としたo この中で鉄道は国家の財政面として.また,遠距離にして愚遠,大丑にして安

価に物資を輸送しうる陸上機閑として柴本制生産様式の確立と発展に倍大の寄与をしてきた｡

ここでは,三石駅の輸送面にかける特色を明らか忙することによ9,地方産業都市の発達がどの

ように鉄道に負 っているかを見ていきたいO

(1)三 石駅 の性格

表 8- 1- 19 三 石駅 の発送状 況

i鉱産品 林産品 魚雷 水産 金馬織 化学工 食料旗 繊維ロ そ㈲ その他 発 送総
産品 晶 械 業 晶 工業 品 トン数

51 54β88449% 6560.5% 1.0420.8 % dミ555522% 1,7751.5% 121515

55 4055455̂% 178 107 1.0548.8卓 78,487445車 17 1.180 121A50

55 44,92225ム多 lI7090,4% 1,447i.1% 10851442:1帝 18398 1,076 175β77

57 SOD?525:?% 5d 7910,6蕗 7?,占19占iA東 14922 118 125β47

4□ 15β7814ム啓 99 424D_4 % 89.74&848虜 ll 8 1□5784

42 15f)72127% 158 452D,4 % 102451847弟 9 11B524
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表 8- 1- 20 三 石 駅 の到 芳 状 況

I年表鉱産品 林産品 瓜番 水産 金属機 化学エ 食 料 繊維工 そ伽 の 到労総
良 晶 械 集 晶 二Ⅰ謀品 薬 品 工業品 その他 トン数

51 21202 589 51占 1.084 9占1 1.207 25559
aSJ5% 0.2勿 0.1% 4.2% 5.8% 4.8%

55 帖,127 51占 808 6,195 518 505 24269
如.4% 0.1% 5.5% 25.59乙 0,19乙 0,240

55 57.219 481 1.015 5,541 479 4.522 47,105
78:9% 1.0% 2.1% 7,1%; l.0% 9.5%

57 57,17479.7% 1.0012.1%; 4,7541D.2% 1.5105.2% 2.1874,6帝 4占β08

40 2258969,5% 1.1945.7啄 4dd1_4% 4.25815.lab 5,94212.1% 25 50344

岡山鉄道管理局所蔵 ｢貨物運輸概況｣よ9作成

(襲 8-1-26,27,29.50,51.52.55,54.55,56,57,5B,59.40も同じ)一

三石駅からの発送状況を表 8- 1- 19･ 20によってみると鉱産品 (クレ- ･ろう石 )と化学

表 8-1-21 三 石駅 の発 送 状 況

鉱産品 化学工業品 鉱産品+化学工業品

全発送丑 全発送丑 全 発 送 丑

51 44.9% 52.2% 97.1%

55 5!6% 64.5% ?a1%

55 25.640 占2.1啓 87.8%

57 25.9啄 65,4帝 97.5啄

40 14.6% 84.8% 99.4啄

42 12.7% 86.7啄 99.4客

工業品 (耐火煉瓦 ･耐火モルタル)

が ,全発送丑のほとんどを占め歴

史的に見ても明治 (これ以降Mと

略す )25年に山陽鉄道が三石ま

で延長敢殻されたことが ,三石耐

火煉瓦株式会社の設立された直接

的契機となり,その後の企菜的生

産の第一歩となっていることを見

ても,三石の鉱工業と鉄道の関係

は密接である｡昭和 (これ以降 S

と略す )42年の三石駅の発送を

品目別に見ても耐火煉瓦 6712帝,モルタル 19r5帝,クレー 7･5% ,と患っている｡耐火煉瓦は.

表 8- 1- 20の部門別出荷表からわかるように我国の基礎産業である鉄鋼弗 ･磯城工集にほとん

どを供給 している｡ このことは表 8-1-4.4に示されるように遥脇拡張整備によって トラックによる

輸送が伸長するS56年までの発送丑と,わが国の鉄鋼指数 とがほとんど同じようをカーブをえが
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表 8-1-22 耐火煉瓦産業別出荷表 (S42和気郡 )単位/t

那弓I鉄 鋼 機 械 窯業 ガス 化 学肥 料 セメント 非 鉄金属 ガ ラス 輸出 電力 その他

雌 t 557,725 47,129 2588121551 1†989 17.445 14.49占 11855 8D21 82 59,9ム7

くことからもわかるように,三石の鉱工薬の主たるものが鉄鋼英の食気不食気すなわち戦時体制に

よる翠常の動向に大きく左右されているゆえんである｡ これに対 してクレー粉はろう石を粉砕 して

澱遺されたものでその用途は表 8-1125に示u二ととくであって,早くから王子製紙や富士製紙などと賠

びついて発達 していったものであるo

表 8- 1- 25 ク レーの用途

熟 紙 81.5% 奥 陶 2_五庵 同 線 0.2%

農 薬 10.2妥 撒 布 1.0% そ の他 1.1%

三石駅到着物更をみると,耐火煉瓦の原料であるシ†壬 ット･黒鉛 ･珪石 ･木節粘土 ･マグネシ千

クリ-カー等の鉱産品 ･化学工業晶でほとんどを占めている｡

三石駅の発送丑と妻崎 丑を比較 してみると.表 8- 1- 24のようになb.発送丑は到着並に比

し苦 しく多丑であb･発送品白は鉱石を中心 とした卑-一物資発送型の駅であるといえる｡

表 8- 1- 24 三石駅における発送丑と到着量の対比

(2)他部 との比 叡

次に,岡山から三石に至るまでの山陽線各駅の熊送鞍況を検討 していくなかで,三石駅の梅送実

紙,および輸送上の性格を明らかにしてみたい｡
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乗 8- 1- 25 経 済 構 造

生 産 所 得 単位 100万円 従 業 且 数 人

第一次産業 窮二次薮兼 第三次産業 第一次重美 第二次産煮 窮三次生薬

岡 山 5.596 82.459 298945 12,720 42.141 8d,965

西 大 寺 1.842 9.555 3.592 9.249 7,575 8,552

滴 戸 509 528 877 2.549 1.184 2,581

熊 山 275 293 505 1.982 占09 847

和 気 509 657 占54 2.480 1,880 2.585

膏 永 180 1,000 670 989 1.142 758

S41 夕刊新聞社 ｢岡山県展望｣よ9

(a) 岡 山 駅

黄 8- 1- 26 岡 山駅 の発 送 貨物 状況

吹鉱産品 林産品 曲 畜産 品 水産品 金属殻 械 化学工業 品 食料工薬 品 蛾 維 そ召湘め工業品 その他 発送総トy数

S 2551 dD15 5占284 47,645 5β94 4.159 25,452 109.827 257,545
51 09% 25% 21.?i 185% 2,4% 1ム妬 9.8% 424%

55 21D55 10724 砧A55 5;986 6891 占7.415 25≠59 22β92 225555
9.5勿 47% 29.5% 17% 50% 29.1% ll.5希 ll.4%

5557 17,815 4タ05 71.928 4215 15夕29 1占7占9 75,14占 4dAO2 5占即0

7.2% 2D% 29.5% 11% 57% 69% 508% 19.0% 14,9% 287.807

48,420 8478 59.581 5225 14741 17.885 77.182 62209 45559 290884
14̂ % 25% 17.7% 0.1% 4A% 55% 23D啄 1a4% 15.口頭

4042 55β15 -5,458 52581 4一575 26.15d 20D26 75924 19.254 1.768 d557 225,9?2

i149% 2A% 145% 2.1% ll.6% 8L% iSJ5% a5% 0.7% 5.5%

17,559 8.018 48,991 5,190 54.148 26タ59 70fl4ム 19.522 1β78 5551 245,122
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表 8- 11 27 岡 山駅 の到着 食物 状況

㌔鉱産品 林産品 良畜産 水産品 金 属 化学エ 食料工 維 価 その他 到着総
晶 機 械 集 晶 薬 品 級 工業品 トン数

51 25801 ･10.959 72815 47,845 9.925 4QD22 15,150 144,411 56dP86
65% 5.0% 19.8ajb lSL]% I., 1n.9蕗 559あ 407%

55 2〔)255 15750 80845 84242 16,100 8a755 16550 54,lid 554571

:55 57,947 10.478 10U90 72卵 4 17.489 dg.0?7 65β01 4.969 55,971 42〔旧26

9.0% 2570 24.9藤 17.2afjO 42% 1u車 15.% l 1}T: 8占%

57 94タ62 21245 100,184 127,985 5457占 40211 19｣088 64764 51β55 554548

40 55815 1†997 701〕15 59.859 52A45 占0ム25 55509 17,155 2791 2PO9 545タ96
9.8虜 5B% 20.4% 17.4% 9.4% 1}ta 14.1Fv 1.ム% oB% 05巧

42 17,559 5.988 97,885 50387 71f】04 41771 68,559 25514 9259 900 546784l

岡山市は地方行政の中心 として 人ロも多く,その消範に供するための物免が多岐にわたって到

着するが ,幾畜水産品が 851で 52.8虜,855で 45.4%,S55で 42.1%,857で41.2

i,840で 57･8% ,S42で 42,8多と多 くを占めている｡これを品目別にみると費 8-1_28

のどとくてある)

表 8- 1- 28 岡山駅にかける至雌 物資

小 安 52.401t

食料工業品 51,185

冷凍.活鮮魚 48.525

機 械 57.950

石 炭 27.549

紙とその製品 21.450

岡山駅における発送物資

安.小麦粉 70,189･t

機械及車席 25.595

紙とその製品 18.5占8

飼 料 15,02占

_ 2L]5 -

発送物品としては到着物資で第-位を

占める神戸港よ9入荷 した外麦を原料と

した ｢′J､麦粉｣がもっとも多く,これが

全国各地に送られる.岡山駅の全発送丑

と全到着丑とを比べてみると,表 8- 1

127に示したどとく到潜丑は発送丑の14碑

である｡発送物資としては加工品が大部

分を占めるという地方中心的消焚都市の

性格を表わしている｡



(b)西 大 寺駅

表 8-1- 29 西 大寺駅 の発 送 貨物 状 況

矧鉱産品 林産品 盤 畜 水産品 金 属 化学工 食料工 繊維工 そ触 その他 発送総産 品 機 械 共 晶 共 晶 菜 晶 工業品 トン数

51 490010.4啓 dd 17.ム494d9啓 1,811 2559占8% 889927.5感 1.99855% 57.582

55 5β0510.1% t2.49占552% 570 4,151ll.09を 1227554L,隼 1.95555% 55,4占9

表 8- 1- 50 西 大 寺駅 の到着 貨物 状 況

汰 鉱産品 林産品 農 畜産 品 水産品 金 属横 械 化学工業 品 食料エ薬 品 繊維工共 晶 そ㈲工業 品 その他 到潜総トン数

51 629I 62 575112AFo 206 7,45占247啄 7.占9D255% 105595459あ 50,155

55 45771占2啓 120d4A蕗 570 10A45547Fv 574821540 4,1占525Ago 2占SI95

西大寺駅では紙の発送が最大の割合を占める｡農産物の出荷も多く,米 ･衷 ･/J､襲 ･果物 ･生野

菜等で 50触 上回る.南部島村の豊かさをそのまま表わした駅といえようo しかし盤産品の出荷が

ほとんど停滞してい,るの に反し,工築関係の出荷丑は孝次増大の傾向にあ9,経済柵造が工菜を

中心とす芝地防腐工業都市-の成長を物語 っているO到背面では S55年でみると到静臣は発送の

87p2多で,このうち肥料の 6,547tが一番多く,全到着の 18･OFvを占めている｡次は製紙業

の原料であるノミルプの 5.748tで 1dl5%,砂利が 5,128tで 8･9%である｡

S57年の赤穂拒郎胃通によ9西大寺の物資は,赤穂線西大寺駅から出荷されるように75:った｡

(C)瀬 戸

瀬戸駅の発送貨物を見てみると,S55年までは,米 ･麦 ･果樹 ･野菜 ･園芸品等の都市近郊仏

英による物品がほとんどを占めているO

この形態は現在も続いているが ,S55年以降砂利の出荷が 259多,占4.5%,750gv,占1.5

Fvと漸次増加の傾向を示している｡

到着物於は発送 よ9か75:9/少なくS 42年は 59%になってお9,品目は化学肥料が大半を占めて

いる｡
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表 8- 1- 51 瀬 戸駅 の発 送 焚 物 状 況

次鉱産品 林産品 出 畜 水産品 金 属 化学工 食料工 繊維工 そ㈲ その他 発送総
産 品 機 械 業 晶 業 品 薬 品 工薬品 トソ教

51 占5027% 18β05815Fv 2140.?i lA8965% 1夕558L% 25P69

55 15 57占 14β9〔】 24 591 1511 1200 455 19;084
5 % 78L]% 5.1% 68啓 ム5蕗 2,7%

55 8,4砧 285 11β59 88占 11P57 1.409 940 415 55300
25.9% 0.8% 55.占% 25% 52A留 5:?虜 2占% 12%

57 5524占 285 A,54占 899 10,145 522 1f】52 92 54585
占45% 05% 11ム虜 1ム藤 1ad帝 o;9% 1990

40 44.158 ld1 dP91 1784 古き74 1,19占 157 55 ム0,458
75L]% 02% 10,1% 29虜 113藤 1.9% 0240

42 17,955 18 8,578 985 951 占50 217 9 29.1日

表 81 1- 52 瀬 戸駅 の到 蔚 貨 物 状 況

% 鉱産品 林産品 G S 水産品 金 属 化学工 食料工 繊維工 そ唯 その他 到産 品 横 根 業 晶 共 晶 菜 晶 工業品 トン数

51 54dl 1375 561 187 見502 28 2702 17,808
265帝 7.740 2D% 1D% 555留 152%

55 5PO2 1215 596 1f】74 1【)A吉5 15 1,982 21,495
252% 52% lB% 49藤 49,0% 9.2%

55 2575 801 457 1J〕94 lab?1 r 84 1388 247占8
105啓 52% 17% 4A感 742虜 5ム舜

57 5705 1∫】2占 1,985 1J〕5占 14527 520 1.054 194 15β27
5占5% 占5多 127% 占上帝 27.7% 2.0% 6ム% 0.1%

40 2p52 777 1282 10 2き79 10.480 10 29 占29 68 17,69d
ll.5多. 4540 7,2% 15A% 5蛇 % 55%

42 949 500 1,045 758 7,041 1,175 47 45 115dq
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(a_) 万 富 駅

表 8- 11 55 万富駅 の発送 食物 状況

次鉱産品 林産品 旗 畜 水産品 金 属 化学エ 食料エ 捜維エ そ卿 その他 発送総産 品 機 械 集 晶 共 晶 薬 品 工業品 トン数

31 12′5占80A留 4占 2218149% 2891.9% 20 44129% 154占7

55 16900825% 29 1.占148A帝 57019% 2.10710.9% 5141.7% 19,521

衰 8- 1- 54 万番駅 の到労 貨物 状況

吹鉱産品 林産品 鹿 畜産 品 水産品 金 属機 械 化学工業 品 食料工業 品 放縦工業 品 価工業品 その他 到諮総トン数

51 5占749鍵 1060.9% 52029感 2,19占19.1% 827871.9% ll.467

55 d528dS_9% 5525A留 7 55755留 2,1口72ni留 8占885% 10282

万雷駅は S5占年以降貨物取扱が中止されている｡発送物資は砂利が 80.496,82.5留 ,

94･6%とほとんどを占めている.栄 .麦 ･果物もわずかであるが発送されている｡到着は.肥料

石炭 ･砂利以外の品目はあぜ9見られないO

(e)熊 山 駅

表 8- 1- 55 熊 山駅 の 貨物 発 送 状況

辛鉱産品 林産品 農 畜 水産品 金 属 化学エ 食料エ 繊維エ その他D その他 発送総産 品 機 軸 菜 晶 共 晶 菜 晶 工業品 トン数

55 9.89095510 270_ 2ム% 57 15715% 10554
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衰 8- 11 56 熊 山駅 の貨物 到斎 状 況

汰鉱産品 林産品 鹿畜産 品 水産品 金 属機 械 化学工重 昂 !食料工薬 品 繊 維工集晶 讐 藍 その他 華燭偲トン数

55 9.02占8占5% 57 25 17 1.401135啓 50247%

熊山駅も万宮駅同様に物 取扱が 955年で中止されている｡発送も到着もきわめて少なく.莱

送品としては砂利 ,到着晶は石炭 ･肥料が占めている｡

(ど)和 気 駅

東 81 1157 和 気駅 の発送物 幹状況

も鉱産品 林産品 盤 古匪 pEl.] 水産品 金 属機 械 化 学工薬品 食 料工薬品 線 維工集晶 そ叫妙工業品 その他 発送総トン数

51 184618.1% 1.1占010.4% 222521.9愛 985?.7% 585457.8% 10,187

55 2508 196 1.947 dtd 128 17 2555 15 7,796
52,1% 25% 248% ･7.9% 15% 29.9% 1.9%

55 6.101 184 1,955 456 15 115 5500 占 15.165
46.4愛 1.4% 147% 55% o:1% 8JS帝 26ム%

57 7,080 42 2タ90 854 57 512 2557 72 15757
56.9% 05% 21B% 占.1% 25% 187%

40 1588 567 1,794 1J580 521 2,116 405 78 44 8,195
16B% 4595 21.9% 205% 39魂 24占% 49%
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表 8- 1- 58 和 気 駅 の 到 着 物 資 状 況

十鉱産品 林産品 農 畜 水産品 金 属 化 学 食 料 扱 維 そ四と虹)その他 到着総産 品 磯 城 工共晶 工薬品 工業品 工兵品 トン数

51 4.195 458 97 795 5F'86 872 10二069
41,6% 4.5% 尊 7.8穆 56丘疹 ad愛

55 2390 295 910 768 4572 79 8812
27.1% 2.5% 10.5藁 &740 4?.6妥 0,840

55 1.977 591 1,508 445 5555 1,9?7 104 11759
188% 5.540 ll.1藤 57% 47.140 17.040 0,8%

57 1.砧7 585 2.457 922 占211 1口 897 87 8月40
207% 4,8% 50,5% ll.4% 77,2% 112Fv

40 2dd 785 4747 12 15?4 5594 1717 7 887 44 10Dd5
2.1藤 7.7褒 47.1% 15B% 55.640 17.190 8B%

42 1882 175 4225 1P47 1β92 825 21 95 64 10,121

和気駅は,発送到着物環とも少なく,その差 もほとんど夜い｡発送品としては ,米 ･衷 ･果物 .

食料工業品が ,S42年度は 4,610t - 69･2帝を占めている｡他には鉱産品 .窯薬触晶が

ある｡到潜物資は ,典薬に供するための肥料が 1.282t･畜産への飼料が 1･989t･砂利が

1.79dt至雌 している｡

(7) 吉 永 駅

表 81 1- 59 舌永駅における発送貨物状況

餐次鉱産品 林産品 姓 雷 水産品 金 属 化 学 食 料 繊 維 一缶瑚奴) その他 発送総産 品 機 械 工共晶 工集晶 工業品 工薬品 トン数

51 56.49099.540 40 15 148 102 74 5占β69

55 57.5459占.9% 9871_6% 45 占161.0% 120 56 58855

55 5838995.4% 40 1560.2% 1240.2% 1β5022% 5020.5gv 80,421

57 47,92(】 5占 505 47〔) 5529 2289 255 54b12
87.7% 0.5yu 0.8% 8.1愛 42% 0.4%

40 47.55590B客 5220.6% 91 1820.5% 525762% 84占1J噛 20 5.2255
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表 8- 1- 40 吉永駅における到労貨物状況

鉱産品 林産品 典 畜産 品 水産品 金 属機 械 化 学工要晶 食 料工共晶 稜 練工業品 そ㈱工薬品 その他 到矛総トン数

51 5,015化 4% 149 15 2d8 95020_7勿 158 4.558

55 2,50170.0% 79 45 184 749215% 79 5.557

55 5.54162.8% 187 519 1,25222_0虜 256 5,855

57 4,92259,5% 110 6207.5蕗 ム08 1.47015.五庵 105 82 8.271

40 8.086占2.1% 79 占51㍍ % 175 2.占占527.佃 1占4 9,797

吉永駅の発送物資吐三石の 1/2程度であるが ,同じ様な性格を表わしている.鉱産品と窯業炎

表 8-1-41 鉱産 品 窯英 製 品

ク レ ー 耐火煉瓦

S42の全発送丑55,984t 内に占める多 44,982t 4,2占5t

晶が全体の 99･5虜を占めていも

筆順物 資は発.送の 1/10程度にす

ぎなく,窯業袈品の原料が大半で

ある｡

これまで,岡山一三石間の各節

の状況を検討したが .次に各駅間

を此戟してその発送丑と到潜丑を見てみると表811-42,襲811-45のように怒るo

山陽本感は県経済の中心域である南部平野を走D.阪神と九州の大経済中心地を結ぶ廊下的役割

をなしているO岡山駅はこの中心として盛事を位置を占めているが,表8-1-42から解るよう-ら三石

は岡山に次ぎ.他の駅をはるかに抜き出た発達臣を持つ原料発源地に立地した地方鉱工業都市とし

て,経済的にも高いウェートを示している｡
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(5)三石にみる鉄道の間蔭点と,他輸送機関との烏合

我国の国鉄迎賃構造は,長い間国民の社会生清.麟 生活の基盤と在っていたが,第 2次大戦後

の自動奉迎輪の進展によ9陸上交通の分野は大きく変わD,国鉄の独占性は日 低々下 しつつある｡

トソ赦

∫ - -- 一 一{ 恥

0

IU

nu

o

∩U

5

4

1
J

2

1

印

80

78

舶

即

佃

トン ･キ ロ

=><ここ=芸批≡遭

._ / 一一 一 /- 〆 E二

152 5354555657 5859LO 伊 8 515235 5d55 5d575859 1口

表 8- 1- 45 匡l内甥物輸送爽頼 S41年旋 遡 輸 白啓 迎輸省網

三石においても,S56年の道路亜備転張により.それまで鉄道一本やDの輸送に大きな変動を

超し,トラック輸送が鉄道に食いとんで来たO以下 .三石駅における ｢顧客台帳｣と=場での開き

こみから,鉄道の問題点とトラック輸送伸長の原因について見ていこう｡

円

黄 8- 1- 46 鉄道 トラック 船舶の連繋比救 (1tあたb)
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(lトン当 9)

也 鉄 道 輪 送 トラック輸 送 船 舶 輪 送
鉄 道 発地経費政 科 41 着地経典扱 科40 計 船運賃 発送徒党保険 129 着地経発荷上 100 計

区刺 遜 貸 横 科 85柴肖料205 卸 科58転当料580～452 集貿 150棟込 50 配達

千葉地区(750h) 2,55占 529 524 5,587 A,000 1.100 529 770 2,199

東京地区(700Rni) 2,590 529 556 5,275 i.000 1,100 529 770 2.1??

名護凱区(550砧) 1,557 529 524 2,210 1.900 800 529 558 1.487

大阪地区(150砧) 7占5 529 55占 1.648 1,150 560 529 591l 1,280

岡山地区物 営巣 センター資料 より

荷主にとって最も大きを負担 となる運送費を見てみると,表 811-46のよう†こ名古屋城茎せIQまトラ

ックが割安であり,三石の場合 400払以内はほとんど トラックで輸送されている｡ また,見帰9

品として耐火煉瓦の原料である木節粘土 .ろう石等を中部地区 より持ち帰るととのできる トラック

は .よ9有利である.千葉 ･東京地区への輪送は国鉄迎賓の長距離低減法によ9,トラックよ9安

くつ くために鉄道が利用される.以上のことは表 8- 1- 47の三石の主賓煉瓦工場の出荷状況を

見てみても明らかである｡

表 8- 1- 47 主要会社の各輸送機関利用状況

会社名 柴本金方円 耐火煉瓦生判㌢ 耐 火 煉 瓦 出荷 丑 主 を 仕 向 地鉄 道 トラック 船 舶 鉄 道 トラック 船 舶

川 崎炉 承 9.450 52505t 5D506 21,518 4.111 笥雪 鮎 董∃ 大阪市 神戸西宮545% 58AaTp 7.5%

三 石耐 火 1900 14854t 7.484 4209 川 口(東 京)千 種 (名古屋)套雛 (名古屋 ,64D% 5dD魂

三石星煉 瓦 20 55.197t 26575 8700 奨 巷 新 妻大阪 桑名(ヨ扮飾磨79.7% 205褒

三石高級耐火 120 20ム76t 8,515 10250 1,410 芳田離 華 蛮大阪安来 若 松422% 508索 710%

計I I125912t 72β78 52477 5521 I

三 石 駅 :顧 客台帳 よ9
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輸送時間についてみてみると,従来鉄道比早いということが 1つの傭長になっていたが,遺拒雌

の場合は別として 200- 25叩血以内の近距離斡送把かVlてはむしろ トラックの方が早 くをって

いるO鉄道では配車のぐあいや操番場でのロスが どうしてもできるが,トラックはd_oof to

door の直送なので.ロスが除かれるからである.荷主にとって最も望ましいととは,希望日時

に要求通 9の配車が行なわれ,取引先の指定した時間までに荷物が到弟するよう円滑,迅速を列車

過行が行75:われることであるが ,この点での不満が国鉄に対 して多くでている｡荷物の到着日が不

明確であった9,他の栗物の多い秋,冬期に壮要諦通 9忙配車が行表われない｡せ っかく配車され

ても,雨にぬれては不都合を製品であるの忙無がい草であった9,貨物の大きさが適当でない場合

があった9する.｢また鉄道で総,前後の凍み卸しに時間的にも労力的にも大き75:ロスであるが,そ

れに加えて,それだけ物 の破そんが多く走るのである｡ トラックはこれに此し,棟卸しがをいた

めに,荷造 Dも安易であ9安全鑑も高い｡鉄道遠耳そのものについても商品値に比し等級が高いが,

避貸割引(1割 5分程度 )が央現すれば.国鉄-の転移も可能であるという声も開かれ7㌔

現在,三石駅では荷主との碁触強化をはかD出荷の誘発が行をわれているが,以上に見られるよ

うを鉄道の不利夜点を敬啓,合理化 し,荷主へのサービスが行表われ貴いと,ますます トラックに

食いこまれて行 くのではないかと思われるO

参考文 献 岡 山鉄 道 管理 局 ｢鉄道輸送から見た地方の産輿について｣

東洋 経済 柄 ｢日本樫 群 と国有 鉄道 ｣

参考 獲科 岡 山鉄道 管理 局 ｢貨物 駅 勢 報 告 ｣

JJ ｢* 物 運 輸概 況｣

三 石 駅 rJE客 台帳｣

(山 本 和 子 )
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2 造 指 輸 送 と三 石

(1) 旧国道時代の退路輸送と三石

ここでは史料の幽係から輸送という面 よりも.道路の整備拡張を中心に見て行きたいo道路が整

備拡張される過程において村民の意志がいかに反映されたか とVlうことを把握 したかったけれども,

それは不十分に終らざるを得なか ったo

｢三石町史｣によれば通路の整備に関 して ｢明治 9･1占･17 ･28年 ･昭和6年とに船坂峠と

蜘JHの西,兄坂 ･弟坂 と共に切り下げ工事が雅行され - - ･｣ と-,#かれている｡明治に入D従来

の山陽道がそのまま国道になったわけであるが,この三石町史を見てもわかるように,船坂峠 と兄坂

弟坂の切 D下げ=事が道路の整備拡張にとって7tず問題 となったQ

このことに関 し,明治 15年 9月27日三石村から岡山頻令宛に出された嘆願博には次のように懸

かれてV､る｡

本村ノ如キ-,森キ-村円ノ西二位置ス,し字兄弟坂開怒ノ際,不適応ノ寄附金仕,弥釆六二疲弊ノ

色ヲ節 シ居候得共,公衆ノ便利ヲ丑 リ這両ノ工酌開墾に際会 シテモ.猶工草薙緩ノ円若干協議E,ヲ次

テ寄附可仕意二御座候,前願ノ如ク謂負被仰付候- ,I,村民一同幸福 ヲ碍 ルノミナラス其ノ便利不妙

傭兵,何卒御憐察詮議 ノ上,御許可被成下鑑其段準懇願候也 ･- ,･

これは明治 16年に施行された船坂峠の切b下げ=巻の評負を願 ったものであるが,これによれば

明治 9年には兄 ･弟両坂の切D下げ二亡卦を村民から賢金を募って行ったことが知られる｡三石か ら西

に抜けるためには,兄 ･弟 Llii演 を軽ねばならず,その不便さの故に擬や国の力を待たず三石村独自で

施行に踏み切ったのであろう｡明治 9年に船坂峠 も同時に切 9下げ=罫が行われたかどうか明らかで

ないQ

明治 16年に船坂峠の切 .b下げ=串が施行されるわけであるが.これに先だって国によってその計

画 が発貴紙 とこ砂 tの計画は当時の路線を変更させるもの一塊 っk-oそこで 三石村ではこれに反対の声

が持ち上った｡明治15年赤穂の村々と協議の上紅 )ようTl嘆願番授出を決定 してVlるo

夫 レ囲道ノ便利ノ､道路ノ難易 卜里程ノ伸縮,且つ人民通蒐ノ易キヲ以テ便利 卜確信仕儀.依テ南北

- (墓蓑;冠 )- - ---･現在ノ国道拾三町余ヲ獅 --ヲ以テ,成 欄 闘 赤郷 沿

道梨ケ原村以東入野村及 ヒ木原併シテ十四ケ村協誘ノ上 播磨鼠界胎坂峠ノ険ヲ開果シ大山峠ノ除ヲ

避クテ飽ケ峠ヲ開架シ.人馬ノ往釆ヲシテ自由ナランメ.広ク公益ヲ図ラン為 メ,本年四月十三 日付

ヲ以テ粥整地ノ図面相添へ,国道維持ノ諸本収- ･- (中略 )- ･新道開先ノ=雷二重 1)チ-無比

ノ亘'L'用ヲ要スノミナラス,B]畑宅地等ノ済シモ不遜ト - (中略 )I･･旧道ノ如キ-寡少ノ労力ヲ以

以テ成功ヲ逆ケ可中条 卜奉 1)A.

国道が変更され新 しく=郡を始めるとすれば,田畑や宅地を灘すことにな9,しかも労力も大変を

ものとそるため,国道維持及び船坂締切9下げの願いが出されたのであろう｡ この要求は認められた

ものと思われる｡

さらにその後明治 28年 ･昭和 6年にも切 り下げ工拳が施行された｡また同 16年には八木山地円

筒須の改良=事も行われた｡
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ところで当時の道路及び通行の状況比どうであったろうか｡大正 5年の三石村議革命に大正期の模

様が敬ってV,る.

本町-近釆工妓ノ為 メ諸会社勃興･y.本町ノH通jLル国道ノ如キ荷鷹番通行非常二頻妊二シナ.甚

ク雑踏ヲ篠 メ且ツ路面二凸LElヲ生ヌルコ ト移t/為 メ.｢投通行上六二由姦ヲ感ス,L状況ナー･).･.･

三石町史によれば,耐火 レンガ及びろう石企英が明治に 5社,大正期に 2社設立されているo明治

抑と言 っても全て明治末糊であるから,諺畢録にも見える上うにこの軌から耐火レンガ及びろう石井

が盛況を豊 し出したと言えようOそれに伴って諸革 も急増 したと想像されるOこの頃のろう石遥搬に

はもっぱら馬車が使用され,片上港まで遇ばれたのであるが.第 1図を見れば明治末期から大正期に

かけて帝都用儒車が急激に増加していることからも当時の退路交通の状況の一端が察せ られる｡この

ようにr-1Tは活況を旦 し.交通も頗雑になるの忙比べて.適格の廉価比それに追いつかなかったo

図8-2- 1 旧国道時代の諾車の増滅

(注 )統計年鑑及び現勢脚 エb作成

昭和に入ってか ら,道路の史郎拡張はどのように行われたであろうかo船塀峠の切 17下げ=串のこと

比先に述べたが,この頃から舗施工串がようや (行なわれだ した｡昭和 10年 9月の山陽道道路鯛査報

告 心の岡山保の頃にはそのことに関 して次のように書かれている｡

和気都の三石町よb同郡片上町に至る道路の局所改良に切石翻殻をなし･- ･･

この 上うに局所に切石舗殻が行われた程度であった｡そこで細山脱全体として改良エーr4tが進められる

こととなったo同報告番にその投機を次のように述べてL̂る｡

又,他面f･tul山市東部にかいても,朋西の甲心阪神 と撞手すべく国道の改良を与塑する声喧 しho岡山

県では今や東西に分かれて改良に向って競争の状旗にあるが,余 b競争が過ぎると共倒れともなるので

改良若手の前汝比一つの当局に任 し煉下一致して改良の鮎 を促進する罫肝要をbと思われるO .

そして,セメン トコ./クリー ト鉄鋼人が延長 55 2.9れ宅ら忙セメントコンク1)- トが延長 6 0 5.9

7n激かれることとなった｡ (山階道路調査報告番に1る)

昭和初期の三石町にも-ける交通状況はどうであったかというと,表 8-2-1の交通網糞によると自

動車が相当数在来 していることが知 られる｡昭和8年把捉三石町には自動車の所持者壮なかったから.

これは単に国道を通過しただけのものと思われるOこの上うに自励茸が相当数通過 しているとは言え朗
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壷によれば当時にあってはいまだ馬並が運送の中心 となっていたo

表 8- 2- 1 交 通 調 査

550～ 850 850～ 1150 1150～ 250 250～ 550 550～ 850 合 計

トー里墾 血走!牛 馬 亜 4 6 5 6 9 5088 1dd 144 104 9 511

lP 車 1 6 8 7 5 27

自 転 蕗 187 116 159 20占 128 796

歩 行 者 71 177 222 1占5 184 819

リヤ カ ー - - 4 1 - 5

午 . 局 - 1 - 1 1 5

(荏 )不表の数字吐88年5月28日(日旭日),中島医院前に於いて行われたものであるO

｢昭和八年土木地理 三関スル処分録｣よb作成 したo

(2) 国道 2号線の道路梅送 と三石

昭和 27年新道路法が施行され旧国道は 2号故 と在るわけであるが.三石町においては面 目を.一

新すべ く,この頃から再び国道改修工軒が問題 とfJ:った｡この点llCついて 『三石町史 』には次の よう

に述べられているO

更に 25年とろか ら船二坂峠の改良工tTtが缶題 となり,時の当時者の努力功を奏 し,昭和 27年か ら

5ヶ年の継続苓秦 として昭和 29年陰道の竣功をみて.さしもの険路 も一変 して ･･･-

ここにおいて船坂峠の難所は一応解消するわけであるoさらに昭和 50年負にはもはや戦後ではな

いとい う声が開かれ始め,昭和55年からは同慶経済成長政弟がとられるに及んで日本経済はめざせ

LLl進展を示 したことは周知の通 Dであるが.それに伴 って蛾石及び耐火レンガの常要 も著 しく輔大

し,一方国道 2号線は日本の基幹通であるか ら.その利用度は急激にJ=昇 したQ ところが=_石町にあ

って比国通は山陽道がそのまま延長使用されて市街地を通 1ていたため,この よう伽 冶加する交通丑

をさほ どさばききれをくなった｡そこでパイ-,'スを企図するとととなった0本学部卒秦の松本単項氏

の ｢県南の産葵発展 と国道二号線｣ と題する輸文に壮当時の模様が次の ように述べられている｡

｢この同道は昭和 55年に一応供用開始 となD.完全軒集 も軌もなく全健に至 ったo しか しながら

三石LjT三石地円は市萌通行7)ため増加一途の交通L/C頻雑に渋滞 を皇 し,また昼夜を問わない交通のた

め町民の苦情もあD,昭和 5 9年 6月延長 16007n余 DのJ(イバスが完成,円滑を車席の流れを示

しているO｣

バイ-<ス第 1陰道は延長 4557,L巾艮 7,a,第 2佐近は延長 1967nであるOこの/<イ-1スの完成

をもって三石町地円における国道 2号線は完併されたと富えるo

以上によって'-応道路の榊 t●軸左張'jrligする考察がなされたので,次に三石町の基幹葡薬である耐
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火レンガの輸送について,通路輸送 (トラック輸送 )の占める役割を他のぷ梅松liJと比畷Lをがら考

票 してい重たho トラックに上る輸送は殺近非常な勢いで上昇 してきたもので,以前鉄道お よび船舶

による外は儒登がその役割を担ってL̂たoLかし馬車に上る稔送は卓わめて近矩練であって,片上蕪

か日生港まで運ぶくらいで,遠くでも兵庫県あたDまでであった｡馬車からトラックに移行 したの紘

昭和 11･12年鞄で,これは先の図8- 2- 1によっても賀せ られる｡ トラックは他轍鮒と比べて

早く着 くこと,近距敗であれはコス トも割安となるとと等のため,その役剛性飛邸的に上昇 しているO

まず表 8-2- 2は,三石叶にかける最近 10年恥の耐火レンガの生産丘とトラックによる輸送 と

の関係を比敏的資料の渡った主要 4社のものを合計して章 にまとめたものである. トラック輸送指数

を見れば, 5□年から4 1年までに卦上そ25倍の伸び事を示 していることがわかるQ

表 8- 2- 2 耐火レンカギ適 に占めるトラyク輸送の割合

年 次 生 産 丑 計 トラック輸送 トラ ,ク占有 生産丑 指数 トラック輸送
(昭和 ) (℃) 丑 (l=) 軍 (,To) 丑指数

50 48,占22 1.22占 2.5 100 100

52 占5,715 6,558 ?.占 155 517

55 55,755 4,972 9,5 111 40占

54 95,777 8.945 9.5 195 729

56 ll?,015 18.619 15.6 245 1.519

57 85,584 15,058 15.5 176 1,065

58 82,755 16,059 19.4 17□ 1,509

59 95.581 9.022 9.7 192 756

40 96,679 25.688 26.6 199 2,095

4 1 106,985 51,278 29.2I 220 2,551

(荏 )三石駅新客台帳J:b 王要 4社のものを合計し,作成した｡

さらにこれを詳細に検討 してゆくと, 5 0年から3 2年にかけて 5倍という棺異的数字を示 してい

る｡ 55年吐前年に比べややは下するが, 54年には 52年の突崩から見れば瀬調を伸び率を示 して

いると言えようoLかし伸び率が僻調であると言ってもトラ･Jク占有峯は52 ･55･54年を通し

て1□ro鋸で.依然として鉄道及び船舶が優位を古的ているQさらに年次別にこれを考察してゆけば

55年以来の高度経済成長政策のあおDで5占牢は 54年に比べ生産瓜もよく伸びているが, トラッ

ク輸送にr,'Jしてはそれ以上の伸び率を示 している｡この年tt占有軍も157roと他の輸送披組に迫って

いる0 57年は生濠丑が低下した関係で名社とも持繁忙低下Lているが,占有賓は依然として変わら

ない0 58年には 57年とは逆に生産丑が低下したにもかかわらず,指数にあっては回役を示 し,占

有率では 2070弱に伸張 しているoEの年あたDで トラックの逓如椴r3']忙占める地位が確立 したと冒

ってよいのではないか0 59年は生産魚が増大したにもかかわらず トラック避鮒 壮叔対的忙低下し

ているOところが葬 8- 2- 5の岡山保に分ける魚道の耐火 レンガ生産瀬及び磯節別出荷実紙に.tれ

机 5 9年の トラック占有奉仕 28770の高車を示しているから.一方三石町で各 4社とも低下を示 し
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ているの畦三石町独自の原因があったのではをいかと思われるが明 らかでないQLか L40 ･41年

では一転 して生産丑の増大 もさることをが ら, トラック輸送丑は飛蝕的忙増大 して,とくに占有率で

は50%近 くを占め鉄道 ･船舶輸送と屑を並べるまでに至った｡

表 8- 2-.5 岡山県における亜近の耐火 t/yガ生産丑及び械関別輸送突崩

年 次 全 生 産 丑(千T;) ト ラ ッ ク 鉄 道輸 送 丑(千T-ー 占有率 指 数 稔 送 丑(手 Tー 占有率 指 数

59年度 1ケ月平均 50.5 14.0 28% 174 54%

40年度 1ケ月平均 47.9 14.i 51 100 14.1 50 100

41年 4月 49.5 179 57 125 10.8 25 77

/7 5〝 50.8 18.8 54 127 ll.9 22 84

〝 d 〝 52.5 19.5 56 134 ll.6 22 82

〝 7 〝 50.5 19.7 55 121 12ー占 25 89

〝 8〝 51.2 19.9 59 156 15.2 25 94

′ 9〝 5i1 19.8 56 156 117 25 97

I lO F 52.8 21.1 57 145 14.5 25 105

■ 11■ 54.9 ! 20.5 58 159 15-0 一27 108

年 次 全 生 奮 立(千 ℃) 船 舶 計Y'う 送 iJ:r千 丁 ー 占有率 指 数 総 輸送 it 指 数

59年電 1ケ月平均 50.5 19.5 58% 50.9

dO年鑑 1ケ月平均 47.9 18.0 39 100 48.7 100

41年 4月 49.5 19.2 40 107 47_9 105

+ 5F 50.8 24.5 44 155 54.8 117

〝 占 〝 52.5 22.2 42 125 55.1 114

〝 7〝 50.5 20.占 40 114 50.9 109

〝 8〝 51.2 19.CF 5占 106 52_1 115

∫ 9〝 55.1 21.7 59 121 55.2 118

〝 10〝 52.占 21.6 58 120 57.2 122

〝 11〝 54.9 19.4 55 108 54.7 117

(注 )岡山地区営薬物 センター S41,12120調べに上るQ

次に黄 8-2-5で仕,59I40年匿の機的Bll出荷爽績及び41年碇の機関別出荷実納 (月別 )

を洞山腺の朝合について表示 しているが,この表忙よれば先の三石町主要 4社におけるよりトラック

に頓る度合がはるかに大きくなってL̂るo前にも述べたように59年の トラック占有率は 28%,

40年では三石町の場合が 2670であるの忙対 して,岡山収全体が51970となってその輸送丑壮船舶
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に次いで窮 2位になってV,るOさらに4 1年の 4月から11月までの平均では 57%と三石町の場合

エDはるかにその占有率は両 くなっている｡この上うに岡山県にJ3Lhいても,また三石q-においても耐

火 レンガ輸送の トラックに対する依存度は非常に高 くなっていると言えるO

それでは トラックによる輸送範甥壮どの程度であろうか.襲 8-2- 4によって釆京地区 ･名古屋

地区 ･北九州地区を比硬検討してみると,東京地区妊 おいて比鉄道が首位を占め.名古屋地区では ト

ラック,北九州地区では船舶が収位であるo前述の三石駅職者台帳から仕向先を拾ってみると東把向

ってはその殆んどが姫路 ･西宮 .神戸 ･尼崎 ･大阪 ･四日市 ･桑名串の京阪神及び名古屋地区であb

西に向っては広島がかなbの数を示 し,北九州が広島と同奄匪忙見 られたO

凄 8- 2- 4 耐火レンガの地区別輸送丑

仕 向 先 ト ラ ッ ク 鉄 道 船 舶
輸 送 izと 占 有 率 J鶴 送 五.! 占 有 率 輸 送 丑 占 有 率

(t ) (A ) (て) (a/o) ( t ) (%)
東 京 地 区 214 4 5.680 79 1,215 17

名古屋地区 89占 dd 397 29 71 5

北九州地区 801 5 1 248 9 1.596 60

そ の 他 17,855 - 占.872 - 18,785 -

(荘 )岡山地区 貨物営峯七./9- 8 41.8調べに上るO

品川白煉瓦RR三石鉱山事務frrの椙元広氏から利いたところによると.耐火原料である取を名古屋

方面に輸送する場合,見返 9品として木節枯土があるた竹当初仕鉄道に依 っていたのであるれ トラ

ック輸送に切 b換えたといLうことで参ったOこれ結耐火レンガ輸送ではなくて.嘆の輸送であるが ト

ラ,,ク輸送の鉄道に対する優越性を示す ものと音え 上う｡ともか くも耐火 レンガの トラックによる輸

送範囲は名古屋及び北九州あたりまでであると言えるE,

この 上う75輸送範囲仕いかなる理由によって決tるのであろうかOや仕 り逓貨が決め手 となるであ

ろうQそこで黄 81 2- 5避紫の比故を見れば.東京地区で紘 トラック遭笛壮船超賃の約 5倍,鉄通

運僻の約 2倍になっているが.名古屋地区で仕逆に鉄道船舶の方が割高に食っている｡北九州地区で

表 8- 2- 5 遥 賃 の 比較

行 先 鋲退 キロ程 トラック巡貸 鉄 道 超 甘 船 運 賃

東京 地 区 700R7n 8,000円 5.319円 2.199円

名古屋地区 55D 1,900 2.254 1,487

大阪地 区 150 1.150 1.692 1,280

広 島 地 区 200 1,508 1,808 一.52占

辛部 .徳山 580 5,200 2.327 1.229

門 司地 区 450 4.150 2,491 1.269

大 分地 区 8 00 4.950 2,979 1.259

(荏 )岡山地区菅井管物セyクー S4 17･5粥べ忙上るo
トラック迎賓は堤頂 と粒底の平均｡
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性 トラック輸送は相当高 く

なっているが,ここにも見

返 b晶のため復路に都荷が

あるととを考えるなら,輸

送範助に入ると'̂うことも

肯けると思う｡

輸送範囲の決定される卯

2の要因として,所零時胤

の間鑑が参ると恩 9｡



表 8- 2- 6 所要時制の比較

区 間 距 離(E7n) トラック所要時間 鉄道所要時間

岡山-名古屋 5dS ll- 15時間 15時樹

岡 山 - 東京 727 19～21 28

岡 山 - ′｣､倉 597 15-18 18

桐山-久留米 585 8′-10 9

大 阪 - 広 島 549 18-一2【】 15

(匪 )岡山陸超事務所統計

松本氏の前掲輸文か ら再以

襲 8- 2- 6に トラックと鉄

道 との輸送所要時閲の比較をあ

げたが,船舶は問題にそらをい

程大きいか ら. トラックが瓜 も

短時恥で 目的地に到潜できるこ

とがわかるO このことは緊急に

柏送を必要 とする場合, トラヴ

クが特に蒐草食ものになること

を示 している｡例えは:,表 8-

2- 4の東京地区の項にわずか 4rDである机 トラックで喘 去されているの吐緊急輸送の分を相当数

含んでいるものと思われる｡

ここで耐火 レンガ輸送についてまとめてみると,見返 9品を輸送するのに便利であるということ.

さらに短時間で輸送できるとい う点で.毅近主に近距離輸送 として トラックは非常に大きな役割を果

していると言える｡

以上明治から現代-1で通路とその役割の発展を見てきたが.他に逓送葵者の変額を追 ってみたかっ

たのであるが手がつけられずに終 ってしまった｡ (山崎和光 )

(lH 片上港 ･日生港からの海上輸送と三石

岡山県和気郡三石JT,この町 と片i荏 ･日生港 との関係を訳糞の対象 とす る｡ しかし,日生港IP:

つVlては.岡山大学哉育学部社会科教室円地域研究会の第 9号 『加子浦の=鞍化 』で.非常に詳細に

述べられているので,ここで仕主 に片上港 と三石との関係をみたho

片上港は和気郡の内部にあり,東に音Bj松山 (280- 27n).西にB]井山に囲まれている.港仕

向東方面に伸び,港の人 口に前島が机正 してレlて湾口を適っている｡この帝奥に片上 ･伊部の両町が

あるOそして片上町の中央を国風 2号線が走 D,県道片上一日生碗 ･片上一和気跡 ･片上一血明緋が

通 じてかD,一方片上鉄通は海津荷役賜に引込み.硫化鉄鉱石産地の柵原まで続いているOとの片上
〟

鉄道は元来三石の特産である ろう石pを,片上階まで運び出すよう考えられたもので性あるが,宿

局吐,現在の形になっているO

資料が古 くなるれ 昭和 25年 9月 1日調べの,片上港の栃上輸移山人の上位 5番までの物 円訳

は以下の適 bであるO

表 8-21 7 海上輸移出貨物円訳

品 貨 物 名 卜 ノ 数 .価 格 主 た る 仕 向 地

鉄 鉱 石 硫 化 鉄 鉱 石 258A59 429,046200円 大阪.和歌山,尼崎,広州,日比.その他

〟 煉瓦原料 土 石 45514 84701J]84 大阪.八幡 ,′｣､倉.高松,険路,その他

材 木 頻 丸 太 材 製 品 59.d5占 158タ92200 阪神,四EEI各港

陶政器類 耐火煉瓦 .其他 51750 22(】.129.1dq 阪神.四国,九州,山口各港



表 8-2-8海上移細入貨物円訳
品 種 貨 物 名 ト ン 数 価 格 主 た る -仕 出 港

炭 及コークス 石 炭 61546 52151?.弘9円 九州各港,宇部,大阪,門司,宇野

∫ コ ー ク ス 5β占8 285701]DO 九州各港.大阪.山口,.t61山

陶位器類 耐火煉瓦赤煉瓦 19581 1ー9.85砧ロU 沿津各港.四国地方

鉄 範 石 耐 火 煉瓦原 料 7,557 25き1占J55 九州地区,治偉各地

油 類 燃 料 油 2572 一郎52タ69 糸崎.坂出,岡山,下津井.大阪

Vlずれも『片上町史 』よb

表 8- 2- 9 月別生産 出荷 在庫の推移 岡 山 県

i?.l ≡ 露

印

仲

川

加
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Pat

耐火 レンガ協会中塾四国支部調べによる
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(d 岡山僻下の耐火 レンガ

三石は.ろう石とクレーの町であり,このろ5石吐上原の耐火 レンガの原料と在るOちなみに

耐火 レンガ11:を作るには,ろう石が 0.221:,粘土が 0.571:,珪石が 0.091:.その他である｡

三石に最初に耐火レンガ=協を作ったのは,明治の8年.加藤忍九郎によるものである｡この耐火レ

ンガは,三石を含む伊部 ･片上 ･日生の岡山鵜の東傭地区が 日本における主を生産地となっているQ

であるから岡山鵜の耐火 レンガ二乗併地区の耐火 レンガとしても上いと思われるo

そこで岡山県の耐火レンガの月別生蕗 ･出荷 ･在庫の推移を.昭和 50年 4月から45年 4月壕で

みてみると声 8- 2- 9のようになる0 58年 4月の 2万l:にもみたない生産丑は.公定歩合引上と

共に上昇 し. 57年 6月から豊年の5月にかけて一時停滞 したが,以後は大体上昇の傾向を椀けてい

るといってよL̂.この生産故については,中四国地方 (大部分は粟僻地区 )は全匡陸産ia:の約 589To,

兼備地区は全国の4 0%前後を占めているといわれでいるQ

又,府娯BlJの出荷丑で机 岡山県の日本全国忙占める割合は. 2.06% (昭和 29年 ), 2.24%o

(5D年 ), 2L47% (51年 ). 0,95% (52年 ). 1100% (55年 ), 2.27% (54年 ).

0.719To(55年 ). 1.49%(5占年 ). 2_27% (57年 ). 58年から増えて 5.407To, 5,87

a/o(59年 ). 5175% (40年 ), 7.08a/a(41年 ). 42年には 8.01%を占めているが,こ

の数字は兵床机 大阪府に挽いて 5番呂である｡

輪出先は.台湾 ･沖縄 ･フイリッビy ･パキスタン ･9イ ･とLlったところが多かったが近年帆

7メ1)カ合衆国にも増えてきているo

この耐火レンガの原料忙L-.hて･一帯重欝在ろう石 についてはq三石のろう石 〟ということを述べ

たが,他の原料では.どの くらい夕個 ,他の都道相良に依存 しているか,次の表 8- 2- 10でみて

みよ{Jc,

表 8- 2- 10

ろう石 木 節 岩 手 シ ャモ ッ ト 珪 石 クロム マクネ ン7 バこ/ド その他

職 人 -0.49宅 8 0 1エ1 0 5 4,D 2.0 1〔】0 ll.6

腺 外 41.5% 9 2.5 loo 7 5.7 9 9,D 60,5 9 8.0 D4 2.9

昭和 42年度の耐火L,ンガ協会祭村上わ作成

これから,ろう石以外は外姐 ･操外から仕入れてきていることがわかる｡

以上のように原料を入荷する勘合.畢11品を出荷する磁合,どの ような輸送経路食用L̂るかが.以下

の問題であるo

Oj) 岡山殿下における三石町

昭和 4 1年から45年硬でのtWrl山県下における耐火 V ンガに関する輪送鐘紡を,兼備地区の三

石 li,E;J聞 -日生についてみてみると.訳のようになるD襲 8- 2- 11より三石 よ9出荷する為の輸

送経路は, 41年で壮鉄道 とその佃が同じ位であるが.45年ではその他が 5droを占めているO中
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帆船に至 っては 59T0- 59ToにすぎないQ

衷 8- 2- 11 三石か らの出荷経路

銑五 その他 機帆船
耐火 L/ンガ駒会釈科 よb作成｡

これ引苗仙 県全体でみて も.表 8-2- 12よ9機帆船はEE倒的に備前が占め,三石はわずか 2- 5
〟

70であるo鉄道 ･その他は割合に多h o との その他 nQj:.国道 2号線 を走る トラック輸送 と考えて

よいと思う｡

衷 a-2- 12 岡山県IF'における経路の比戚 (出荷 )

凡例

三石 俺 前 百 度 考d)化

飲 旦 4'場 合

Oノ級 帆 解 の甥食

耐火 レンガ協会賢科 よb作成｡
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だが .黄 8- 2- 15でみるように.岡山妹全体の出荷路は海上峨送が多hoとい うのも備前の出荷

が多Lnか らと思われる.

表 8- 2- 15 出 荷 鮭 路 一岡山県-
sS 1 年

55

54

55

58

57

58

59

40

41

42

W W W_4'515/7/%/'rLrW/ミ薄g qL I ;lb㌃璽≦萱≡ヨ二}
＼

凡 例

鉄 道 機帆船 その他
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凍 8-i - /4E

ケ/.∫ 鉄 一句 職脚 †為 れ .七メンl カ●ヲ入 棉 化榊 t.辛 オトス 毛 カ 船 出 tの他 % rT

lJr枕 三石 J/7¢ ∫/74⊥

三石窯*L }tl ケク∫ 〆∫7

三 石 王 A/ メ ′4iLj /(09

三石株式/ /?I.i //9 fl) ′ /y }1/ /05-i

三石TS.1人 8}9 J72 a? I /〟 /d o

三石7tI卒 Jd3 ク♂ 423

才耶三石 //67 ∫一7 14L9 〟 /?( /i Jケ} 2017

三 石 叶 go10 /わ 1幻好; /̀ JdJ~ ld /♂+i? /a/Jz

I市軒 坪山 JC/a Jo/占

十村車F 34EC Jd i-84:

pqTJJl甲山 //く∠6 21 d 138 ′ j?J.) 7亡〉0. /Jr之7 dg /#4LOO

′し洲耐火 ZCT71 rr P{ ∫ア ク 16 3 ZJe JJ7J,

中村垂井 /3771 /eLLJ 34L d J7 /(0 6/ 73 ),/28

･柑 烹東 /♂∂ /∠ gく }J ///g

卑賃耐刈 ノ占CC zL5cc

T.ヰサ村 330タ 紺 /ダ0 } ) /♂J 37g}

.鞍-耐火 ～/28 //i 177 }JJ-3?

8本 印子 ク√ ? 30 Z4C4( ノ∫ /y乍 ∫/'7

沖iI耐火 LJ7/ {タ J /+741

.AJ何 やぺ 2∠} JiZ_

缶f耐火 /∠d 午g /♂ 吋 }/?

六メ丸木杜 /∂¢ /0ー

貯 甘1T lgd/C }くデo 5:16 lPJ'/ ′ ㌔ク∠ 亡だ∫ J}& 3 /5-1r'/ ///4L j'J:TJd

1IIIタ8主 I(dSiE /b5-■

泰耐 日王ノダタ6 戸_2/ /卵 .. }∠3 /6T 77 J/i) ′ 少仁タ gJ?/

名tJI日生 Jク?～ 3l 3 /713

E7呈 叶 I,4Ljl タ}/ タ上 163 /占√ ク7 3/3 ′ 一也ア ?dLo

真布吉永 /L>f/ 3 17/ /jlT

.可本件 ル l

'珂JJホfT 4E),//′ /4EC/ 3301 Jd/ ′Jd Z}/ケ /}CP JjS ∫ L∫上s }JLPJ 5#??/

)lLメタ三石 *4ク4 I V4L74(

三石禁策 J70 JlTC Plo

三 石 量 Cヱ + ′Cyl /yJZC

三石ネ机 ● )〆3 ㌢古ケ .i? ノ♂ ? /〃′ eJ,0

三石市.蝶 PS/ Et/2 JJ ′}ノ古

三石加簾 4/∫ 87 3TUJL

発射 三石 /_{/C 半∫ J// 13g Jタ ljJ Z }/～

三 石 =† 8ofゲ YP ′′♂J l t }/i 77 チ }3/{ /).37?5-

甘耐珂JJ ～dJ♂ Zd占o

木村繋* yOO /20 ∫ヱ0

品川甲山 ?∫4Ll /PO /チ? ノdd /? 仲 占 ノノ∠ /∫/∠ /dJ ノβ.く∠√g

九州や八 j/〆∫ 什タ ♂∠ /¢♂ /8才 lr/ jI J′♂ 仁′1g

すす寸黛市 /CJP タ} 62 7 jy√ Pl i dg _?くん′2

帯革史書 eJ/ }/ 37 P/?

煮た一桁人 -I,?/タ 1.7/?

l宮崎灯材 jJfLO /18 CC /∫て /タ8 ♂ + 一汁年22
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メ.a.3 】昧 j珂 鋳出 泉 板 紙 恒 ント ガーラ入 抑叫 榔 草 ガ ス 脅 カi称 出 ¥の他 各 町
甘木絹子 77 31 ･J7J* 〟 ∫/ /C1 dフ

併存耐火 /JrJ7 4Lj /千 1 _仁′ /冴#

大谷聯 w li ∫ ～ /

箭 ナ耐 火 /fタ .Z5- ク/ 1タ′

大森本姓 1占?ど ld3

埼 荷 印 j打 33l 紙 ｢ fJTe 179 JyJ /./77 qr L3-I/ チ /タ叫 /.21? Jif4671

ーり灯目安 //LFタ /6ケ?

鮒 日生 lJdol ∫ブ4L 3:}I Ld/ .IV.7 JJ/ JjQ J28j

品IF川 ミ ).∫汐7 ′ √∫ ),Ill

日 生 i+ 6,∫′° J714- Jヱ∫ I?I 古さ′ ′̀4E+ 3?8 JtiL デケ∫ナ

宮fT吉永 /./74E /34L /393

ロや.仔JP

何JJ蘇叶 叫 .i?7 /069 2.07/ 84才 /oJg ノdI7 /〃ノ♂ lS/ ? /?Jr3 4ItT} lZC/0

川九㌢三石 jI.07占 ! JO i/og

三石集束 J43 Ji /9デ 4LL7 タフタ

,iwソd J6 /Cr.43 - /C3タ

三石林見 _233 占∫ 4: jj_ 〃¢ ♂ 5'6 //7¢l

三石最甥 ∫γG ク′占 ～> /188

三 J7T CO Y.JJ-T

索軒三石 /,764L 山 ♂J 3中ア JOヂ /才一3 i,フケ9

= B fT i;.#}3 7′ JT/∫ f7Ll J4'S JC クア占 //.Lfゲ0
市野司書 Joe LO ?上l /80 (Tl

品目t岡山 耳JJ/ JZT /)F 70tL JO 1m JfJ /dg JT //6/LL

日和甲山 3/73 J_/73

舵 .何次 }好7 _2好 7

諾吋仰 t.l♂b /79 タ′ I }ei JL: //3 /i? IDV3

第-市大 1,i/4L ヶ年7 JC占/
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JLNi市大 ).7?7 8才 チ /ゲd }4L 7ク′ 3 /V,i 78 4J中,?
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犬盆仲毒 Jく)/ ltA Jc/

fTネ碍 子 くく }/ 10 6才 / + lei 此

佃僻 は /∠∫■.2 /i /C/ i g∫ /純

肝 節 叶 341 d>og ク戸o ク〟¢ ～∫～ lC}/ 耕 占 PCS 7l 701 }1!? 370ゲ7

ーり㌦日生 ♂7(ク //占 /P′ //77

費而E7王 I.}JZ }ク〆 J37 ,761 137 1∫7 ケ′ア 107 8/ ∫♂∠ JO13

苗)ll日ま JPZL 3Tl }0 JCJr-0

日 生fT 6://i Loや Jd7 硲 1 }jP 5L? ナ⊥7 }Dク t77 ?/3 タ1_穴フ

.山 柳 井 /rβ
日永卿 咋 7jL/ /ce>/岡 山鼻i1. iLLタフ /Jr7ブ _方′占 jtタ′ /.JZJf H 3 7 ?37 J/eJ?
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この耐火 L,ンガの出荷仕向先払 鉄鍋が 84.9rJを占め圧倒的であるQとい うのは鉄御座弊部門-の

系列化が進んでいるといえるだろうO (衷 8- 2- 14よD)

移入については三石たけの資料がないのでわからないが.間L｣雌 全体の原料入荷の輸送経路を表 8

- ～l l5でみてみると,昭和 20年の後半は鉄道 ･噂帆船 .トラックが大体同じ割合であるが,秩

道は衰亡の一途をたど9.海上愉送 も一時 56年をピークとしてそれまで増加 していたが,以後淑少

しているo トラックだけが直乗に伸びているのが よくわかるQ

表 8- 21 15 原 料 入 荷 僅 賂 岡 山 脱

29

50

52

53

54

55

56
57

58

59

40

一･~∴"~丁 ~~-.~~丁.~~~- ~ = ｢ ~~

機帆船 その他
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(C)

以上みてきた通 iJ.三石からの耐火 レンガ出荷経略甲,海上輸送は5- 5% しか占めてLOなho県

全体でも海上輸送比一時 500/Oを越えていたが.やはbトラック輸送にあきれてきていることがわか

る｡

そこで三石福鮫耐火 (秩 )と,川順 炉材という個 の々耐火 L/ンガ工場についてみてみると.高擬耐

火は,出荷 を日生 .術前 ･三石とまとめ.5年位前から高い鉄道遵奇に対 して船で運ぶ ようになったO

この海運については戦争中も行われていたかもし九をいが,Tt科が無いのでわからないそ うだoそし

て 7- 8社で共同して 400- 5 00もの帆船をチャーターして,これにコンスタント150℃積み

込む｡ もし,これが駄 目を地合に比貸卓を使用する｡との出荷は4 1年 5月より′｣､野EEl廻潜店取 b故

いと-なり.千飛 ･東京方面に平均一回につき耐火 レンガ,モJLク ノLをJIレット･撤東にして 251:位

送 Dだ してLnるO

入荷につVlて仕,石炭を42年匿から原糸的に韮油忙きbかえ.岡山港から トラックで三石に入れ

ているoレンガくず性九州若松の 日立金馬上D.イ帖の併科 も含めて主に片上港より約 2カ月に一回
1

170- 20OI;,番人 している｡ 鉄 道 超せと比較 して海退の安さは.次の表でみるとよくわかると

思 う｡

表 8- 2- 1d 東京方面納入先迄輸送機併別n晶屯当超qI(蕗掛樫焚含 )比救 表

九送機関Br経 ft 国 鉄 食 車 缶 士 海 運 船 便 貨車一一船

工場 石 右手 到畢 到港 令 工場 船円 片｣二 提 配 海_上 A⊂ユ

項納 品 日 I石節 日過級軍 I丑.新屯駅車遊佐 l只敬卸料 釈エ9め 針金 I片上港 節込料 ー君也逓 荷料 逮料 煤級*( 計金左キI,

入 目先 別別 出費 込料 紫用として); 配選料 捕 也I? B' 二屯万円) 差額

大谷 レンガ羽Bj 掩 15 .2g]2描 49 円 ,DB SO田 17%],,.用 SO冒∃ 52琶] 2管 2A用 "節
大谷深川 レンガ柿 150 128 255占 144 512 ¥72 500 170 1.100 5〔)8 520 26 2Ald 856

日立GJfI レン′ガ縄 150 128 255d 146 512 5272 58ロ 170 1,100 500 520 2占 24は 856レンガJ{レット 150 172 255占 300 170 1f)50 500 470 2占 2516

モルクJL 150 1.72 2556 146 512 551占 580 170 1,100 500 520 ･28 2Ald

､久保田船橋 レンガ柿 150 128 2554 141 548 5き05 500 170 1.108 5001520 2占 241占 887

レンガノミレット 150 172 2556 吉n8 170 1f〕50 500 470 2占 251d 900

久保B]隅也川 レンガ梯 150 128 24占5 14占 512 も199 500 170 1,100 500 520 2占 291d 785
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､LL.機関男.症 国 鉄 貨 車 雷 士 海 遥 船 便

工 到 到 A⊂⊃ 工 船 片 揚 配 海 A⊂】貨車
i.I項 場 石 香 .｢ 薫 着 場 円 上 荷料 逮 上

El ー 日過 一十着五 釈級 節よDの釈逮料 計金 一片 初込 I清 煤険 計金額

口∩口納 目入先 月り那 石釈出費 級横 -込料 駅屯超車貸使用として＼J 卸料II 上港出較 料 地逓 料 料 ｢胎

描 質 三冠万円) 差糟

日立粗肴 レンガ縄 ,5日一･2E'12A月 円14d 円 円 円500 ,7日 円1.100 円500 72冒] 円28 2.616.; 円

江 1･ 国鉄超貸紘値上 b予定賃率で計算 しています｡

2･ 三石 日通扱税-込科は 4〔L12,25改訂通運料金で一応算出しています.

5･ 国鉄稚送分の到着廟扱卸料及配意科は大谷羽Ef]を除いて先方日通扱いとしての概算料金で

す｡

小野Bj廻漕店鞍科

川崎炉材ではJR料を,外国からの場合は一応神戸5'C入れ,神戸から日生港に入れているO出荷紘片

上港 よb川崎製鉄の千葉=場 に 占00- 700tも出 している｡原料移入は以前から船を利用 していた

が 41年鑑から出荷にも海上輸送 しているoというのも,やはbifB賃が安いからである｡ここは日本

過超 と按排 している｡

次にその海上輸送を担当する方をみると,諾士海遇の片上代理店である小野田廻漕15では,船主組

合でス トが行われた結果 45年現在 970運欝が借上 しているDとい うのも一杯船主 という同族組枚的

機帆船で.荷物の争奪触 ;行われるとの過当競争を避ける為 らしhoが ,それでも鉄道遇竹 よDも船

の遇賓は安いといわれるo九州 ･名古屋方面は.ほとんど トラックで輸送されているo

海運局で開いたところによると,ことで取扱 う出荷物は耐火 レンガが一番多く.全体の 1/ 5を占

めているとい うoそlノてこの耐火 レンガは 1.5001;が貨車 ･5,a00℃が海上輸送されるが.英者

の過当競争の績果機帆船はあと5- 占年で消えてし7fうが ,鋼船はまだまだ希望があるとい うo

このように椴帆船は 『沿津地域の/｣､口貨物の甲 ･短距離 (15a- 1aOR 77L)に特性 を発掘する

鋤係か ら,午 .短距離では白取乱 長距娼鵬 界では鉄道の両面から排蜂を受けている止(『加子浦の

工 茶化 』262頁 )のであるO

(a) 三石から日生港への経路

三 石 か ら製 品 を日生港までどのようにして巡んだかは,明治初期か ら大正の初期にかけて人相

の肩 ･かどによb瑠ばれ,鉄輪の循摘車 も併用されていたが,大平鉱山株式会社は大正 占年 よb索道

を三石か ら中日生港 (旧福河村寒村 )壇で蔭顧距離 占dR,Ttに架設 した.以下,通路使用許可 と理由

仲をかかげる｡
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｢大正七年.土木に関する処分費｣

通路使用許可厭

- ､ 通路所在地及番号

和気郡三石町大字三石字台山ヨt)須通二重ル第四号国道

- ､ 目的地ノ種B面横及使用日的

鼠通式首式拾八坪

土石運搬用軌条ヲ布設ス

- ､ 使用期間及使用料年,'防

御許可ノ日ヨリ向フ
■

使用料年楯金

二 ､ 使用串由

別紙ノ通 り

理 由 rQ

本社所有ノ砿山 ヨ1)採掘ノ土石効避搬-従釆荷物席中三依 1)兵尿膜赤穏方面及本部伊里村海岸-也

荷･/居クルモ客月本町大字三石字須通 ヨ])本郡福河村-東通架設超転ヲ開始ツタル-付.向後ノ､採

堀jaヨT)索道起点-運搬ノ必要起 1)随 ッテ従釆赤穂行及伊里行二任用シ居クル荷馬車全部ヲ引接 ゲ

本社 卜索道起点㈲ノ運搬-当ラシメントン9ルモ其岨 - ノ､急坂7))且ツ降雨ノ場合隼 -､路面泥

為 メ危険ナ^ノミナラズ遍路ノ硯傷甚シカルぺク,炉クテノ､契約放血ヲ搬出ス^コト稚-ズ勢ヒ'i

路 卜車輔ノ破損ヲ願 ミズ短距赫ノ聞 ヲ多類ノ荷鷹番ヲ雀復セyメサル可ラメ,依 シテ別叔設計㌍及

図面ノ通 1)軌道布設ノ許可ヲLJけ 路面穀現ノ処ナカラ･/メ且ツ荷属車幅韓ノ為 メ寝 JL危険 ヲ防止

ントスノL-アリ

この索道が完成した当時は近熱近在の人が弁当持参で見学に果たといわれる｡そして索道仕日/Il..I

鯛 も避簡 した｡このように輸送機関が少なかった帝岸tB送-の唯一の榊鮒として君臨 していた頁

ち,道路を改催して自動車の成典的発達,敬暗中の酸俵に上って施設各部.柳てワイヤー ローフ■仁 ,

柘が甚 しくなったが応急修理の不可能を現状.赤穂線開通の為用地が月収されたこと,特にこれ ら

傾国となる営秦成細の不振が決定打となって.昭卸 2d年 10月25日の筋 69回定時株主托会い

て象近事鞍の犀菜が決議されたO次の表 8- 2- 16は,席止前 5年陶の収支であるo

現在は索道に代わって トラックが,山の上まで登 っている｡

耐火レンガ二⊂秘 も.原料地である三石 ･伊部から,片上 ･日生などの臨海地域に移行 してき い .t,

くしくも三石は,港をもたぬ悲軌を背負 っているのかもし九をVl｡
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乗 8- 2- 16 倍近三カ年閲の収支状況調研

三石索道株式会社

蛸年科目64期 占5期 66期 67期 68期 69姻(82,三1三言 (S,24...;.霊 )S24.10.1-25_ 5.51 )S25.4.1-25, ?.50 (S…≡:1三三T )(S2,三二;三言

収入 超輸貿 円 円 円 円 円 円.-

122170264 1j〕052d900 751A46dO 756.67740 719.51040 d57.407!50

雑収( 2021212 59500 59600 40546 24,11500 4030315

.合 計I 1241,99475 1.005β6251 751β4260 757.08286 745β2540 677.71045

※~支 出 1,15270708 1J〕57.79889 96叫 24ー 864D1774 860,65占ム7 957,59575

※支出には給料 .報酬及懲与 ･諸税 ･借地料 ･保険料 ･電刀料 ･修理frt･償却Ep.･等が含まれてVlるO

三石天平鉱山母御

参 考 資 料

･岡山大学教育学部社会科教室円地域研究会 『加子浦の工葵化』

･高田正規 『耐火レンガ工弟の生産榔造 』

人文地理第 19着第 占号抜刷

･高田正規 『耐火 L/ンガ=英の企賢御名 ｣】

地理月報 157号所収

･耐火煉瓦協会中国四国支部環料

･大平鉱山資料

･/｣＼野出廻常信牧科

･『片上町史 』 .『三 石町 』S54.5.1発行

なおqL藍取 にあたって,ろう石鉱毒協同組合の西村些 ･耐火嫌瓦鼠会の京ZI:忠男 ･川崎製鉄の竹川英

夫 ･大平鉱山の諸氏に非常を御協力をいただいた拳を感謝 します0

3 郵便 ,砲 信 ,電 話 と三 石 (山口和子 )

(日 鄭便寄算のrjlJ設 とその発展

新 式 郵 便 開 設 布告に遅れること伍か 10カ月余 bの明治 4年 12月5日に,三石郵便局は開局さ

れた｡近世以来,宿駅 として山陽道にかける#府の綻飛脚をはじめ各席の飛脚および町飛脚のことを

-EJどってVlた三石であったから,岡山市などと共に県Tでは巌 も早 く冊属されたのであった｡このこ

とは明治新政府が従兼の宿駅制の基礎の上に新 しい郵便制圧採用を純綿 したことを示すものであったO

とのことは三石郵便局の糊殻と時を同じくしてtj;l設された郵便局が.山陽道の宿駅片上 IJ#井 ･岡山 ･

板倉 ･川辺 ･矢掛 ･七 日市を主 とし.これに陣屋nT･港町の庭潜 ･玉島 ･足守 ･愈激の各市町村-k加

えた ものであったことからも規えようQ

さて,三石郵便局の変遷を見てい くわけであるが,ここで比(I)郵便区画の拡大,縮少,(2)過送手段
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の発遷 .(3)郵政利用ii1-の増大,(4)貯金及び為替菜務について等の角度から捉えていきたいO

(]) 郵便区画の拡大 ･綴少

隆局当時-三石村.八木山村.野谷村.閑谷新田村.木谷村

M 15- (吉永郵便局と合併のため以上の各村の他に以下の村が加入 )

金字村,福 勝 村 ,南方村.吉永甲村,三股村.岩崎村.,今埼村,神根本村.高氏村.和恵

谷新出村 ,盲田村

M 24 ･2 ･1一書B]村 (和気郵便局へ )関谷新田村.木谷村 (片上郵便局- )

M 25･4 I1-禰河村大字桝 .寒河 (片上郵便局上L?)

M28 ･6 ･16-寒河の円中 日生を片上郵便局-

M29 ･10 ･21-福浦 ･寒河を日生郵便局へ

M59 ･5 ･28-三石町 となる｡

以下のこと比較科不足のため不明である｡

(2) 逓送手段の発達

M24･1･7-停車場間鉄;亙線路受渡閑施

M29 ･11･16-停車場陶小包鉄道受奴線路料地. r

s 15 - 音留開始

(3) 郵便利用丑の増大

図 8- 5- 1 普通通常動使物教の推移
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図 8- 5- 1は普通通常郵便物数の推移であるO

この図 をみると.日躍戦争 ･第一次世界大戦 .第二次大戦を境にして郵便個数が増加 していることが

わかるO-殻に,郵便個数 と戦争とは直接の幽係は75:いと思われるが.戦争による経済の動向によb

地域の経済活動 も大きく左右されるのは当然のことで.特に三石の ように耐火 レンガを主体に してV･

る地域ではこのことは少 くないであろう0 日席職争から第一次天職までは引受個数で年間 8万通ほど

であるo明治 45年から大正 5年にかけて,配達個数 ･引受個数兵急激に滅少 しているが,これは経

済活動に伴 う減少というよDも何か他の原田があったかと思われるが,明らかでなho大正 5年から

は第一次大戦における好況もあって,今度吐息敦に増大 しているoその後第二次大戦までは,引受個

数で年間 6万通ほどを維持 し,明治末緋に比べほほ 2倍の丑 を保 っている｡それだけ三石にかける経

済活動 も活発になった と言え よう｡筒二次大概直前に引受個数が年間 50万う由近 くにも達 しているが

その原因は明らかでなho終戦後昭和 25, 26年代には.その丑は 16万過に落ちているが.その

後経済活動の活発化,生活程度の向上,逓送手段の発達等に よって昭和 58年か ら41年にかけて年

RE'150万通に遷 したO

図から明らか夜ように配達個数の方が常に引受個数上bも上回っているO これ机 三石町が耐火 レ

ンガを主体 とした経済活動の活発 な地域であるとは言え受動的な地域であると言えをいたろうか｡

16DOO
図 8- 5- 2 髄留の推移

-一一一-1配遷数

引受数

/
′

/

/
ノ

次に,特殊取扱通常郵

/ 一̀ 一. 使物の帯留であるが , こ
Eil/

/
/

ノ

ノ

ノ /ノ ー､
6i匂

れは資料が揃わをいため

に搬後の推移 しか辿るこ

とができないが.図 8-

5-2を検討すれば.先

の普通通常郵便物が 曲折

を経なが ら増加 している

のに対 して,.L.rF留の場合

は比校的順調な伸びを示

してL̂ることが敬えるQ

引受 ･配選の両方共 18

数年胤に 2倍以上の増加

である｡

さらに.小包郵便物の

54555占 57585940 4142 場合であるが,これも昭

(荘) 三石郵便局英弥既賓 よb作成 和 25生以降の質料 しか

ないので,概後の 10敏年間しかその推移を見ることができない｡弄 8- 5- 1の総計とあるのVj:普

通 ･普油遼遠 ･竹筒 ･患留速雇の各/｣＼包郵便物を合計したもので.これ仕昭利 25年か ら昭和 48年

までに引受･配選対 12(･雷5倍に適 してレゝるo普通小包の稚計に対する馴合は引受で 78- 80%,配
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選で 占0- 70a/OであるQ

衷 81 5- 1 /｣､包 郵 便 物 の 推 移

引 受 配 遷

普 通 小 包 総 計 &総 計 総計の籾 加 普通 ′J､包 総 計 普通小包m 総計の増 加

25 個 慨 62.4 1〔】0 価 個 80.8 -558 8占2 1.241 2,040 100

2占 1,06占 1,495 71_4 175 2.089 5,105 67.5 152

27 972 1.590 68.4 16ー 1.885 2,817 dd,9 158

28 1.274 1.745 75.0 202 2.194 5,211 68.5 157

29 1.45占 2.818 71.1 255 2.195 5,221 占8.0 157

50 1,405 1,921 75.0 222 2.120 5,149 占7.5 154

51 1.481. 1,981 74.7 229 ! 2.994 4,440 67.4 217

52 1,657 2.128 7占.9 24占 5.478 5,581 64.占 2占5

55 1.991 2.占01 7dl5 501 4,101 5,858 70ー0 287

54 1.985. 2,5.4ケ一 77.8 2?5 5.959 5,822 68.0 285

55 1,924 2,518 76_4 292 4.155 6.094 占 7,8 298

5占 1,728 2,50占 74.9 2占7 4.564 6,56r5 占9.5 321

57 1,950 2.588 75.5 SOD 4,228 6,044 69,9 29占

58 1,645 2,070 7aO 240 も594 5.551 占4.7 271

59 乙289 2,791 79.1 525 2.610 4.854 55,7 257

40 2.056 2,占88 7占.4 511 4,598 6.079 72.5 297

(荏) ･三石郵便局中務既蜜エb作成

･ほ軒とは魯迅,普通遜遭,箇留.tBl'留速選の総計をいう

･叢塾 等 は百分翠で表わす

･総計の増加は 25年を 1DOとする

(4) 貯金及び為沓事務について

まず,貯金の受入の推移を図 8- 3- 5によってみると,昭和 15年から17年にかけての第二次

大磯直前に息敵に増加 していることが 目をひ く｡さらに 15年の新規受入人員壮 5,059人で前年の

1,占7占人に比較して 5倍以上にもなってL,nる｡ ところが, 1口数当 bの受入高は窮 8- 5- 2に/i-I

すように 15年には前年の単指近 くにも汲少しているO他の年代では,大正 5年までは大体 4,000

台を偵l･ち,以後昭和 12年までは櫛-rtFzしてLlる0-万,昭和 25年から52年まで比磯的急増 し,そ

れ以後は漸故 しているOところで,受入 口数の変化が放 しL̂のに対 して,払出口数Ld:明治 50年代か

ら昭和 40年代まで漸次増加している｡

･伏'lC,振沓貯金の口数の推移を図 8- 5- 4に上って辿れば.払込口数では大正 8年-iでLTt付かづ
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つ増え.以後昭和 7年までは描這いで,さらに昭和 17年'･漣では急増 しているo

Lj18- 5- 5 貯金における受入及び払山口款

乗 8- 5- 2 貯金における1口数当Dの受入 ･払出高

受 入 払 出

8 10 円 円18.7 ■4 1.8

ll 12.A 44_5

12 ll.3 59.2

15 占.2 41.0

14 5.8 47_a

15 7_1 50.5

1占 8,1 da7

17 10,5 76.0

-I---一一一水止tZA

水 且 つ叔

(荏 )三石郵便局車載概輩 よ9作成

図 8- 51 4 振替貯金における払込及び払出口数の推移

rノ
′一′

JJJIJL) +TITll…㌫ !̀"芸蒜 蒜 ;蒜 蒜 蒜訂'′a ''" 仰 " 〟
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明治 25年 よb始められた為替葵務の推移を図 8- 3- 5によってみれば.まず日につ くのが第二

次大職位に,著 しい滅少傾向tJtあることだOこれ比郵便鼻音が銀行為替にとって変わられたためと思

われるが,斜行為替事務の実情が明 らかでないので断言でき75:い.

図 8- 5- 5 お香にかける振出及び払渡鉦懲枚数の推移

■一■■

Jl■l●

上■■○

∠●l■

- tSELLjLk

--･---IhJ拝●tk 了∨
//′;- ･ 一

-/

JLrノ′サ ′lI rt▲
?

1-一一一一一･_

(荏) 三石郵便局薬捗概要エb作成

さらに,貯金の利用者が一般町民であるのに対して.為啓のそれは商=単著が多いため.全年代を

通 じて,振出証笹F枚教と払渡紅沓枚数 とが比敏的接近している｡また金節にお1ハても_,振出金筋 と払

渡金額 とにそれほどの差は認められなVl｡

-方,外国為替の利用者は弘陳が罪二次大戦直前の昭和 10年か ら数年閲で数百件あるのみで.佃

の年代においては殆んど認められないo

(参考 文 献 )

･赤柏宏箸 『近代郵便制圧萄適度の研究 』

･三宅伊太郎老 『三石郵便局沿革誌 』M42

(山崎和光 )

(2) 取倍 ･屈託帯革の充実

(a) 電信

大正 5年 11月26日,Jd;倍の魂鼓が朗始された｡以臥 昭和 4 1年迄,(途中昭和 18年から2 4

年までのTE科は駿争のゴクゴクの為か三石郵便局に拙走かった )の国円唖報の発信 ･受信過倍数は衰

8- 5- 5であるo昭和 41年現在に至る迄,国際旬報の発信 ･受信比ゼロであるo
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国 円 Ⅶ報通 信 数

～

1

‥二 一 ∴ 了

】

･- 一一 -

三石郵便局 ｢英諌概要表｣ よb作成

甲継通倍数は表 8- 5- 4, 8-5- 5に掲げる.又.昭和 51年から55年迄の慢倍数は表 8-

5- 丘であるO

表 8- 5- 4

年鑑 甲継通倍数
● 7

7 77

8 22
9 52

10 55
ll 127
12 241
15 50
14 1占

Lq 1 7
2 25
5 22
4 12
5 4
占 7
7 7
8 7
9 4

10 5
ll 9
12 5

15 2
14 151
15 220
14 5
17 占

三石郵便局

｢も言放概要表｣

表 8- 5- 5

年度 中 継 通 倍 数

925 51
2占 7
27 5
28 9
29 550 1031 1

52 占
55 ll
54 18

55 21
5占 18
57 ll
58 ll
59 5
40 12
41 16

_ 240_

表 8- 5-d

種別年i欠 電 信莞 倍 数 受 信 数

昭和51年 ll,000 ll.000

52 15,000 12.000

55 15,000 12.000

54 15,000 12,ロoo

55 15.500 15,000

三石町役場

｢現勢調査簿｣ よb



㈲ 電話

屯話開設につVlては,大正 5年の第 10回三石町会会まで決定されたO

以下会議録よbその決玩案をみてみる0

第三三号

三石町会詠決案

- ､金四盲四拾菅円五拾銭 過酷杏務開設飛

- ､金拾六円 特設局話開設f壬

右,本町郵便局二屯話開設工付逓信省-寄附スル者 トス

大正五年七月二十一 日提出

第三二号

三石町会蕎決恵案

本町二特設旬話鱒設二付.加入申込者 トス

大正五年七月二十一日提出

和気郡三石町長 松本甜膏 ㊥

｢大正五年 町会会読録｣よD

との結果.大正 6年 占月1日よ9時殴慣許交換手務が開始された.

加入者数は表 8- 5- 7,昭和 51年から55年迄の承諾教は表 8- 5- 8, 51年から40年迄

の電話加入数は表 8-5-9であるQ

表 8- 5- 7

加入群数 加入者激

T d 20 S 5 5占

7 25 A 59

8 25 7 d D

9 24 8 4 1

10 27 9 64

ll 28 10 85

12 28 ll 64

15 28 12 dd

14 51 15 75

+S 1 3占 14 74

2 59 15 77

5 42 1占 77

4 44 17 77

莱 8- 5--8

辞別年次 問 詰総 裁 普茶用 住宅用

昭和5 1* 182 152 50

52 187 152 55

55 215 179 56

54 221 181 40

55 24占 201 45

三石町複軸 ｢現勢調安静｣より
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表 8- 5- 9

き＼ 年 度ー＼一一 8 51 32 55 54 55 56 57 58 59 40

碑 独㌻芸芸 146 157 161 ld2 194 192 197 209 208 2154 7 7 2

二 9;-同 堤 . 24 29 51 41 5占 占2 占5 67 67 652 2 2 -

云 共 望 ;憲 - - 4 8 8 8 8 ll ll ll25

- - - -

砦晋 芸遥 - 8 8 8 15 15 17 17 18 18
- - - -

合 計 ｢竃 178 194 207 224 275 2.82 ･.298 5.D8 5D7 517

雲…=;二,7)三石却鯛 ｢- 概嚇 ｣よb

黄 8- 5- 9 月別生薙.出荷 ･在LItの推移

公衆電話は,昭和 5ム年よb局内に1台,その他に2台設現されておD.この数は40年現在も同

じである｡

参 考 資 料

･S, 54 ･5･1発行『三石町 』

･三石町役場 ｢現勢調査紳 ｣

･三石郵便局 ｢業務概草襲 ｣

･三石町役場 ｢大正五年町会全議会 ｣

(山口和子 )
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第 9葦 社 会 .植一･ 造

1 家 族

(1) 家族構成

我 は々,家厳のなかに生まれ,家族のなかに生酒ををくるO家族をともに梢放する人々に仕.父

母や夫婦や子女が,さらには兄弟姉妹や祖父母があげられるO我 比々,このような近親関係にある人

々と.深 く愛情に績ばれて.日 の々生活を営んでいるOとの家族比,夫婦の関係,親子の朗係,兄弟

の別係などのように,婚姻の血鹿の嗣係にある近親者が家計をともにしている生活共同体であるとい

う点では共通性をもっているoLかし,家族は:人間の歴史とともに古い社会娘EBであるが.その現実

の形接は,時代を異にし,画を異にするにしたがって,また,同じ時代の同じ国のなかでも,隙級や

秋葉がちがうにつれて,か孜D異75っているOこのようを差異が,岡山県の一地方鉱築地である三石

において,どのように襲われているか,これから調べていくことにしようQ ･

調査地は三石町の土師神帆 裾石,渡#.八木LLt部落 と三石町市街地の宮円町であるo

l. 家族形態と成点数

表 9- 11 1のととく土師神根,福石.波乱 宮円,八木山の世帯数 258戸,世帯員数 972

人を訴査対束としたOをお,世帯とは住居,生計をともにしている世帯月の集まDをいい,取査対象

は世帯員を枯成単位としている家族である｡

表9- 1- 1 世帯数及U'世帯員数

土師神根 福 石 鹿 瀬 官 円 八 木 山 計

世 帯 数 2占 占5 ー12 20 15 25占

まず成負数であるが,世帯及び家族柵成員を地域別に示 したのが衰 9- 1I 1である｡これを世帯

平均人員として兼わしたのが襲 9- 1- 2である｡これをみると,渡軌 宮円と土師神根,八木山,

福石などの差異が大きいことがわかる.これは土師押根,八木山,櫛石では:曲家の戸数が多いためで

あ9.官円,奴油は′｣､規校を商店.勤め人が多く,倍増すると独立する人が多いためといえようQ

表91 1- 2 一世帯平均家族月数

ここで隣接する二つの部落,土師押板,渡軒部落忙ついて比べてみようo衷 9l l- 5の市部と郡

部の差よDも,この二部拓はもっと大きな芸を示 している｡これは部拓を形成している人々の騨準と

'#投なさ判係をもっているO土師神根部落の多くCt,班 を中心とする家か ら成-'ているC.しかし,甘
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英鹿家はほとんどなく,多くは兼轟盤家である｡主婦や祖父母に娘 を任かせ,世帯主は打の鉱山等

-鋤きにでかけてLnる家が多Ln｡銀貨期などには.人手を必蚤とするため.勤めていても世帯を別に

もたなくて.親とLnっし上に生活 してLnるQ このため土師神根等の部落は,自然 と一世帯の家族負数

が多くをってきているO これに反 して,渡瀬仕鉱山会社の社宅があるため,部落の大半が勤め人の家

から成 っているo この人遠は若い世代の人 が々多く.まだ子供数も少をいため.一世帯家族員敵性小

さを故芋を示している0 10年前,昭和 55年の-世帯平均家

衰 9- 1- 5 全国,市郡部別一世帯当b人員数

全 国 市 部. 郡 部

昭和 18年 5.05 4_74 5.18

〝 15 5.00 4.占2 5.25

〟 22 4.85 4.25 ､ 5_2 0

〝 25 4.97 4.45 5.5 4

〟 50 4.90 4.占4 5.29

// 55 4.5d - -

〝 40 4.05 5.8占 4.48

(荏 )昭和 25 ･50 ･55 ･40年国勢鯛査報告

によるC,

族負数と比べると,どの郡拡にかLoても

減少 してきてLOるO索 9⊥ 11 5でもわ

かるように,これは全国的にみ られる傾

向であD,戦後の家族制圧の民主化の表

われとLoえようC,

成員を世帯員激 とL̂う点につLlて.み

ていこう｡世帯負数BJj世帯分布を調べて

いくと, 5 14 15人世帯が大きな割合

を示している｡その うちでも5･4人世

帯への集中度が襲 9- 1- 4によると高

くなっている. 10年前の ものは. 3 ･

4 ･5 ･占･7人と比軟的広い範囲へ同程匿に拡散 しているが,そのうちでも4 ･5人世帯への集中

匿が高くなってLOたOこれは地券に専念 してLnた世帯が附近の鉱山会社等-でていく傾向によD,こ

れらの鉱山会社等へ勤めてLnた若Ln人が独立 して世帯を別に持つことや.学攻 を卒井 した若い人iifが

都会へ働きにでるために世帯人数の汲少化がみられるものと思われるo また,この変化は時代の移b

変わbによってみられる家族形態 と関係するといえようO土 9- 1- 4にかLnて,これらの部落は,

全国平均とほぼ同 じ傾向にあるといえようQ表 9- 11 4をみると,現在では 10人以上cJ成員敏を

もった家族はないが.10年前で仕福石,八木山で約 4%の数字を示 してV,る｡ ここで,現在と10

年前の家族員最多の家族を比較してみると図 9- 1- 1のようになる｡

表 9- 1- 4 世帯員数別世帯分布

昭和 45年土 師 神 根 福 石 渡 瀬 宮 円 八木山 昭和 55年土師神根 掘 石 渡 瀬 官 円 八木山 全 国

1人家族 192 1JS 09 550 占7 48 15 ●● 115 27 82

2 〝 127 108 120 48 14D 155 97 142

5 〝 ll.1 27.9 2DD 2占7 1占0 dB 245 155 85 18ム

4 // 425 2占9 454 250 152 88 19,4 7占ム 251 155 229

5 〝 llL f27 15̂ 50 288 80 222 166 192 167 1占A

占 〝7 〝8 〝 192 17_5 27 Ⅶ 占7 248 1占5 65 77 159 10/I

771008 111 〔汐1DDL] 108loon 2占71DL]DJ 1占D 95 102 58 1占7 5648 120loon 9.5 12 58 111 25

9 〝 1ム 占8 12 1タ lA 09

(fE)調査表 と昭和 40年国勢取査報告による｡
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(イ) 昭和 55年

｢｢

△-○ △-○
l l

｢~1 1｢ll
△ ○ △00△-0

1
1｢ ｢

Cl△⊂)

(荏) △ 男 ○女 △-○夫婦

(ロ) 吋iキロ45年

△-O
L

IT ｢

○○△-○
l

｢T｢

⊂)△ △

(1は昭和 55年当時の家族J最多家族であD,一戸 14人を数え,同族家族の形態を成 しているo(p)は

現在の家族員最多家族で 9人を数える直系家族の形kgを虎しているoこのような家族形旗や成員教の

変化か らも岡山の-地方鉱穀都市である三石にも.謀族制圧の民主化がなされているといえようo

次に世代構成を表 91 1- 5からみていこうQ

表9- 1- 5 世代 耕 成

世代総激 -世代家族 二世代家族 三世代家族 四世代家族 五世代家族

土師神林 18OD.0 73 0.8 269.2

神 石 1000,0 142.9 549.2 507l?

渡 瀬 1000.0 ?0.2 750.ロ 151.8 8.0

宮 円 1008,0 200.0 550.0 25 8.0

衰 9- 11 5から,二世代,三世代家族がほとんどを占めてViることがわかる｡僻に,二世代家族

が多くなっているoこれは,夫婦と子供.父母と世態主夫節,また親 と子供 と親の兄弟という形欝の

家族を含んでいるために.自然 と大きな削合となるためであろうO汝瀬は初bL,.土師神根と同程庇の

鹿家を中心とした部落であったが.後に町営住宅や社宅をどができて. 5 0戸ぐらいの部落から一度

に 100戸ぐらいの部落にふ くれあがったものである｡住宅のもつ条件から,そこで生活する家族形

渡も制限されてくるOとの賠黒として,二世代家族.一世代家族が大きを馴合いを占めていることが

考えられるであろう｡

さらに,これらのことを家族形態において詳 しく検討してみようQ

表 9- 1- 占は続柄関係の聴聞によって.家族形鯉を瀞別したものである｡｢鮫に多くみられるの

紘,Ⅳ如配偶子女を含む世帯であるoこれ托夫婦と子供だけで営む世帯で参るが,土師神相,禰石,

波風 宮円もⅣの形態が最 も大きな割合を占めているO腔河ではⅣ有配偶子女を含む世帯が佃の部落

と比べて,非常咋/PをくなっているO住宅制限によって,二組の夫婦が同居することを不可JpIEになら

しめたものと考えられるであろう｡これに反 して,八米山はⅣやⅦの形態が他の部落 と比べて,前案

であるが,とれ托三世代家族が多いことや,家族牌 か比酸的大きいことなどか らも,直系家族の形
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態を多 くとっているといえよう｡以上のことを衷 9- 1- 7をもとに総合してみると一層.明砲 (rIを

るであろう
蓑 9- 1- 占 形女真軒別世帯分布

土師神根 神 石 渡 軸 宮 円 八 木 山

Ⅰ ql身世背 0 1.6 1-0 0 0

Ⅱ 夫婦世帯 0 12ー7 10.0 20.0 0

爪 痕配隅子女を含む世帯 占5.4 54.9 占8.8 占5.0 2占.7

Ⅳ 有配偶子女を含む世帯 ll.5 2i8 1.0 5.0 55.5

Ⅴ 直系尊属 を含む世常 5.9 0 518 0 0

Ⅵ 直系尊卑民を含む世帯 15.4 25-4 15_4 10,0 20.0

Ⅶ 傍系親族を含む世弾 5.8 1,占 0 0 0

黄 9- 1- 7 家族形態別世帯分布

】 土師神根 福 石 渡 瀬 官 円 八 木 山

核 族 d9.2 49.2 80.4 85.0 2占.7

拡 大 家 族 50,8 50.8 19.i 15.0 75.5

まず.土師神根,渡航 宮円では,核家族が拡大家族より商い比翠を示しているoそれに反 して.

八木山は核家族 より拡大家族が多いの仕,直系家族が 75.59Toを占めて多 く,一家の うち二組の夫婦

または一組の夫婦と父か母.さらに轟がいるという家族が多いか らであろうo八木山は旧家や出家が

多く,住宅,労働力などの関係か ら直系家族の形態が,大きな割合を占めているといえよう｡

形態面か らみた家族の実態は以上の通 bであるが.一般に都市,及び非放家が核家族的傾向にあD.

郡部及び農家が拡大家族的な傾向が強いといわれるが,-郡部である三石では拡大家族的な傾向よD

も核家族的傾向が強いといえよう｡これはろう石鉱菜を中心とした在英の発感に伴 った もの と考え ら

次に家族形態 における世帯主の年令llCついてみていこう｡他帯総数の平均年令は舞 9- 1- 8によ

ると,土師利根 .渡瀬と八木山,福石の†切にかをDの差がみ られる｡前者は勤め人が多 く,後者仕亀

井が多いが,この ようを城野の追いと,世帯主の地位を引き継 ぐ年令によって,この差がみ られると

考え られる｡核家族 と拡大家族を比碗す ると.どの部落 とも絞者の方が 4- 5才高令であるC,これは

末節 を甲心 とする核家族 と親子関係こと(,7:直系家族を中心 とする拡大家族の差異であるQ

表 9- 1- 8 家族形態月日世帯主平均年令

核 家 族 45.5才 4&5 41.0

拡 大 家 族 48.4 55.2 45.5

44.5

占8,5

5占,2
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2. 家長権の移動

表 9- 1- 9は渡瀬 ･土帥神根の=部落か ら任意に 10戸ずつ遇びだ したものであるO この葬

から雨部落の特徴が明らかになるOまず.現世帯主が世借主 となった脚 に注目してみると,土師神

横にかいては前世帯主の死亡に上るものが 10戸甲 5戸となっているのに反 して,渡瀬では 18戸甲

2戸にすぎをho このことは家父長的性格が土師神鍵にtだ残存 していることを示すものである｡

表 9- 1-9

世帯主 とな った そ の 串 情 財布 をせかされ 家の代表 として会 現在家計を管理
年令 た年令 合に出席 した年令 してレ､る人

渡瀬 55才 結 婚 55才 55才 輩

50 結 婚 5ロ 50 萎

5 0 そ の 他 5D 50 妻

29 療 婚 29 29 敬

25 療 婚 25 2 5 世 帯 主

2d 績 婚 28 28 Z 妻

24 結 婚 26 28 姿

52 死 亡 32 2 5 世 帯 主

49 死 亡 49 49 萎

52 分 家 32 52 世 帯 主

士 52 死 亡 52 52 資 -
5 0 死 亡 50 25 - 餐

25 死 亡 25 25 I #

節 58 隠 居 58 58 世 帯 主

57 死 亡 57 58 安

神棉 25 そ の 他 25 2 5 壁

5 占 結 婚 5占 56 蛮

42 隠 居 一2 42 輩

20 死 亡 2CI 20 世 帯 主

自分が死めまで吐息子に世帯を渡さず.家の全てに右･いて家父長としての権威を保 っているのでちる｡

次に世帯主 となった年令を比べると,ほとんど同時となっている. これは世帯主 となると同時忙家

のあらゆることに安江をもって くるとい うことが分かるO'JR_搾円で誰が家計を管理 しているかを知る

こと比家庭の民主化を測る一つの尺圧 とをるが,両部落 とも蜜が管理 している家が多 くなっているO

とのとと結.家庭円にかける班の歴が同 くなってきていることを示 しているO土師神梶においては,

現在の世帯主の多くは長虜である,長甥に病死.収死などの妙情がない阻D,家比長男が[::いできた
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ことが分かるO吸前はもちろんであるが.戦後も後継者は長男という考え方は依然 として残っている｡

次に,これか らの後継者はどうであろうかo｢誰に家を継がせたいですか｣ という間に対しての答は

両部落とも.ほとんどが ｢長甥に継がせたい｣という家である｡しか し,｢長男を学校卒英俊どうし

ますか｣ という間に対 して比,｢本人の希盤通 b托させるo｣｢本人の自由｣という答が多い.親と

して壮長男に家を継いでもらいたい気持 ちは大いにあるのだが,子供の気拝や就職の関係などから,

それを強制できないというのが実状のようである｡ (藤本仁子 )

(2) 役割分担

(a) 曲集労働の分担

私たちが調査をした四つの部落,つまb土師神根.三石町八木山,福石,渡瀬には親薬殺家が

圧倒的に多hoこれらの部落の曲集労働の分地についての調査の結果が表 9l l- 10である.調査

対象の40% (土師神根. 6270.福石.8870.凍瀬, 189To)が良薬を営み, これらはほとんど

すべてがヨ陳 で,魚菜だけというのはわずかに2軒だけであるoこの点を含みなが ら検討すると,良

築上の重饗を仕事,かもにB]仕草と畑仕事であるがこれは世帯主と賓が同じくらいの-I-センテ-ジ

を占めているoこれは兼薬であるために平 日は嚢が働き,忙 しい時期になると世帯主 もそれに加わる

ということであろう｡そ して田仕lglの調査表のその他の部分に当てはまるのは,これも忙 しい時に手

伝い位するという程匿の娘とか息子とかであるが,父や母 も少 しではあるが含まれている.畑仕事に

ついてみると, これは大体にかいて秦がやる仕串になっているらしhoこれは畑 仕 事 は ,主 婦

の家事労働の間に出来る仕事であるからであろうoだから畑仕草についての調査表のその他の部分は

父と母とで占められている.

表 9- 1- 10 良薬労働の分趣

田仕苛 世 帯 主 i そ の 他

土師神頼 50% 57% l 1570

石 - - -

福 石 40 47 15

渡 瀬 40 55 27

畑仕事 世 帯帯主 姿 そ の 他

土師神根 2970 4570 28%19

石 - -

福 石 58 45

Oj) 家事の分担

家各の労働は一般的には当然女

性であると考えられる｡そこで女性

の家庭円での,母,索,娘,嫁とで

はそれぞれ分担が臭 っていると考え

られる｡だから,我々も胸蚕の対象

として賓,娘,母,その他 (煤 )を

選んだわけである｡この調査の結果

が表 9- 1- 11であるがそれを1

つ 1つ説明 していくこと忙しよう｡

ます1炊畢であるが,これは当然

要の仕琴であると思われているが,

やはb現実にもr'Ll目迎っていないようである. しかし.嫁のいる家では嫁がや っていろ ことが多ho八

木山,三石の調査績果が土師神根,福石.旋瀬と少 し異なるのは.三石は商売をしている人を対象と

したので磐が店をやっているので娘が炊事を手伝 うということになっている,その現われである｡

せんたくについては上の炊挙と同じことが言える｡やは b炊事,せんたくは:bんなの仕事であるら
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Lt'｡.

家屋 ･家具の修理,これ比さっきとは反対に男の仕事である｡その他の多いことは.これqL 調丑

の問題の円答を間適って考えているためで,修理屋号んに出すという解答であるが,私たちが質問を

したのtrl｢道具が少しこわれたbした時どなたが健理 ･修繕をなさLpiますか 7｣という問題であるQ

世帯主と息子の仕罫であるが女性もこのくらt̂のことはできるようになbたL̂ものであるO昔から女

性は喝気をいじったD.物を捗理 した9する仕封は男性にtかせっきbであるが現代女性としては層

女平等をとなえてV,ると同じように,そういう仕事もどんどんやってほしいものである｡

屋円掃除は,蛍と母の仕串と怒っているo塊は草枕に出かけるし朝は掃除をする暇などないという

し,息子なんかがする壮ず もない｡やはi)これは家に玖る適と取の仕掛であるらしい.しかしこの解

答として特に日立っているのは,｢ と父の部島たけ性母がやbます｡佃の所壮全部私がやbます｣

というその家の世帯主の奥書んの話であるO こんな所にも現在 1つの大きを問題忙なってV,る嫁と姑

との関係が現われてレ､るのではなかろうかO

その後の,食酢の綾片づ叶,食料の罰LF,l出し.これけ両方とも壷の仕-PであるoLかし.この調兼

の対轟 と怒っているもののうらに4j:蜜も戯垂に出ている崇も多く.その1う売家では.娘や母の仕串

と怒るのである.

屋外掃除で巳立っているのは世帯主が掃除をするとい!,:一七ソテー少が比軟的高いことである

(土師神根 117To,三石,八木山 5570,好 日2870.鹿淑 21帝)o これ仕世帯主が虞の掃除をする

ということであるO日本で払昔から盛が多く用いられてきた｡とこの涙でも庭をbっはに見せ上うと

いう傾向がある.だからせめて庭の掃除ぐらし-tは世帯主がするのであろう｡

最後にふとんの蚊あげであるがとれ姓その他が多いのが僻色であるOこれ比ふとんを敷いた17あげ

たbするの比各自自分でやるとLrlうことITあるo

家事労働全般について言えることは,全イ脚 に見て当然のことながら事,娘.操.母など多彩を労

伽JJ'を持っているがその中でも蜜と息子の諺がその甲心をなしてレーるoこの宿紫で息子の蛮 (その他 )

O.JI-セントが低いのは.息子の蜜のいる家が少をいからである.嫁のL̂る家で壮ほとんどが嫁の仕

都となっているo具体的に言えば炊邸,せんたく,星円掃除.晶外尉除,食堺の鉄片づけ,食料の史

h出し,すべてが蛍の仕掛になっている｡しかし息子の-iiもこれらの仕giをやっている｡これを見る

と,母や娘の,I-セントが少し低すぎるようであるO-炊.L.せんたく,尾円節除.屋外柵除,食事の

鋲と片づけ,食料の見V,出し,これらは経験を必要とする仕事であるが母や娘にはこれらを十分にやれ

るたけの鮭掛と能力があるはずであるo家屋,家具の伸理を世帯主 と息子がやるように,自分のでき

る範囲のこと壮できるたけ分過 してやるようにし,も1と生椿の合理化をはかっていきたいものであ

る｡
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乗 9- 1- 11 家宅‡労鋤の介抱

＼ _吹-_jt､ー｣ 襲 娘 母 そ の 佃

土 師 神 根 85a/o 一男o 10% 5570

三石 .八 木 山 dt] 2〔ー 16 4

桶 石 72 7 15 a

波 励 9占 4 -

､一,＼ せんたく■■■･､■一･･一_ 袈 娘 母 そ の 他

土 師 神 根 8570 一% 占% 97To

三石 .八 木 山 dD 20 1占 4

福 石 72 7 15 占

渡 瀬 9 6 4 - 1

＼＼＼課屋 .家具の修理一.-.一一､ __ Jig 娘 母 l そ の 他

土 師 神 根 85a/i -a/O -ro 157:o
三石 .八 木 山 72 - 14 14

福 石 7占 12 1 ll

渡 碑 97 - 1 2

一㌧ --也 要 娘 母 そ の 他

土 師 神 根 850/a 5% 7% 570

三石 .八 木 山 72 14 14 -

福 石 7占 15 10 5

渡 倣 95 j 1 4 -

外掃除 秦 世 借 主 父 . 母 娘 そ の 他

土 師 神 根 占2% llro loo/0 14% 5%

三石 .八 木 山 5 1 55 14 - -

禍福 石 45 28 ll 15 -

渡渡 瀬 75 21 ･占 -

､整容の後かたづけ 辛 娘 母 そ の 一帖

土 師 神 根 8570 50/a logo 一%

三石 . 八 木 山 72 14 12 2

福 石 72 12 18

渡 瀬 98 - 2 -

＼ 型 聖 堂 上L * 娘 母 そ の 他

土 師 神 根 857To SYo 1070 270

三石 .八 木 山 72 20 8 -

福 石 75 12 5 10

渡 瀬 64 12 2 1 5

-土 建 竺 竺 あげ 塗 娘 母 そ の 他

士 帥 神 根 5470 5 4% 59%

三石 .八 木 山 占0 20 8 12

禰 石 占0 15 13 12

I(荏 ) ふ とんの･･,･あげのその仙拭扱だけでないo
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(C) 家庭管理の分担

われわれはこの家庭管理についてのgtElを3つ作った｡ 1つは家計を預かっているのはとなた

ですか0 2つは郵便局や銀行に金の出し入れに行かれるの虹ど葎たですかL, 5つは役坊に硯金をどを

納めにいかれるのはど-/=たですかC,この粥茸の結果が讃 9- 1- 12であるO

家計を預かっているの化圧倒的に=ifが多く.つき′忙(るのが世帯主である｡ しか しこの世帯主の場

合にはお金を家に入れる人はど夜たですかという矧問と陶連えで解答 した人が多いようである.結局

この賓間は財布のひもを塩っているのはどなたですか という質問である.これに対 して饗が多いとい

うことは当然であろう｡しかし,世帯主などはもっと家計に興味を持つべきで,物佃の値上 bなどは

よく知ってもらいたいものである｡

郵便局や銀行-金の出し入れに行 った わ,役場へ税今を約めに行 った りするのもやはか架の仕都で

あるらしhoこれは変が}=TPTtい ものに行ったbするついで咋行 くというのが多か ったO しか し役場-行

くのは世帯主とLJlうのは仕郡功が彼も,であったD,役絹陀近か ったbするためでもあろうO

全般的に言える-S仕お金のことi/Eそると.世帯主上!)も項の方に東棟があるということであるOこ

れは家長仲の移動 とも関逃 してくるのであるが,JT:.1近比との家長樺 というものが衷過 してしまってい

る家が非常に多いようであるOそして敏の方に槽7JがtわってきているようでもあるO しか し.あく

までもその家の総理大臣は世帯主で,大蔵大臣が襲であるという家が多いとレ､うことは,-.T･::式の上で

は変ってきたともいえるが実際の日本人の心の甲に比,家長柏 というものについて,切っても切b離

すことのできぬものとして世帯主が存在 しているのであるO

葬 9- 1- 12 家庭管理の分速

家計を預 る 世 帯 主 輩 そ の 他

土 師 神 根 -770 857To 159も

三 石 . 八 木 山 2C 占0 20

福 石 27 55 18

渡 瀬 a 91 5

＼ 塾医局 .銀行へ行 く Ltr 荷 主 if そ の ~ 他

土 師 神 根 1dro 6990 15%

三 石 . 八 木 山 42 58 -

祈 石 dO 50 10

渡 輔 58 占2

佳箪ユ行 く 世 帯 主 ¥ そ の 他

土 師 神 根 S lrtp 占4a/o 5770

三 石 . 八 木 山 42 58 -

槽 石 dD 50 10
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(i) 外部賓捗的役割

ここでいう夕はβ交渉とは公式の席に出ることをいっているのであるO私が調iiJJj白として取 9

上げたのは･神式に行 くのは誰か (主に部落円での神式 .親戚の葬式は対象外 としている ),,,W港Rの

よbあいに行かれるのはどなたですかOとの2つの須貝を取 b上げてみた｡この他に も外部交渉に壮

盆蔓声の挨拶.lTlgぴや悲 しみもtなどの冠婚非祭.寺まレ､9,富まL̂b75:どいろいろと考え られるが家の

代車 として出席する上に奉げた二つについて調査 した｡この調査の療娘が衰 9- 1- 15であるO外

部交渉の朝倉世帯主の占める割合仕泰 9- 1- 15を見てもわかる通 97070以上を占めて1,.b,家

族における権威的役割を比っきDと迩づけているOまたその他の項で高Vl比率を示 しているのけ世帯

主の父や母であるO葬式の項で渡瀬部落の,i-セン トの合計が 10 0-I-セントに在らないのはこの

部落では弊式には夫婦そろって出席するというのが原則に75:っているからである｡すをわら.帖荷主

+-ifの形をとってV,るのであるoこれはその他の甲に含IiれるFhLJ鑑であるが ,娘や息子が郵牡局や銀

行-金の出し入れに行 ったD役場へ税金を納めに行 った Dするのにこういう公式の席上には出席 しな

いということであるO ここに1つの問垣が存するのであるQ

表 9- 1- 15 外部交渉的役割の分担

夢開き匠得て 世 帯 主 i そ の 他

土 師 神 根 9270 87To -o/a

三 石 . 八 木 山 74 1占 10

福 石 72 22 占

渡 瀬 95 80 -

寄b合に行く 世 帯 主 香 そ の 他

土 師 神 根 98D/0 2% -TTo

三 石 . 八 木 山 85 10 7

祇 石 dd 24 10

(e) 子供の教育に関する役割 b分担

子供の教育に幽する役割分担では当然薮が考え出され ようが実際はどうであろうか｡ これは単

なる子供の教育上だけの(叫越ではないO近軌仕官少年の不良化防止がやかましく言われている時代で

あるがこれにも大きを鮒 を与えると考え られる.だから幼児期か ら高校生までを対旗として考えたO

との調査の嬉異が衰 9- 1- 14であるが.これを見ても圧倒的に母親の占める割合が高いQ

P子供の学習の面倒はどなたがみられますか 〝の質問に対 しては 8割以上が母親であるのJjこ反 して父

親は皆無である｡われわれ仕この現状をどう見るべきであろうか｡子供を育てるのは母親の役 目と言

われたのは昔の時代である｡現代では父親 もこれに参加 しなければならない｡子供 との交流の うちに

その子の隠れている向を見つけ出すOこのことも不良化防止にとって壮大いに重要である凸また兄や

姉の果 している役割が大きいのにも煎:EかされるQ父や母でも子供が甲学生 ぐらいになると勉強の面倒
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卜[見てやれ-なくなる｡そん走時に手助けをするのが兄や鮪である｡ このことは家族鞄の和をもたらす

ことにもなるので参るo

幼児の世話仕ある特定の技術 と経験を要することであか諺と母にその役割が分地されている｡おも

に世話をするのはその子の母親であるが祖母がいっしょにいると祖母のみる割合 も高 くなるので参る｡

これ紘男性には命令 してもできぬことであるからこうなるのが当然の病巣であるo

o学校の参観 日に行かれるのはど夜たですか Pの眉間に対 しての答え壮階ろくことにすべてが母親

であったoこれは父親は行きた くて も仕罫があって行かれないということも大きな原因であるQ n父

親の参観 日の日にはお とうちゃんが行きます Uとい う将官 も多かったがこれも当然のことなので対象

外 に した ｡ それからこれ らの部落には母親が働 vlてL̂る人が別に多か ったのに参観 日に出るのは

みな母親ということも疑問が持たれる点である｡とれ比母親が自分の仕草をそれほど大切には思って

い怒いことやバー トjZイムの仕串があることによるものであるだろう｡

一般的に貰 って母が子供 との接触が多レ､ことか ら圧倒的な役割 を果す結果 となるのはやむをえない

としても父+母のJi-セントをもっと高 くすることが塾ずれるのではなかろうかo Lかし現乗に母の

教育上果 している役割は重要であ9,それをさら忙具体的に理解するためには女性の,ことに母親の

家庭円での地位 との関連を検討する必要がある｡母親壮家串で忙 しくて子供の教育にはなかなか手が

回 らない,そうすると子供仕自分の したVlことをできる状態にあ D.それを実行するようになるoそ

して不良化-の通を進むということも考え られるのである｡だから家庭円での母親の仕弓iをもっとみ

んなで分担 して合理的に計画的にやらをければならない｡

表 9- 1- 14 子供の教育に関する役割分起

＼ -菩 聖 竺 竺 父 母 兄 弟 そ の 他

土 師 神 根 一% 82% 18プTo 一男o

三石 ,八木 山 - 85 10 5

福 石 - 85 15 -

渡 瀬 - 80 12 8

＼ ＼遡 星空讐 母 父 祖 母 そ の 他

土 師 神 根 849も -罪 16770 -fPTo

三石 .八木 山 70 - 50 -

福 石 92 - 8 -

渡 蘭 92 - 8 -

参観日に行 く 父 母 祖 父 母 そ の 他

土 師 神 根 -7ro lOOro -ro -%

三石 .八 木 山 - 100 - -

福 石 - 10〔) - -

渡 瀬 - 18 0 - --



なお･._上の参考にしたいと思 って共嫁 ぎの戸数 を調べたOその結果壮全部落で28770でありその円

訳は土師神根 20770,三石 ･八木山51970,福石 27%,陛漸 2970であったO

(明石千鶴代 )

- 254-



2 同 族 と親族

1 同族の構成と変化

(1) 五石部落の概況

我々の調査地,五石部落は岡山県鹿部の三石町にあ9.同町の稔は中央に位僚 している｡

歴史的に見ると,この部落絞ま永年間.関谷学校創立忙際し.附属の学田 として.伊里利 井田新田.

同関谷新田と共機 田光政公の命にエb糎 された所で,明治 8年12月27日に三石村に合併 した

ものである｡

五石部落妊南北をtlJに囲まれ.金剛川の支流である五石川が .五石新地に入b,更に西流 して五石

新田一円をかんがいしてVlるO総戸数仕 dG余戸ある(ただし, Y鉄工会社の社宅住民は除く)が,

そのうち蝕菜を経営している戸数は4 6戸であるo

義- 9- 2からもわかるように.最高占反から7反と大変等脚であるOまた表 9- 2- 2においても

たとえば動力棟械をみると.かなb普及してかD.苗力にたよるといった昔風の姓英経営は全 く行な

われていない.

衷 91 21 1 経営規模 表 9- 2- 2 曲用機械の触 別所有台数

良 戸 数 曲 磯 臭 名 個 人 共 有

1反未満 2戸 動 力 耕 運 機 27台 4台

1.～ 2 10戸 〝 脱 穀 世 52 4

2 .-5 14戸 〝 吸 漂 機 55 2

5-..′4 10戸 〝 & # & 29 5

4- 5 8戸 〟 轟 動 機 29 4

5- a 1戸 硯 地 検 14 2

ムノ､-7t 1戸 韮 晩 煉 機 15 2
も み ナ b 撒 4 な し

精 米 戦 4 夜し

草 刈 撒 2 なし

カ ツ 37 - 2 そし

耕地は狭いが典薬故械が普及しているOということけ当然他の方蘭で収入を碍葱ければ生括でき凌い

であろうし,もちろん故紙も購入できないであろう∩

そこで各戸の職業を見ると,耐火レyガ船 会社が 43%.耐火レyガの原料 を取.O出す鉱山が 7

qi.耐火L,ンガの諸機械製作･を:主としてレ､る鉄工所が 18%と,耐火 レンガ関係が全体の占8額も占

めてお D,この部落の人々にと1て.いかに耐火L/ノガが大き*収入源になっているか理解できよう｡

つもb,との部落の軌 き勤務が壬で曲集が従 といった第2働 軽業であD.定期的に入る収入で生活

も一応安定 している｡そこで手佃を'Bくために出井壌桝を利用していると考えられる0
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図 9- 2- 1

車 華 棄 ≡

'''i - 1' ＼

細長 く連なる足並みは比較的新 しく,自家用車を所有 している家 もかなbある｡三石 までは 串で

10分余,赤穂にも近 く.典型的な奥村ではな く,どちらかと言えばサ ラリ- マス化され ,都市化さ

れた部落 とV>えよう.

この ように半都 ホ化した状況の中で.我 々の調在 B的である同族 ･親族がtJlかなる鞠 をうけてい

るかを考察することは興味のあることであろう｡

(2) 同族の構成と耗能

五石の戸数 占1戸を姓別にわける壊 91215のように7-瑚 姓戸

群 と 12戸の単独戸姓にわかれる｡

この 7つの同姓戸虻 各 同族として結合す るが,その うちN株は

⑳ を総本家とするN.株 ･③ を本家 とするN2株 ･⑳を本家 とするN｡

株 ･他出家@を本家 とするN.株 にわかれているOまた.A株 もC6J'を

本家 とするAl称 ⑬を本家とするA,株 ･69を本家とするAa株 の 5

つにわかれている｡歴史的にみると.N株とA株の祖先は .ともに

新m開発のため町謁谷から移住 して きたものであるといわれているO

次に.分家/nu鼓について見ていくと.表9-2-4のように分家創設年

代比明治以前 .明治 .昭和に娘中している｡ この原凶について考え

番 号 姓 別 戸 数

1 N 20

2 A 12

5 Hi 5

4 Y 5

5 T 2

6 Ha 2

7 S 2

請不 能 N.ATo 5

袈 9- 2- 5

てみると.明治時代までは▲かなb切 州 円くだけの桝地の余裕があD.本家も分家を出すだけの経済

力があ1たものと考え られる｡ しか し.大正時代になると,限 らわた桝地を開きつ くして し.まい,本

家が分家に対して財産分与をするだけの経済力がなくな ･1た｡さ らに.それによって本家の社会的地

位もゆらぎ始めたO ところが .唯j和に去って急に 15戸もの分家を出してきたo これは近 くに工場や

会社ができて,二男三男が働 きに出かけ ,自らの力で収入を得 ることができるようにな D,独 力で分

家する者が多 く怒ったことが原田 とみ られる｡ と言うことは.本家分家関係 に本来のような経済的 ･
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社会的な身分の上下関係がみ ら

れなくなってきているので仕を

いかと考えられるが ,これにつ

いては各同族田を見ていきなが

ら調べていくことにするo

まず,五石部落の中で澱も大

きい同族団ITあるNl株 から見て

や くことにしたレh

(a)Nl扶 (㊨ .㊨ .㊥⑳5唾⑳

⑳㊥鈴①⑯⑳⑳⑲① )

総本家である⑳は.菅の威

厳を示すかのように一段高い場

所に居をかまえている｡しかし.

現在はわずかの田畑を所和 して

いるにすぎをVloそれゆえ.⑳

を総本家と認めているの比⑳と

⑳だけである｡⑳の分家は⑳と

㊨ を除けば分出年代が一世紀以

上も昔のことであD,各々の衷

姓別 本家 分 家 分 家 し た 時 代在凄分掌 ruT接分家 明治以節 明治 大正 昭 和窮1次 弟2次 20年以 前 21年以 後

NlN2-NgN一AlAgAaTHaHlNaSY 1111111111111 411ー122112111 6125l 1 5lI 5111~1 102512 1111-11 1111111

表 9- 2- 4

からも分家を出しているととから.この現株壮⑳を中心とした株 ･⑳ を中心とした株 .めを中心とし

た株 ･⑳を中心とした株と. 4つの株に分けられる｡そとで,はじめ忙⑳を本家 とする株から考察す

ることにする｡

⑳を本家 とするものは0㊨⑳⑳である.明治30年頃にな-て.姉妹であった⑳の母と⑳の母が

それぞれ華子をとって本家分家とを･,た｡しかし.二代貝の現在,⑳壮｢⑳を本家としてkt改めてい

るが.jJ'Bqとして吐認められない｣と言い.世帯主同志の年令差や個人的を感情の もつれか られ ⑳

は⑳を一応本家として認めているが.⑳仕Qを分 涙と しでは認めていない｡ しかし一首うTiでもな

く,との二人仕母方の従兄掬 志であるので.部落全般のことについて結相互を1く頼 i)にしているo

tた.分家⑳仕｢本家分家関係を焼けるの比人糊の逝であるから続けるべきである｣と述べているが.

本家は今後のことについて仕ノーコメン トである｡次に.伯和 58年忙分出 した⑬ は⑳の息子にあ

たb,家と宅地をもら-,て分家 した｡応近分家 したとともあD.相互認知妊杜っき少をされておb.

葬式 ･病気など日常生活全般につtĴて相互扶助が行なわれているa

⑳の第二分家 とみられる⑳は明治以前に分出したもので,現在仕前世帯主の未亡人が世帯主となっ

ている0本家である⑳は⑳を分家として認めているが .⑳は⑳を本家としては艶めていか へ これは

⑳の前世帯主と⑳の妻とが姉弟であD.分家したのが 100年以上も昔のことであるか ら･本家分家

の恵詠 よりも.むしろ親族昔流の方が強いからだと考え られるoさらに.⑳から分家を三戸 も出して
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図9-2-2 抹内の構成とその機能
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おり,㊥自身が分家とい う上Dも,本家という悪占抄･'大きく作用 していることも原因としてあげられ

よう｡

Q と前後して分出 した第-分家の⑳は｢⑳カ.ら分かれたと昔から言われている｣と言レゝ夜がらも⑳

を本家 として認知していない｡これに対 して.唇は⑳を分家 として認めている｡この⑳ と容の馳係を

みると,相互扶助は全 くをh oともに棟内としてiKLせる機会 も持一てい夜hoa,九も⑳ と同様.分地

年代が古いこともあけられるが ,@.自身も二戸の分家を持っているので.⑳の分家とレ･う意識がきわ

めて少なくそってレゝると考えられるCさらに.魯の世帯主は昨年寸で町会議員であD,部落の人 々か

ら尊敬されておD,⑳ よりも柾済的にも社会的にも上であることも,本家分家 とhっ7t菅許をうす く

している原田になっていると考えられるo

⑳を本家とするもの壮齢 魯◎である0秒宙比それそ寸t⑳の亡夫の父の代に分出したもので,軸 の亡

夫と紘従兄弟同志にあた る 0分家年代が比功的新 しレ､こともあって,この二戸雌 を本家として認め,

⑳ もこの二戸を分家として認知している｡この中で晒比一会社所長であE)地位 ･名誉 ･財産 ともにそ

ろってお り,本家や相分家から相談を受けることが多いoそれに,このNl株で比系園が紛失 し,なか

ったものを番が基や古い寄席をとで調べあげ幕別州 でっておb,この則係かられ 本家である⑳でさ

え認めていない⑳を総本家として認知 している｡ もう一つの分家である◎は⑳を本家 として認め.皮

対に㊧}崎 を分家として認めている｡ しかしr淵きと.O調査で｢この⑳ との関係性?｣との質問に対 し

て｢他人である｣と言い.このことからもわかるよう妃,㊧忙⑳ を本家として認める忠常がうすれて

いることが伺われる｡せた,⑳の亡夫の弟勧 ;三石-出てV､る｡⑨は相談ことがあると本家⑳をたよ

って来ておb,地助 勺にも近くであD.しばしば雀卓来 しているo次に㊨は弟である⑳を昭和9年に

宅地 ･家 ･少 しの土地を与えて分出させている｡舟山年代が新しVlこともあb相互認知ははっきbし

てかb.相互扶助もよくをされている｡ しかし,この相互幽係は棟内酪係というよbも.むしろ兄弟

爾係による扶助であることは否定でき夜hoいずれにしても本家⑳を中心にして農薬の手伝いから葬

式 ･婚礼まで よく相互扶助がなされて卦b.かを9団結 していると考えられる.しかし,この団結の

中には本家砂の力もさることながら,この町の有力者である分家⑳の力が大きく影響していることは

首うまでもなV,0

¢lを本家とするものは⑳王ら⑳①であるD本家である敏は分家⑳の弟にあた b.本家のあとを継ぐた

め雌 子に来たものである｡⑲⑯⑳㊨②はすべて各々の父が兄弟にあたるn 歯 ⑳ 仕近くの会社に勤め

てわb.会社中心であって,本家や相分家に枚助や相談をもちかけた9,もちかけられたりすること

はほとんどなVb ただ し.⑳ と亀lrl兄弟なので.本家分家といった関係でよbも兄弟関係で援助や相

談を行なってレ､る｡また⑯は婚礼,葬式.病気の噂に本家分家が相互に助け合うが .｢ここ2･5年

は近くに居てもあまb助けてもらうこともなかった し.壊助を求めて来 る人 もいない｣と述べている｡

そして特に折りにできる人も｢レ､ない｣と答えることが ら⑬と画の間の惣級結うすれているといえよ

ラ.①は分家 して町内に出ているが葬式 ･法Sなとには往 き来があるoここで.本家である各の今後

の分家との鮒係 については｢血がうす くを1ても続けていくの紘全くむだである｣と述べ,本家分家

馳係壮やめる態度を示している｡また,分家⑳ も｢自#.忙消淑するからやめる｣と答えている｡これ
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に対して｢自分の生きている限恒は続ける｣とか｢人のつ夜が Dがあった方がよいから続ける｣と消

極的75:が ら続けると答える分家もあD.この株の幽係qj:,あと一代ぐらいまでで,しだいに忘れさら

れる可能性が強い,しかし.⑳を除 く各家で年忌法要や吉凶の時には一同に集まっておD.現在のこ

の株結合をつなぐきず72とそっていることは注目田所することである｡

⑳を本家とするのは⑳⑤である｡⑳の父が長軌 由の事の父が二男,⑤の妻の父が三男 と親同志が

兄弟という的係にあD.本家分家の相互認知は忙っきbなされてVlるO日常の交際について,分家の

⑳総｢本家に援助を与えることは少ない｣と言い,⑤は｢相談ととがあったらする｣という消極的な

ものであb,本家の方もあまb扶助を求めていない｡と言うの も(亘め の世帯主は柵 子であD,舶D

にでき/相談することがで きる人として.世帯主の兄弟をあげることか らも.⑳由⑤の交際の深さが

想悌できるであろうD換言すれば.⑳⑤の妻の従兄弟(⑳他姓の⑥⑨⑨ )が部落内にいるから.部落

内()⊂とがらや座業経営などについては援助を与えたb求めた bする場合はあるが.重要を相談ごと

は世帯主の肉親を頼Dにしているoまた.⑳雷の世帯主は共に町内の耐火 レンガ会社や鉄工所へ勧め

ているので,日常の往 き来が少なく.考え方も合理化 してさてか D.相互間はフ ラットをものになっ

ている. しかし.本家分家関係については由 も⑤ も共に｢近 くに居るか ら｣とか｢この土地VC居る限

b続けるよbほかをい｣と雷い,本家歯も｢続ける｣つもbらしく,並視はしていないが,昔からの

習慣 として今後も続けていくつもbのようであるo

以上,Nl株をみたわけであるが.この株の柵戎規模は最も大きく.相互間の認知も比叡的はっきり

したもので紘あるが .株内部をみてい くと細分化 してお9,枚意識もしだいにうすれてきているのが

現状である｡

(b)N2珠〔③ ⑲ 〕

今から約 25 0年程前に,先祖が関谷から移住してきたものといわれ.③が本家で,姉御 8年に

宅地を少し与え弟の也を分家させた｡⑲は典薬を全 く行をってお らず会社員ではあるが,この二戸は

先述の通 b本家分家関係 と同時に兄弟関係であ9,盤繋期やその他どんな場合でも助け合ってかb.

親密を結びつきを示 している｡

(C) N,#晒 @j

自ら本家であると称している⑳は,明治以前に関谷から移住して来たものと言われているOしか

し,⑳は｢⑳の祖父の方が兄にあたるし,近所の人 も⑬が本家だというが,凱 こちらが本家になっ

ている｣と言い.どちらが本当の本家であるか明らかでない.菱'hせいで仕あるが.⑳は本家であD,

⑳が分家であると主張しているoこれに対して.⑳は明治28年に現在の場所に来たもので,単独戸

であb,本家としてで壮なく棟内として⑳をあげているにすぎない｡わずかに三代の年月で本家分家

関係が うすれてさておb,｢本家分家関係 も代が変ったし.この習慣仕昔のことだか らやめる｣とい

う⑳の言葉は.この株の現在の姿を帝D.将来の漆を示 しているO

(a) N一株〔④⑪② 〕

本家である㊤は現在隣Dの町に住んで卦D,⑪の父の兄にあたるo⑬か父は昭和 8年に分家した

が.その際,新薬のための材木を与えられたにすぎないO⑪虻現在葛会社へ勤務 しておD.般薬忙全
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くしていない.宙の弟が②であ9,2 ･5年前に分家して部落内に居住しているが,やはb投薬はし

てか らず,㊥ 会社へ勤めてV,るOとの三戸はそれぞれ本家分家醐係を認めているが,分家⑪からみる

と②仕二親乳 本家の㊦吐三親串で鼻b親族意識が載いととがわかる｡ また.この三戸虻それぞれ

援助や相談し合っているし.富凶 ･年忌法要には一同が集まってj>b株の機能も充分果 しているD特

佗,⑪ と②は近 くに住み,同じ会社勤めなので話も上(合い.よく往き来ヒているo今後の本家分家

関係について.⑪qi｢ひ とDでも心安 くつき合ってもらいたいから｣続けてい くと述べてVlるが,こ

のことは香典やお祝いのやbとDについて,棟内と叔軒とに区別がをいことからも伺われるOちをみ

に棟内として伽 ⑳⑳昏⑳をあげるが . この掴戸は親薪関係にあたるととを示 しておきたVIo

次に,N株の次に大きいA株について調べていくれ その中で,せず.⑥を本家 とするA一株 から

戟.i)あげてみようo

(a) A.株 〔餌 ⑨⑳ 〕

この株の先祖はN.株 と同様 .関谷から来7tと言 われてしっる｡明治以前に第一分家⑧が本家⑥か

ら分出してか_b.双方比共に本家分家隣保を認め.辞式 ･年忌法曹から日常の相互扶助-tで緊密に行

なわれているO次に.明治4 5年に⑧の祖父の弟骨が分出した｡⑨は⑧を本家 として認めているが,

本家であるはずの頓)雌 めてはいなho⑨の現LB-葡圭は未亡人であD.法串や葬式に仕他の棟内 とと

もに紫まb頚勅を果している｡ しか し.子どもが大きくなってを b日常のことVj:彼 らに相談 している

のが現状であるoつまD.公叶のことは形式的に本条や相分家に相談するのであ 9. とのE_とは｢本

家とは近所で もあD.つき合いはきれいにし75ければなら75:い｣という⑨のことばから理解できるで

あろうOさらに,昭和 5年に⑳ (硯世帯主の父の代 )が分出したO本家分家の相互故知ははっきbな

されて去.b.日常のことから葬式 ･特礼にいたるまで柴野に行なわれている｡ここで,Al株の横 の

関係をみてVlくと,⑥⑧呑吐従兄弟同志の鮒係VE卓Ll,⑨Id他家から来た他人であることから,他の

三戸との結びつきが5すくを･,lているものと思われる.つtb.⑥⑧⑳壮株内という系頭的なつ表が

り以上に漉し′､血縁関係で離 れているといえ上うd

(I)A2# [@@@ ]

この株の本家比率であ り.亡夫は若レ､頃大阪-出ていたが,終戦後故郷に帰･1て来たものである｡

⑮の第-分寮である⑳kt,今から約 15口早擬せえに.少しの田と家屋 ･土地 をもらって分家 したも

ので.現在でも分家できたの仕本家のおかげと感曲 している0本家分家の相互認知V:i壮っきb左巷れ

ているが.棟内一同が銀するとか,本家分家 としての相互扶助仕全く行凌われていをhoただ,葬式

時にかいてのみ本家であるから.･また.分家であるからと冒→て香典の多少があるだけであるO壮1

きbとした相互認知吐あるものの.分家⑬杜｢本来分家 といっても隣 b同志のつき合いとい う上ペだ

けの交際はするが ,お互いに他人が入--て血が うす くなるから｣とか｢子どもが蘇婚すると,そちら

の方が歪点的になって.本家分家といった古い交際はしない｣という考えをもってかD,将来仕との

古い交際をやめるつもDでいる｡ これに対 して.本家である⑳ も｢相手に他人がつレ､て.うすくなっ

ていくから相互扶助JP相談は しをい｣とか｢鎧済的把ゆとDがあるし,自分でやっていける｣という

考えから.分家⑳との交際壮だんだんにやめていくつもbである｡こと⑳の掛合.三男である⑬が分
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家して近くに住んでいるし,長男の⑥が近接町村に居るので,飽某所やその他の相談とと ･援助比す

べて子どもにするし.亡夫の妹が近くの⑳に嫁いでV}るため,ペつに古い分家の⑳を煩b忙しなくて

もよいわけであるD この株 ももはや消滅寸前であD.古い棟内 よbも新 しい株内.さらVCは棟内よD

も血縁馳係-と移 b変わってきている｢

(盟) A3株 〔㊥⑳ ⑳〕

本家結節であ9 .大正 5年,現世帯主の父の代に同部落の上組から新築して,下組-移･1て来た0

6TTr比現在後継 ぎとして二女に蛍子をとってお b,長女にも雀子 をとって昭和 28年に分家6.させ ,同

部幕内に住まわせている. しかし.分家する際の財産分与として,わずかに田を一反礎もらったたけ

で.しかも分出する前にある程度の資産を持っていたので.本家分家の周比フラットを関係となって

いる｡鴎は◎ 会社-勤めておb,所有している田は必襲並だけつ くっているD小規模 ゆえに般磯臭は

ほとんど持っておらず,田植えや稲刈 b虻お金を出して他人に来てもらった D .@把手伝1てもらっ

てかD .虚業経営面での双方の結びつきは強いD妻同志が姉妹であるため,ほとんど毎日行き来 して

かb,日用品の貸借から留守番まで相互に助け合っているoこの点で@,と母の幽係比本家分家 という

よbも血緑関係とみた方が妥当であろうoさらに,娘も煉りになる人として節は惨 と後で述べる弟の

毎をあげ ,宙は㊥をあげるなど血縁蔑視の傾向がはっきb打ち出されているD次に.⑳結昭和 16年

に兄である宙71から分出したが.分出する前から自活していたために.本家に対 して特別そ感情仕持っ

ておらず.たた近くに住んでいるし兄弟でもあるからといった7ラットな幽係から相互族助を行なっ

ているにすき175:い｡今後の本家との関係について,¢⑳仕共に｢本家に先祖を祭ってあるから.たて

7fつる気特である｣o この株 も敵い血縁によって結ばれていることは否定できないo

以上三つの株に分れているA株についてみてきたわけであるが.この株も傑恋敵が うす らいできて

かb,新 しい坊の附係が重視されてきていることはN株と同様である｡

(h) T株 〔⑭ QS,〕

明治初年に先祖が吉永から移住 して来たもので,本家⑭比弟である⑮に日用品の分与たけで伯和

2 6年に分家させているo Lかし.分家する前の三年間吐兄に季 ってもらっている関係もあ39.生活

できるのは本家のおかげであると感謝 しているOもちろん本家分家の｣塩 認知仕あb,経済面か ら屋

根ふきまで相互の援助壮緊密であるO とくに,曲薬経営について牡鹿機具の共同使用が多 く.家も隣

同志で常に往き来してかb .先祖添わ･年忌法要など兄弟が助け合って行なっている｡今後の関係に

ついて本家の⑭は ｢本家分家とい1た関係で紘貴 く ,人胤としての関係で続けていくつもbでいる｣

し.⑮比｢兄弟二人たけだか ら｣続けていくと言い,本家分家関係を否定 し.血練幽係を打ち出して

いる｡また.⑯⑮は棟内として租互の他に,N2株の二戸をあげているが.これらは母方の遠縁になる

ものであb,この家々との交際仕あいさつ程度の ものである. もちろん本来棟内によって営まれる先

祖祭Dにも全く参加していをい｡

(i) fla株 〔⑰ ⑳ 〕

先祖が明治以前に.この部落に移住してきたと言われているが.前居住地がどこであるのか明ら

かで扱なVt,現在では本家⑰仕弟が継 ぎ,兄の多が分家のかたちをとっているOこれは長男が本家を
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相続 し.二男である⑳が昭和 ld年に田を一反 ･宅地 ･家屋をもらって分家 したのであるが,長男が

峨柁したことから三男である⑰が長男のあとを触いたのである.兄弟関係てあることから日常の援助

や相談ととなとも緊密を相互扶助がなされて卦LJ.もちろん本家分家 としての相互認知も明確に夜さ

れているo LかL,社会的にも経書削杓にも.現在町会議員をしている砂が上であD.相互の関係はフ

ラット夜ものではないが.今後も本家分家としての櫓互扶助の柏神で関係を拭けていくようであるO

(a) m 株 〔⑳⑳⑳⑳㊨昏 〕

総本家は⑳であるO明治以前忙毎を分出し.哲と歯 との本分蒙の相互認知はなされている｡ しか

しこの二軒は世帯主同志の性質が争わないため放助とか相談Qj:付とんど行をわれていない｡ただ人側

の道として本分家別保は今後も続けるべきであると考えている.魯畦また昭和 52年に弟の⑳を分出

した0分出年代が新 しV､ので,本分家の相互艶知は立言れて卦 9,お互いに兄弟なので留守番 ･子守

少から虚業にいたるtで緊縛に扶助が行なわれてtJ～るoめの直接分家である⑳は⑳診⑬ という分家を

も11ているO⑳とは本分家としての相互認知はなされているが,㊤⑳とは,なされていない｡ただ⑳

の世帯主の母壮｢明治初年把毎から分家したから密は本家である｣と述べているo④壮⑬ と兄弟であ

b近 くの町に出ているO⑳忙分家に対 してr捉節約に官位にた1'ているか ら.分家から援助を受け食

い｣とVlう考えをも-'ておD,⑳仕をEJC対して経済面から葬式 ･癖無の時にいたるまで援助を求めて

いるoこの点か ら言えば.本家は分家Ibも上位にあり,7ラットを関係とは言えたhoまた.⑬総

本家に壮梗助を求めず,④や姉妹を触れにしているoさらに今後について.本家⑳比｢他人が入って

うす く･なるから本家分家関係vj:やめるべきだ｣と主俵するが ,他の家々は消極的ながらもう一応この

関係を続けるつもbでいるQここで,⑳お密⑳の特忙岨bKできる人として,それぞれ塊栢 ･妻の兄

弟 ･世帯主の兄弟と血縁の練い人をあげているださナで,棟内としての家比全 くあげられていなho以

上から,_ql株も株としての蛍を矢をいつつあることが 伺えるo

(i) Na株 〔¢㊨ 〕

明治55年に備前町から移任してきた,番 と㊨kL-兄弟で.⑰が昭和 21年に分家 LたO この分家

をする際,田を占畝軽もら-,たが.分家する前か ら自分で働 らいていたので,別に本家のおかけで独

立できたとは思っていなhoただ本分蒙関係については相互認知がなされているが,㊨は肉親である

から続けるつも9で奉るのに対して.Cr壮｢終始するととにエ_～,他人が入って来るか ら今後杜椀け

ない｣と否恵的な態度をとっているO相互の捷助棚 を迎える時や葬式 とし11た.お卦やけのことだ

けで.か射こ相談 ととや援助を望むことがあっても.手相 王ある軽度一人前になってLnるので,班等

忙している｡ただ し兄弟であるから両親などの年忌法要や先祖祭D.盈 ･彼津など拙娃せって行なっ

ている｡

用 S株 〔⑪ ⑳ 〕

本家紘㊨で,先祖が明治以前に書永から移住 して来たO⑳腔三代前の明治 20年に二男が分家し

てできた家である｡ この二戸は相互に本家分度胸俵を改めてか 少.葬式 ･婚礼 .座薬経営なども｣碇

に助け合っている｡家が近くであ9.世借主同志カリtに蹄女子であるとい5Iir桁から,お互いを軌b

忙し合-,てお り,今後は本家分家という脚係てをく.親しい家 として.わりきった関係を結ぶつもb
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でいるO

(nB Y株 〔(至境)⑳⑳ 〕

本家酎 也部落¢兎)である,⑳の曾祖父の時代に鋤 ▲ら分家 した｡次に⑳から祖父の弟が明治 41

年に分家 した(㊨ )oそして⑳から世苛立の弟が昭和 15年に分家 した (㊨ )oせず⑳ 紘㊤を本家

として認めておD,経済面か ら婚礼 ･辿範にV,たるまで緊密に相互穫助 がなされてVlるo Lかし⑳壮

⑳ を分家としては認めていない.これに対 して⑳は⑳ を本家として認めている｡この⑳⑳壮葬式以外

比他人と同様の関係であるDまた⑳と⑳仕分出年代が新 しく.はっきDと相互認知がをされている｡

相互族助については｢あらたまって手伝いをすることは7iく.兄弟だから困って-I,ることがあれば助

け合うのはあたbまえ｣と,血鰍 J係の意紙が抜く働らいている｡｢また.⑳⑳ とG)は従兄弟朗係.㊤

と母は叔父 ･堺の関係にあたi).潰い血級関係で結ばれている｡しかし,⑳ と⑳⑳吐日常の往き来は

少なく,相談ととや援助についても相互扶助仕行なっていない｡わずかに青さtの時だけ棟内一同が柴

せるだけで,⑳◎ と⑳⑳と仕交際面 においても分裂が生じているのが現状であるo

ここでA株には:先述の他に⑦㊨の二戸があることを付け加わえかは在らないoLかし.それぞれの

世帯主が｢親や祖父母が早く死別したので.どこが本家で分家であるかはっきDLをい｣と言い,罪

譜的にもうまく結びつかをい｡ただし.この二戸とA軌 は親族関係にあるO

以上みてきた 15の同族団が,この五石部港の基礎的な縦 単位となっている｡

次に,同族機能について考えていくのであるが,その前に,この母港 にかける｢同族意識｣につい

て触れてあかねば怒らない｡｢まず,同族の意味をはっきb理解し.正しくあげている家壮 60戸中わ

ずか 15戸であD.同族と親族を混乱している傾向が滋い｡と言 うのは.｢お宅の棟内を全部あげて

下さい｣とい う質問に対して.萎方一親等が二戸.同二親等が八戸,同三親等が 25戸,同姓l親等が

5戸,袖母方三親等が三戸と.実際には親族 として取bあげられるべき輩方 ･母方･裡母方までが棟

内としてあげられている｡また,ひどいのに怒ると.夫の会社の同僚を｢親顛づき合いをしている｣

といって棟内としてあげている家もあるOこのように同族が親族典団化 している｡｢また.各棟におV,

ては.古い系諸関係との交際結うす く,比較的新しい年代に分出した家 とか,古 くても血縁関係が淡

い分家との交際が深くをされているO

このため ,かをb緊密に相互扶助が行なわれている株をとbあげてみて も.｢駿に本家JP分家といっ

た考え よDも,親 ･兄弟-従兄弟といった血掬的悪旅の方が強 くあらわれているoではとの部落で夜

ぜ同族悪報が軽 く怒ったのであろうかO この理由として二つのことが考えられる｡ まずその一つとし

て.同町には多数の耐火レ/ガ会社.その原料の鉱山があD.そこで触 らいている人々は他の人の助

けを借bなくても.自分の力で生活することができるという考えをもっているからであるo二つめの

理由はl外部 との接触がさかんに行なわれるため.血緑の薄い棟内よDも.血の濃い親族や棟内を東

胡する考えが出は じめたことである｡

各棟はさせさま夜射 臼を示しているものの,共通 して言えることは株 内意織が消滅 しつつあるとい

うことである｡しか し.わずかでも本家分家という意識を残している要田の中に.同族本来の持つ機

能がいくらかでも残っていることを示 しているのではをいたろうれ その志床で撒能を見ていくこと
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比怒轟のあることであるoLかし,残念ながら今 日の五石部落において.同族だけが担 う機能ははっ

きりみられないD先祖祭や氏神群仕ほとんど行食われてhないし,金や彼岸の往き来 も少なくなった｡

ただ.年忌法賓とか吉凶の場合.一部の棟内が染まるが. これも血縁の敵い.日常親 しく在車乗 して

いる棟内の慨たけで行食われているにすぎをtJl｡また.政敵 ･巧＼祝儀もJPbとbkl行なわれてはいる

が,金額とか品物に関 して吐株内と親族とのr榊こ追払あまbみ られをV,｡コイとかテマガエソといわ

れる労働交換も棟内同志で行なうとは限らず.近所の人とやる幌向を示 しているo

以上か らもわかるように,わずかに期待 していた向族の機能も成って結か らす,父か ら息子.息子

から孫へ と伝えられた棟内意識も見通 しの暗い ものとなっているDしかし,その消滅の中に.新しい

血撮としへう珊 を生み出す車乗を含んでLrlたこと吐否定できをいa,とであるD

(3) 組について

玉石部落は.五石川を境にして上 ･中 ･下の三つの組に分けられている｡一般紅組と紘地城的忙近

い家を区分してつくられて卦9.部落行]一･村仕iiをする場合.一つの集団として役割を果すもので

ある｡そこで組組織をもっともはっきb衷わす もC_,としで葬娘の際の組の横鰭をみていく.例えば不

幸があった場合.立替を役割Dを果すの仕会社親臨の人力喪 家の同族であるOそして.その組の人々

は米 5台と香典又は品物を持参する樫度で.特把親しくない限 b直接役割には参加 しないのが習依 と

なっている｡ もちろん,他の姐の人も香典を稗参した b.見送DをするたけであるO香典の金額比組

を問わず全戸が平均して2- 500円程度であるが,親族とか親しレゝ棟内の場合には多少多 くなるD

このように,弊脇の際に地も明確l/Cみられる役割分担 ･相互扶助は, この部落で紘仕っき9してVlを

レヽ.､

次に労働交換であるが.一年中で巌 も忙かしVlu]砲えや帝刈 bの時によく行なわれているOこれも

組単位で行なっている家はをく.ある組の人が他の組の人 と交換で行なってhる解合が多 くみられる｡

また,他部落の方から1日 1,000円程度で手伝いに来てもらってL,,る豪もあb,日数按 1- 2日雇

度である｡

このように.この五石部落は同族とか阻組抱は残一,て比いるが .それらは本来の姿を失たい,その

姿さえ消滅 しつつあるのが袋状であb.新しLn『加洗』という関係が大きくクE,-ズアップされでき

てレ､る｡

(井 上 啓 菓 )

2 親族の範囲と分布

親族は,血縁と婚姻によって関係づけ ら九,元来,特定の個人を中心に一定の広が りを示す世代的

な幽係である｡実際に故地する面で比,｢家｣を単位とし.その範囲も社会的を規制を受けざるを得

ないが,親族の個別性とUrlうこと壮変わらず ,そこ把に,ある硬度個人の選択の余地を残 している｡

起世代的な家の系帝関係に盛づ き,それ故,必肘 '･Jに形式的.繊礼的夜性格を持つ同族 と異なって,

親族舵そこに感帖的軌合をその解合の契機とし5るOそのような性格を持つ親族は,同族が 峨後の

近代的な家族制度の没透,親族関係とむ露硬等H:エ_～,殻早過去の存在として,その姿を消失しつつ
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ある五石部落において,村人の生活にいかなる意味を持つものであろうか｡以下..当部落における親

族の柵戊と機能について考察 していきたい｡

玉石部落の持つ.現実レこ往来のある親族は,総数 775戸,一戸平均にして 15･1戸と夜D, これ

紘.県内でも他の地峡における平均を多少上回っている｡

地域別 に分布を見ると一そのうち50.8%が部港内に.以下 近接町村 (20･5eu),県内 (15占

% ).近接部落 (ll.ア% ).両腕外 (10･5% ).兵価 県内 (8･4勿 ),町内(4･795)の順とな

るn部落内親族の多いことが当部落のひとつの特徴であるが,これは.前項で見てきた如く.これま

で明治から昭和にかけて,比較的近Ln時代VCJr原調に分家創出がをされてきたことによる｡ しか し, こ

れら部落内親族をのぞけば,近接町村.さらに県内.県外と比磯的広い範囲に分布 しているとも貰え

るa周囲を山で囲まれをがらも,鉱山町として早 くから開けた三石に近 く交通の健に恵まれているた

めてあろう｡町内の親族が少ないのは.三石町の中央部に,五石部落に近接してIul一内の集落のほ とん

どが躯せっておD,分類の都合上それらを近接部落 として取 b扱ったためであるO

次に,親等別では.たいたい4親等の従兄弟姉妹までの親族との雀乗が多 く,血族の内480戸,

姻族の 185戸がそうであb.全体で綻.全親族の 8dFuを4親等以内の親族が占めている｡ この点

に駄Iして仕,血族 と姻族の閲にそう大きいひらき杜をhoこのあたDで親族の枠を画するのが｢艇の

ようだOその点, 占親等以内の血族 .5親等以内の姻族を親族 として規定する現行の民法払.突際の

生活の中に生きている習俗を反映 したものではないO

血族と姻族のlllrJの差は,共に4親等までの親族が中心になるという点において,さらに人々の恋敵

の上でも,それほど大 きいものではをい｡ しかし,その絶対数を見ると,姻族 200戸に対 して.血

族仕 570戸であD.血族が旺到的に多いOさらに,血族の中でも,特に父方親族の占める比誼が大

きく. 425戸,その比率は全親族数の 54･8蕗に達 している｡この番綻.｢家｣制度の下で,日本

の社会に深 く根ざした父系直視の残存と見ることができるO

ところで.部落外の親族は, 4親等をその布巨廟の枠 として,5親等あたDから大きく減少し交際が

なくなっているのに対して,部落内においては, ム親等以下の古い親鵜 とも多く交際が保たれている｡

それと対応して∴･':]':識の上でも.部落外に住む親族 とはせいぜい4親等の従兄弟姉妹までで交際をや

めたいとするが,部落内の親族とは ム親等,さらにそれ以上の親族 とも交際を続けていきたいとして.

部落内の親族 と部港外に住む親陳との閲に区別をつけるものがほとんどである｡部落内の耕族 とは永

久につきあっていきたいとするものも9戸を数えた｡地域的に近いということは,遠 くの親深 よDも

多く,親族としての役割を果たし得ること.ぜた,しばしば面接の枚会をもち,感情の交流 も成 Dた

ちやすいということが考えられる.親等のみならず.居住地の遠近もまた.親族の範囲を画する鑑要を

条件のひとつ と言えるであろう｡

さて.これらの親族吐実際にどのように機能しているであろうか｡次に,その機能を,現在の村落

生活に即して一般に考えられる14の親族交際の項目の中に見ていきたいO

せず,経済面での援助協力は,親族交際の中でも特にインフォーマルなものであるが , この軸にお

いて親族の果たす役割はきわめて少なく,行く- 7占戸,来る-90戸となっている.これ帆 全貌
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族数の 10卵 打後を示す戸数に過ぎないOそして,その交際範囲は.部落外で壮 1･2親等のこく近

親の闇においてのみ,部落内親族でも4親等までの親族 との交際である｡問題が問題だけ)/E親しい近

親ということがこの交際の条件となっているようだQ

搬薬面での援助協力も,経済上の援助協力をわずかに上回る極度にすきザ .それ程頻繁な往来では

ない｡ しかし,その交際の相手軌 半数以上が剖港内の親族と希っているO経営規模が小 さく.近隣

や部落内親政の慨での互助で1日d=あうのでめろう.虚業面での交際札 親等 よDも居住地の近いこと

が問題 となる｡

同様に親族間の互助であるが.農策#.営面や挫折面での交際 と異75:って.その範師も親等.地域に

かかわらず比較的広L̂範囲に渡っているのが腺 のさ.Lnの援助協力である｡それに対応 して,その交

際戸数 も.行く- 556戸,来る- 552戸とかをDの数を示している｡ この面における互助吐親族

交際の中でも韮嬰そものであ9,親族の叔理としてうけとめる習慣が,また強く残〔ているようである0

度椎茸の協力も.辿集のさいの協力と類似 した内容をもつものであるけれとも,その交際親族の範
囲は槌其のときよb幾分せばまD.その戸数 も.行 く- 170戸,来る- 158戸と少な くなるOこ

れ比.部落内にほとんど箪華の尾根が残-ていないこと関迎を持っているo

さて,年中行部に伴走う交際であるが.現在.五石部落にかけるその主なものとしては,正月,盆 ,

秋無力の交際があげられ る｡ しかし,その参加の程鑑札 正 月(行1 1占7戸.栄- 215戸),盆

(行- 175戸.莱-224戸 ),秋祭b (行- 171戸.莱 -222戸 )と,いずれも20- 50感

程度の親族との行き来にとどせっておD.それ程政事を交際場面とはなってい75:いO交際の当主15着は

主として 1･2親等の親子兄弟である｡

これらの年中行Ifl;I;紘.かつては重要を親族交際として形式化,慣習化された行邸であったが,近年

では一般の傾向として.したvlに簡略化され,ごく内輪での交際の場面となってきている上うだ｡

般後に香凶時の交際についてみていこうO吉凶時の交際は.いわば.家族負の変動に伴をうものでー

あるだけに.葬儀.婚礼.法-'J'I,病気見舞と,いずれも大多数の親族を動貞しているOたた.出産に
伴をう訪問や贈答は,(行-272戸.莱-242戸 )と,他の吉凶時の交際に比べて交際親族数仕

減少 し.その交際の相手も近親の者と部落内親族にいくらかかたよDを示 しているo Lかし,共にこ

れ ら吉凶時の交際に卦tnて蛭親族幾世としてのうけとめ方が強く残っているよう札 その内で も特に

抑儀のさいの弔問は.一般に,必ず 巣たきそ くではならない親族脚の題理とされ,親族交際の指億 と

も貰われるOところが.石石部港 における辞儀のさいの交際親族教は (行-614戸.来一 占28戸)

であD,他のどの交際よDも最多数の親族と往来がをされてはいるが.それが全親族敬の中で占める

割合を見ると80.5蕗にとどまっている. しか し.それを親等別に見ると,比較的近親の親族間での

参加度が少なくなっているととから,このようを数値がでたこと蛇.あくまで可能性としての交際も

含めるということを徹底させなかった私達の調査上の不備によるものと考えられる.そ らに,Ⅳ親等

以上の親族との葬儀のさいの往来は92啓に及んでおD.そのことからみて,当部渚においても.罪

儀の盲lJへの交際の如何がそのまま親族の亀園を面するもの と考えても娯Dで仕ないと思われるo

以上.当部節における親族の機能と,その参加程度を見てきた｡親族交際は,その内容によってそ

れを支える条件を異にする｡親等.居住地のどちらか一方の彩管を大きくうけることもあ9.あるレ､は.

その 2つに醐係 浸く,いわゆる親族の義理 として自発的を参加を効率される場合もあるOそれれ 吉凶

時.特に葬儀のさいの交際である｡しか し.それ ら,義理として働く交際はii/くまで鰍寺非常の場合で

あって.村人の巽際の生活の上に親族として魂要な戯憶を果たすのは.とく近親と部落内親族であるD

これら親族交際に卦いては.血族と姻族の閲にそう違いは見 られない｡

また,-鮫に親族交際は蓑 9-2-5に も 見 られるように.とちらかの一一方 的 を交際 に 終 わる
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こ とは な く ,ほ とん どのせ 合 ,相 互 鯨力 ,相互交 際 とい う形 を とる｡ 対等 の背 馳

が 親 族 閲 に強 く働 L̂ て い る と思 われ るo た だ .年 中 行事 に伴 を う交際 につ い て は

そ の よう夜傾 向 を示 して IJl夜いが , これ は ,そ れ らの交 際 にお LJlて は ,車型 と し

ての家と家との交際から ,親子 .兄弟という近親の .他人関係的な交際に変わbつつあること示すも

のと考えられるoまた ,居住地の分取というととも関係がある｡ (臼 F 裕 葡 )

次に家族員の原も行きやすい親しい親輔を餅べてみると世帯主の兄弟 (95名 ).輩の兄弟 で64

名),嚢の父母 (41名),世帯主の子供 (55名).世帯主の父母 (19名 )の順になっておD,

父方の親類が愚も行きやすく親しLl相手として 18 7者からあげられて トップに来ITいる∩ついで襲

方 (115名) 母方(2 8名),祖母方(1 1名).嫁方 (.o名),婿方(7名)となっているo

これは親類の親等別分布の中で父方が半分以上〔 5 9 1%)を占め ,父系重視がみられたことからも

うなづけられる結果であろう｡しかし,妥方は親等別分布の中では 20.8%しか占めていなかった

の忙対し,ここでは 556名中 115名で 55_6% も占めているのは荘目してよい点だと思われる.

この婁方の中では妻の父母 ,賓の兄弟の兄弟を合わせたいわわる ｢喪の爽家｣が圧倒的で ,輩 はもち

ろん ,世帯主も父方の次に上げ .子供も父方と卜.'●じfi!tの割合で訪問し申すLO親しい相手としてあげて

Lnる.

ところで舟近の近代社会では .主婦が課族交際の中心として働き ,交際船蝕も主婦Z)社交性t̂かん

に上って大きく左右されるといわれそのように7kbつつある｡この五石部落でも ,もつと近代化が進

めばこの表とは逆に肇の方が世帯主よりも頻繁に親族に足を選ぶであろうし,そうすれ噂 の爽家も

親族の中で最 も親しく.娘も近L̂家に表bうるであろうO

ところで子供を澱もよく可愛がつてくれる巌族では .世帯主の兄弟 (4d名 ),要の父母 (40名

),妻の兄弟 (22名),牡帯主の父母(12名)荘川胆に上げ られてお り,子供が長も行きやすLn親

しい親類として上げていたILtEl位とだいたい同じITあるOそして子供の中でも長男 ,長女がよく可変が

られてお り,長男は:特にその家の後継ぎとされ{いるためか蚊もよく可変がられている.ここにも家

の系諸関係を重野硯する-面がのぞいていると育ってよい.

最後に部落内 ,あるいはそれ以上の範蝕で日常みられる近所交際において ,同族 .父方 ,要方の顛

演 ,組(他人 )がどのように縮みあい ,どんな機稚i･遡行しているかを取 b上げ検討していせたい｡

9-2-9蓑 は,｢親しい従車｣ ,(2)｢物の貸借｣ ,(5)｢女鹿具と牛の貸借｣ ,(4旗 緊腕の侍の手伝

い｣ .(5)｢急用の時の手伝い｣ .(a)｢労働交換｣.(7日簡儀 .不祝儀以外のや りとbJ･(8)｢頼りに

できる家｣ ,(9)｢締りにされる家｣についての零間の絵巣を社会鍋係別 ,地域別に整理 したものであ

る.まず ｢親しい往来｣では ,部落内が圧倒的に多 く ,親族と組内の人 (他人 )がほぼ同率であるo

他人とは五石部落を 上 .中 ,LF一組に分け ,自分の家 と同じ線内の人のことを冒っているO親族の中で

も父方などの血族との往来が大多数で凄方 ,媛方7tどの筏栄壮少夜い.

ところが 円勿の貸借｣の場合になろと,同族が多くなつできて ,しかも貸借の相手壮すべで部落内

に限られている｡貸借される物としては日用品や小道具 .食料品 .それに冠婚葬祭時の接待拾具らが

上げられてLnて ,同質的な生活を営んでいるため相互拝借が主であある.しかし最近は各家がみ凌潜

まれるように夜D,あまb貸し借 9はみられなくなってきている.
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農機具と牛の貸借にいたると .ほとんど皆無といってよVlo牛にいたっては全然なく･農機具も最

近は各家がそれぞれ必要な機具を備えるようになってきたo

鼻緊湖の時の手伝L̂では親族 d9名(うちru-懐 15名),他人 26名となり,親族の中でも父方親

族 (5占名)が妻方親族(8名)をかなb上回っていて父系盃視の傾向がみられる｡部落外にかいて

も少数ずつ上げられていて臨力している｡

急用ができた際の無理なたのみとしては ,他人よb血のかよつた親族が第 1に上げられており,部

落外Z)占める比率もかなり高 くなってきている｡ しか し急病人ができた時とか ,留守をたのむなどの

似合もあるため ,凄方よりも部落PSに多くを占める父方GrD親族の方が大多数を占めている.

労働交換のエイにつLOでは ,この五石部落ではあせりみられなく.してL̂でも田柄の蒔Z)相互援助

が主である｡作付面田もそうとぴぬけて多い家 も夜く,EEI橋は一様に務めてL̂る人も休みをとってす

るので援助を受けたD,捷供したりする必要 もなL̂のであうう｡交際する際にも部落内の父方親族と

が主とたっている,

祝由 ,不祝儀以外のやりとりでは .親族 ,他人 ,l可族の順となっているが他人との結びつきが栽族

と変らぬたど強く表われてきている.このやりとりでは具体的にはお土産や御ち走などのおすそ分け

であるため ､両隣Dの家とか前後の家の間で殆んど行なっているためにこんな結果がでたのであろう｡

何かと相談したり頼 りKでせる家 として 5人ほど上げてもらった中では ,やはり父方親族が圧倒的

に多く,それも部落内外を問わず ,父方の Il親等が蚤も多くの人から上げられている｡その内容 も

金銭的を面が多くを占め ,結婚 ,家の建築 ,仕串の面 ,子供の乱収 ,家庭問題 らの重要71･問題などで

あるため ,境も濃い親族が頼 りにされるのであろうO他人にいたってはほとんど少なくなっている｡

逆に頼 りにされる家としてはやは り前のとItiE様父力親族か多 く,そのうちでもIIl親等からたよD

にされている｡内容も前の場合とほとんど変っていない｡こ こでは親族の地域的分布エDも親等別分

布が重要視されている｡

今までしたことからわかるように家庭的又は経済的夜間鞄らの重要な時には親族が圧倒的に高い割

合を示 しているが ,その他では身近かなことを必要条件とすることから,他人 ,同様らがIAtめられて

いる｡同族につL̂ては全く親族的係にあるため ,親族 ,他人 はど重要な意味を持っていないようだ｡

(粟 坂 道 子 )
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3 機 能 集 団

三石町の消餌生活協同組合,姓協,労組を調査するに当って,私はこれらの団体が,現在の政治

を左右する基本的貴賓葉であるO という親告から, これ らの団体の末端では,どのようを組織,政治

的意錦を持 ･3ているか,調査 したかったO

しかしながら,政治的開腹は直接には聞き取ることができず,｢全体の客観的事実から判断 しよう｣

との立物から,限られた時間と,地域研究の機能集団とい う.制約から簡単をうわべだけのものに な

った｡

三石町消費生活協同組合を調査するに当って,私は生活協同組合という名か ら判断 して地域住民が,

自らの手で,自らの利益のために立ちあが b.安 く物品を購入しているのか と思い,小さな町にして

は,できすぎている,と思っていたDそこで誰が,どのように組放 したかを甲心にすえた｡

労働組合については 〝昔軍臥 p今総評 ′と言われた労働組合だが･末端ではどうか7

政治意轍を調査 したかったのだが.これは難かしいので.組合の表面 しか洗え75:かった｡

出夷協同組合は,近年 〝ゾクゾク鉄筋-ンクリー トに改軌 既存葵者との襲合が間接になってV,るp

とジャーナT)ズムが報 じているが,私も盤協は景気がいいとばか D,思っていた.そこで私は農協の経

営面に ス ポ ットを当てて調査 したO

(I) 三石消費生活協同組合

三石硝安生活協同組合は昭和 2 0年 4月1日,三石の25の欝薬場が物資供給のため.設立され

た ｢硝r:,組合｣を前身とし,昭和 24年協同組合法が制定されたのを機会に.改めて ｢三石滑空生活

協同組合｣と改称された｡

組合員は各節薬湯の従芳員から梢成され,出やは会社が している｡市井場が出巧しているのは,令

自で売店を設けると,不経済75:ので合同して乱立したものである｡

当組合は従業員のために.安V､商品を供給したb.東岡山=菜協同組合給食センターから昼食を取

り寄せて,従葵員の福祉厚生を図っている｡

8人の従業員で当組合は避営されてお り,昨年圧取壊い高は 4.60 0万円で経王pL,が 78 0万円,刺

益は澗賢者に還元しているC.

利用者は 1,5 0 0人ぐらいで 1.0 0 0人が各事業場の従葵員であり,残 Dが組合員以外の利用者と

なっている｡組合員には掛売して,代金は各会社に爾求し.各会社は給料から天引きしてVlるo

iS営粗放は,組合員の代表 として総代会があD.各番菜所単位で選出される｡組合役員は各会社の

代理をもって構成されているo

参加率巣所名妓つぎの通 りであるO

日本 キ ャス クプ ロ 大平鉱山 川崎炉材 三石粟井

ホンL/yガ 元山鉱山 中国耐火 三石耐火煉瓦RA

深井鉄工所 国本鉄工 野谷鉄工 神崎耐火煉瓦

三興クレー 三石高級煉瓦 平山鉱山 品川三石工場
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加藤鉱山 三石耐火=菜所 三栄製粉 盲壁鉄工

大阪蕉落 日本道追三石支店 , 三石物産

(2) 労働組合

三石町では′｣＼規模企菜が多い堺と,純粋プロレタリアー トは少 く,周辺から多款労執着をかき集

めている関係上.労働着意織忙低く組合所動は静狩怒味で.指導者が一部働いているにすぎない程度

であるO労働者とLnっても職員と=負の区別があ9.聴Ii比どの会社 も組合は近く,組合というの仕

工員の組合であった｡

職員と工員の区別は厳正で,採用される噂から決定 して卦少,前者は月給.後者は日給月給の溢い

だけで夜く,意敬の上から上下関係があって,両者比をかなか放け合わぬそうであるo

労腕組食らしきもの壮川崎炉材と大阪窯葵 ぐらいなものである｡両者とも組合が三石工場だけでな

く,他の地域の組合と,い っしェ忙なっている関係で,三石工境の労組仕支部になってL̂る関係で.

三石=場の労組は支部に なってお17,他の先進地【,ら彩管を受けているか魅であろうo

又.どの金利二でも労使協語合というものを殴けてか17,団体交野にせで持ち込む必要のない問題を

労帆の代襲 と経営者側が話 し合ってLhる｡

組合i!壮川崎炉材で百fL拾円,大阪荒井で四す円,その他の組合吐大体首五捨円から二首円位いで

あったO大阪窯弟が筒V,のは上部E3体に加入 しているためである0 ,,I

三石町労働組合協詳会

昭和二十八年,川崎炉材,大阪#L#.三石高級耐火.三石窯葵.大平鉱山,加藤合頃,三石鉱山.加

藤鉱山,の8労WJ組合が仲報交換,親睦のため三石町労働組合協詣会を組成,毎年メーデーの 日に大

会を掃き,役員改選.活動方針の採択を行なっているQ

大会には全組合員が出席する苛性不可能なので払倉見 10人に付き 1人の代講良が選出されてLnる｡

執行部は委員長,副委員長2名,督記長 4名で祁成されてお 9.組合合資は一人に付き 10円で昭

和 45年現在で九盲七捨名所即してL̂るO

現在の所活動は働碁.将朋大@.野球大会等を'+亨なっているO又.組合幹部の評習合を9,-i-の東政敵

と共催で行なっているO .

(3)鹿葵協同組合

今結了スフ 7ノしトが費かれているが,僻がひしめき合って,昔の宿場町を思わせる荷造の中心に

あって,盲ひた木に毛隼で ｢三石町換算協同組合｣ と看板がかかってかれ 昨今の盤協の近代的建築

とは,うらはらに水色の外装がどんよりとけむっでいたO

中に入ると女性ばか174人.うら基い女性 と思いきや.水色の半 ソデに街口紅,応対の口元から金

歯がのぞ く,甲年の女性が坐っていた｡

狭音くるしい-つの部屋,元,個人Z)家屋であった0 40坪ばかDの唾坪に,串斬所,店鋤,倉犀

が同居していたO

入口の左側にはベンチが-つ,塗料が舵げ虎･池灯の光が掃 く反射しているo

右側前方には日用品が雑然と疎まれ,ガラク9が懸かれているようであった0
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甲はほのかに良策の香が して胸が少々むかつVlたo

三石町の農薬は,専業農家数 1軒,窮一種北野農家が 2軒で.集 りの 257軒が第二種熊井鹿家で

ある｡

平均所有両所 25a,大部分は当組合長の嘗兼を借 bれば,もはや姓家と言 ってよいやらどうやら

わか らぬとの事である｡

それでも飯米確保のためと,戯地の租上が bを期待 して農地を手離す者はなく,規模の拡大は望む

べくもないし,又意欲もなさそうである｡

出家のふところ具合を見ると.怨外所得が 2億 2,808万円で一戸当D約 92万 aD0D円,典薬

所得は 1.800万円で一戸当97万 2,000円となって卦 9,糸井収入の占める割合はわずかに 72

0/Oぐらいにすぎ75:い｡

瓜業収入の状況は

米 11,475千円 d570
安 類 1,052 d 50%

瓜 卵 5,占00 ′ 占9fo

柿 .罪 .梅 200 ′ 1%o

この ように鹿葵依存度が低いので,組合の

販売活動は知れたもので.販売品版売高は

42年度で 1.252万円で荒利益は2 1万円

位L.1忙しかすぎない｡この ようを地域では信

用都築におんぶしなければならないのも当然

であるoちなみに金融荒利益は 107万円の

荒利益を上げてLnるO

店舗 甲心81'忙あるが.婦人会を利用して予約販売を行い,どうにか取 b縛っているQ

それだか ら当組合は町から20万円の補助を受けて卦D,又組合員からも

組合月割 り 一人 100円

耕 地 割 b 1Da当9 5 0円

家 畜 削 り 牛一頭 50円

の割b当てで賦弘金を徴収してV,る有様でや-,と55,000円ばか りの利益を計上 しているo

このような状態であるから.職員の給与 も高 く払える壮ず比を(,男子平均59才平均勤統年数

12.9年で平均給与 50,855円.

女子平均年齢 44才.平均勤続年教 5年で平均給与は 14.555円となってお りこれでは人材確保

も危hもので.ましてや俊秀を人材かやであるo

そ こで5カ年計画で,農薬構遭改尊職 を行いクリ園 20Laを朗亜 しているが,この毒匿では救い

ようがなho

根本的を解決策として登場 してくるのが合併開祖であるo

三石町の農協は前記のように,′｣､規模であるし,それは和気郡のどの典協を取 ってみても事情は同

じことである｡そこで昨年当_hか ら.昭和 44年 5月51日までの時限立法である虚協合併助成法に

のっとって和気郡を打って一岩 とした経済団の合併をLlうではをいれ との許が出ていたが,和気

棚で一つではあまりに範囲が大きV,ので,熊山山系で爾北に区切 り,削 ヒの二つにし上うとい うこと

- 286-



忙なったO

現在中央会指導のもとに和気北部地区虫協合併協議会を紐欲 して,研究 している.

参考文献

労働組合入門 塩由庄兵衛

雑誌 ｢漸｣ 曲村問題碍簸号

4 婦 人 会 ,青 年 団

(日 婦人会

(楢崎晶庚 )

よい妻, よい母,よい社会人をめざし,苛政のなLh.明るい町づ くDを目的 とした三石町婦人会

紘,触成人負,約 8a0名.県下でも,活発な債動を挽けてLnる団体の一つであるO

日常活動においては.仲側づ くb,-学習活動.魯仕活動を目的 とし,婦人学級.生活学級の娼殻,

全会員による戦没看過家族慰問,老人ホーム,病屍慰問.役員に よる年末助け合い運動.共同募金 へ

の協力O他に.旅行,レクレーL/ヨン,種々の会合.敬老会.町民超勤会-の参加等 々がある｡

(昭和 40年鑑行事 )

行 啓 名

5 春季交通安全運動 町内 4ヶ所にて交通指導 dO名

総会 148名

錐布寄贈 742枚

第二回町民体育粂 290名参加

占 轟狩 り,ジi,ム工場見学 産葬部 20名

7 生活学級開酎 夏の栄草食 48名

∫蕃山蕃老院慰問 有 志

8 民謡許習会環境衛生新座 40名

戦没者池家族慰問 9チーム

バレー大金 9チーム

月三倍等扱 町議会傍聴

和気懸老院慰問

共阿募金に協力

見学旅行
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月 行 部 名

生活学級 服装につVlて

12 岡山膜 レクレ-.yヨン大会 5名

笠活学級 交通安全

1 男物 しらベ調査 商工会-の協力

2 生括学級 じょうずを異物

婦^と青年の憩散会 占名 青年 4名

坊主生活学級研究会 4名

備前地区婦人学級生大会 5名

5 岡山保婦人大会 5名

情動ぎミ(昭和 42年度 )

〔歳 入〕 248.956円

町を託金 会 烈 雑 収 入

127,500 86,100 雑 収 入

会 11 : 861人×1CI0

町円寄託金 : 町助成金 50,ロ o o

国保鮎金手数料 40,000

共同募金 0 2 0,00 0

社会福祉助成金 12,800

各種奨励金 5.500

雑 社 入 : 17,61占

預金利子 : 1,000

繰 越 金 16,408

〔歳 出〕 248,080円
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串 薬缶 :老人ホーム慰問,婦人学級.体育祭,敬老金

野 務 穀 : 会議王t.過膚費.族-缶･

又,クループ活動にも力をV,lれ.有志が.月 1間,をVlL週に 1回集TiA,手芸グルーブ(参加人

員8名 ),彫刻クル17'(8名 ),便クループ(滞落莫化,駅内外の清濁,18名 ).榎貯金クルー

プ(11名 ),みよしクル-プ(家産経済合理化,17名 )を開いているO

同町婦人会会長は,昭和25年以衆,ずっとN昔んであ9,県,郡の役員 も米ね,婦人会情動のベ

テランであるo又,戦乱 同輸入金が考案 した′ヰブチ ン カー 丹比,戦後の食生活改巷にはたした功

績に対し,厚生大臣井が与えられたこともあD,三石町の甲で占める位際は大きLno｢町民運動会等

での婦人会の行進は,他のBi体を圧するほどの蓋 ･kとしたもの｣とは町のある人の話である｡

しかし.Nさんは ｢行払-の参加者が,少なくを9た.みん表で一緒にやるとL̂う機会がなくなったD

昔はひとこえで.皆が集まったものだが ･･･｣ と嘆かれた｡更に役員のをb手がいない,判事的係

ばかb強 くなれ 奉仕活動への関心が うす く売った｡串の点をあげ られたO三石の婦人会も.全国の

婦人会の例にもれず,同じようを問題 をかかえているらしいo

Nさん払 それを,個人主鏡の風脚が細 く夜.5た.職掌婦人の増加のせいにしてかられるo

三石は,噂葵曲家は現在,数えるほどしかなく.ほとんどが米英鎧家であるOとの米英幾家の増加

と共に,戦場に出て働く婦人がふえてきたOた しかに.戦功 と主婦菜の うえに婦人会潜動寸でが加わ

ることは,あまj‖ても,府の荷が亙すぎるOまして役員にでもなると健保,水道料金換金 とか,その

他いろいろの仕掛が加わってくるoだから自発的に引き受ける人がいなくなって くるoNさんは ｢働

く人に対 しては.休日を選び参加 してもらうo｣とい9｡しか し,それだけで解決がつ くだろうかC

それよbも,根本の原因軌 比たして今の縮人金棒動打は,みずから怒極的に参加させるだけの魅力

があるかどうかとL̂う点ではをかろうか.確かに,以柵比,主婦にとって婦人会が料理許習,その他

の勉強のための唯一の額であった.しか し,現在で比.わざわざ婦人会のそういった壕に出席 しな(

ても,テレビ,漫盲を碓態等を通 して,十分にま忙合うのである.戦後十数年,庵鑑,同じようを行

事をくbかえしていく点にも間舷があるだろう凸これは.三石の婦人会の平均年鈴が約 45才という

ことを見てもわかるo今の活動では若い主婦には魅力がないとL̂えるO時代に即 した婦人会清動を考

える必要があるだろうo会員数は 8 dO名と多いが. ｢陳が入 ってし1るのだから.自分だけ人 らかす

れば変だ｣式の,名ばかDの金員が多いので比をレ1だろうかDそして轟局,末端の会且まで活動が浸

透せず,会長,役員のみorD婦人会となってしまうのである. ｢現在の節入会は,あまDにも会長一人

が走 bTiわD,だれも後をつhてこをL̂o将釆.この会長がやめた場合,三石の婦人会組織はつぶれ

るんではないかo｣という声も叩かれた｡これ仕,荏嫡な罵言かもしれないが.あながち香定もでき

なレヽ8

最後('C,今年 (45年度 )の中英計画を奉げてかく｡
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行 事

桐人スポーツ敬重開設

総会

三石町体育祭に参加

婦人学級開設

郡部仇総会

春の交通安全超勤

老人ホーム慰問

交通教室

生活学級

婦人スポーツ教室

役員研修会

戦没者迫家族訪問

野菜即売会

バレーポーノL大会

県バレー7kL JL大会

備前地区婦人大会

見学旅行

婦人スポーツ教室

共同募金に協力

秋の交通安全退勤

部品交換会

歳末たすけあいiBl言動

老人ホーム慰問

役員旅行

婦人スポーツ教室

反省会

婦人学級閉誹

生活学級 〝
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(2) 甘隼田

三石BT青年団規約,第三条 ｢本団は≡

三石町に居住する青年団の 自主的績合に

よb,団員相互の個性のかん巻 を図 9,

郷土の繁栄に寄与することを目的 とするo｣

梯成人負は,三石町に居住する満 16才

以上, 25才以下の骨年で,現在は. 占5

名｡

粗放図

本 田



活動T: (S42年鑑 )

収 入 9 1,占00円

活動補助金 団 費 その他

40,800 5占,dCIO 15,000

..., 団 f:7:川 Ox dl名

その他 :通路奉仕によるもの

支 出 9 1,608円

畢轟き壬 占2,900 事務受 会議焚その他

杏葉窮 :文化部 5,0占0

体 育部部 29.510

広 報 部 26.550

家 庭 部 4.000

現在,婦人会同様,甘年健も全国的に衰退 しつつあD,三石町 もその例にもれないo｢今の青年団

は,一体何をしているのか｣とは過去,信託に廿年EZl情動をやってきた人の話であるo次に,戟故新

しく療成され,現在に至る7tでの三石kTの骨年団の主だっ7t行革をあげるO

軍国主題的色調をかびた大日本青少年Eflの解体後,昭和 21年.三石町にも新しい甘年団体が発足

した｡当時の第一支部の文銀 ｢あさひ｣には ｢鵬争甲の大日本書少年団のもつ 官制 を打破 した自由

75:新生骨年Ei]運動をめざして｣と省かれてLへるL,当時比昇一支部だけでも支部員は 56名もいたo

昭和 29年.三石町骨隼田研究会

自由討給 ｢当町甘隼田活動を発展さすためにはいかにすべきか｣

耶 旗 ｢虫近の国際情勢と日本の憩済開院忙つし､て｣

昭和 58年 三石町骨年E3幹部許習会

趣 旨 ｢我 甘々年団が健全を発展 をとけるためには適切な指導者を得ることが必要であD,

兵(W=優秀を幹部としての育成が在めて主賓であるD｣.

昭和 50年 三石町甘隼田研究会

肘 演 ○ 青年期の心理

○ 甘年如何に生 くべきか

○地域甘年団のあD方

座敷会 〝町円有志をかこんで 〝
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当時の事典計画

月 月

l 56 春季体育大会 910ll12 老人の日.敬老会準仕

削体育大会 校閲誌発行

レクレーシ℡ン大会 郷士産薬耕習会

町当局,指導者との鰹較会 岡山県甘年祭

機関誌発行 秋祭行事

78 モデル支部指定 弁論大会

研修会 秋季体育大会

野球大会 農薬見学旅行

柔道大会 料理計官金

郷士蓮井,研究発表 文化祭

町有林勤労奉仕 野球大会

時局訴浜会 レクレーション大会

卓球,排球大会 郡甘協野球大会

郡脊協体育大会 125 郡弁論大会

料理.手芸恥習会 郡骨協産菜研究発表会

○昭和 5 1年 三石青年団幹部許習会

○ 昔年艮迎営技術の研修

○昭和 55年 青年活動研究集会

｢本町青年団員 206名の総力を轟集して.たゆまざる努力 と根強い活動を推進 してい くた

めに,軌活動の乗付を拒超 し･これら当面する艶聞魅を究明すると共に団員相互が友愛栽尊の

の情を深め･骨年の意気を高揚 し･もって健全を地域細士社会の振興IK寄与する｡｣とVlう

のがとの会の趣旨で重点 目標は次のとおりであるD

･本年度の重点目標

1. 支部 との連后活動

2･ 女子活動の促進

5･ 羊習文化活動と罫葵社会活動との相互粥盤

4･ 対外活動-の菰極的参加
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ところが. 5- 4年前から団活動が不活発とな9,凍在でたし 団員激さえ正確につかめなhoその

ため活動源となるBii7は奥まらないO｢青年団綻,補助金さえもうまく使いこなせない｣との批判も

あったが, 10万近い金坊を団長以下 2.-5人で予動を包むのが現状であるから,満足を予井が立て

られないのも当然といえるOその原因として考えられる功 .I.①ナぐれたリーS'-の不在,②進等翠増

加のため入団者が滅少,①娯楽の場を姫路や岡山忙もとめる,これらの間組に対し,青年団も解決策

を兄い出そうと努力し,魅力的を骨隼田活動にするため.みんなの参加できる行蔀を再検討する,

'甘隼田をかたる会合 〝を開き.町の有志毒との話し合LpLの鶴を持つ ことに如 ているo幸tJO昨年の

レコー r･コンサー ト,野球大会ではかなりの歓勧 参加を得ることができた｡今年もこれらの行各

が計画されているOしかし.人が集まるからと娯楽的を面のみ追求することに終わってしまっては,

甘隼田本来の目的は遵成できない｡次に耐火 レンガの町としての三石における地域産秦と青年団の桔

びつきはどうかo

三石に卦いては,団員のほとんどが地故蓮井に従事しているo当然,鵬 における躯Efl活動と青年

団活動とがか互いに降事になるだろう｡甘年を三石の土地に定男させるためにも,鮭力的な甘年団に

してはLt̂との企葬主からの嬰蹄もあるらしtへ そのために比企築主 とも協力する必要 もある0

-1た現在の 11支部を5支部に淑少する案もある｡ 1支部の日員は多くてせいぜい 5- 占人,ひど

Vlところでは.2- 5人の支部もあるO これでは満足表文部活動は望めないからであるQ

とにかく,｢甘年EE舵 入ってもあまDおもしろくもをLJqL.何の役にもたたない｣といった美甘年

の青葉に現在の甘隼田衰過の原因が よくあらわれてVlる｡産経 済の発展 と共に地域社会としての共

同患強はくずれつつあるo又マスコミの発遷.商菓L/-}十-の増加は青年の余収利用に渦篠的,受身

的を凌勢をつ くらせたOとbわけ,三石に卦いては.青年毒は現金収入に恵まれてVlるOおもしろく

ない甘年田上クも.男の合った者と姫路,岡山方面へ遊びに行 くほうがよVlと考えるようにをるだろ

うo これらの点を考慮 した上で,将来の青年団帝勤を考えなければ根本的な解決は不可能に思える｡

なお,青年Ej]の行革計画はつぎの通 りである｡

(42年度行革計画 )

月 行 取 月 行 革

占78 町民大会 910 郡有年祭

ソフト'k'-ル大会 料理研究会

料理群座 ペン習字御座

レコード.コソサ-ト 映画フ*-ラム

映画フ*-ラム 鼎青年祭

卓球大会 ソフトJh'-^大会

キャンプ 料理評座

料理前座 ペン習字新座
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行 事

ll12 郡野球大会 ー 科理研座

町円有志座散会 スキー教室

みかん狩 D 25 機関藍発行

ク リスマスパーテ ィ 料理即座
ソフ トポーJt大会 総反省会

(上原美沙子 )
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第 10章 宗 教 と民 俗

1 神 社 一一･

三石に仇 部落の氏神として0.八幡宮.鶴石神也 玉石山神社.福石荒神社. さらにこれらの

神社に合柁されでそのあと再建されたものなど. させざまの神社が存在しているDこれらの神社の歴

史.由緒 ,さらに氏子のことTZど含めて述べていくD

(a)神社と氏子分布

船晩 婚宮内.関川,守石 渡観 土師神根なt-.町の中心部の約 450戸は三石八幡宮の氏

子であるotた八木山.=軒見 四軒垣地区の約70戸は鏡石押社.細石地区の約 70戸に福石荒神

社.五石地区仇 五石山神社のそれぞれ氏子であるoそ して野脊地区Qj:.吉永町の金彦神社の氏子と

T=つてレヽる0

03)現存する神社.瑚司

銭 座 合 把 年月 日. 合 同 の 神社. 社岡

八 幡 宮 大字三石宇宿 春日神社 明25.& 2 1 合肥

幕竜唯神社

三石神社 六 2. ?. 8 合柁

船坂竜神杜

木野山神社

五石の金刀此湛宮山神社

土師神横の神社

宿の息比褒宮 ●
愛后押社

I関川の兼山神社

火守枚

守石の山神社

鏡 石 神 社 ^…蓋蓋広純 工 ,年 令紀

和谷山神社

須賀神社 ノ
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福 石 ‥ 山 神 社 大字三石福石伊平峠 2599

福 石 水 分 神 社 〟 字福石大地.

1･ ｢三石町 史｣｢明治25年.了解土合碓二係ル廠届綴｣ より襲化. 作成

(1)八 幡 宮

大字三石宇宿の八幡山にある｡町の中心部を中心に約 65 0戸の氏神であるo

由緒は不明だが. もと伊東大和次郎.三石城築城の当時.春日神社と.三石神社 と三押銃座 した

ものと伝え られるが.明治22年山腸鉄遁建設井手により.敷地の 1部となり.社殿 を移築 した｡そ

して腰明治2 5年 8月 21日. 当時の岡山県知串千坂高稚により累蓋鳴神社.春 日神社との合祀が許

可されたのち,種 々の村社を合祀 して今日に至 っているD また終戦前までは.町か らの神珠幣烏料供

進の宮であ ったo また点す元年 11月 11日.備前国奉行村田小右術Pq.年貢上納許に.和気郡≡石

村の内.高二石一斗 (寺社領として 3石 1斗 2升 d合 )を拝領 として免せ られる神社で.廃藩 まで続

けられたとい う喜己録 もあるo

そ して昭和 25年.現在の拝殿を改熊 した｡

○ 建物 宝物

祭 神 仲衷天皇 応神天皇 押巧皇后

式 内 外 式 外 社

社 殿 本殿 長さ 5間

横 1間 5尺 B寸

拝殿 長さ 4間 2尺 7寸

横 1間 4尺 2寸

鳥 居 2

第 1の鳥居 ｢撃寄進 赤穂.前神宮寺法師円海｣

第2の鳥居 嘉永2己酉歳 10月吉日

世話人 桜問 答右術∃弓

土師苦平衝

撃 光 度 1対

文化 8年辛未 弥生吉辰建之

頓宮弥 次兵衛

文化 7年庚午 帝呂吉辰種之

光明寺発議

奉 歴 1対

文政 5庚辰年 9月 宿.関川氏子中

文政 5庚辰年 9月 宿.関川氏子中
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;i.li飛 1対

奉 献 安政 4年己4月 士配給左や炉ヨ月u乎

奉 献 変改 4年己 6月 鼓聴五郎石衝奉広 L

L

11 合紀前の贋科 (明治十年代 lK よる と

本社

拝殿

幣殿

梁行 9尺

桁行 2間

梁行 1間半 と在 っているO

桁行 4閥

梁行 1間半 `

桁行 1間

2･ ｢三石町史｣ ｢社寺に開スル 綴 ｣よ り作成
l

O 祭 日

4月 15日の祈頗祭. 7月25日の夏祭. 1ロ月 15日の例祭の大祭と.他に.8月と12月の

大臥 l1月25日の ｢ひも卦とLJが重7k休 日である凸毎月 1日と15日の月並祭 も開 かれてV,るo

(ロ)鏡石神社

役場の史料にこの神社の由来を配すものがあ った凸それを引用し上うC'

｢何首当村八木山村二浄埋ナ ,̂モノアリ.仏像ヲ作ヲ以テ葉 トス.親二挙-テ萱草ナ1).当時藩

侯国滑公印チ輝政卿ノ開耳 三遷シ.其行 ヲ高井シ.甚六石余･)永代扶助It:ラル.浄盟感激シ濁酒公栄

去ノ後.石ニテ国滑公ノ倭ヲ彫刻シ僧 トナT)チ.礼 拝ス.終三好シテ. 井子二遺言シテ僧 トナ1).秤

保ヲ祭ラシム.其子モ亦親工事-テ孝丁 リ.当時藩侯芳烈公即チ光政軌 英行 ヲ欄ミ.父ノ進言ナレ

メ,1･憎 リ .)チ-子孫ヲ断絶ス.然 レバ神像ヲ祭祀ス･t,者耗乙 父ノ本意二増 -ヲ以テ懲諭シ.宮ヲ

八木山ノ山rTl,即チ御影堂こ.明暦年中二建立 シ.神体ヲ銀座シ.還俗七シメテ祭主 トナシ祭ラシム

上述ノ如ク慶長 17年 12月浄鼠 輝政公ヨリ田畠都合 5殴 4畝 1歩.高 占石余扶助セラル凪 高給

5年 10月25日.光政卿 ヨリ田 1町 1殴2畝4貌 高 15石 7斗 5升2台御加増有之C,都合 20石

永代神像ノ御祭田 トシテ御扶持セラJL,.又番給料 ト)/テ高 10石維新以前迄｡年々扶助セラル,上様ノ如

ク藩侯ノ先祖ヲ崇懲It,シ宮ニシテ.且 境内こ高50丈余ノ岩石聾立シ井一方渓谷ノ方二間余.鏡面

ノ如ク物体ノ形状 ヲ影ス.故二其名暑スJt,C.｣

また.寛文 10年. 貞サ 2年.元醸 12年.正衝 5年.下僕 14年.元文4年.宝暦 5年.同 14

午.明和 2年.轟永5年.以後 安政.文久の諸年.池田侯から屋根観 その他の損所健膳の記録が

あるOそして.明治4口年5月22日.神瑛衝角料併進の神社に指定され.大正7年.八木山の広高

神社,山神社,荒神社.和谷山神社.須押 中社を合紀 したo
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o 建 物

祭 神 El乃皇胸命

(池田輝政非U とかかれた ものもあるO )

本 殿 梁行 2間 5尺

桁行 2間 5月

｢惣て朱塗で屋根槍皮茸｣

拝 殿 梁行 2間 1尺

桁行 5闇 2月

本殿については ｢明暦年間.池田光政9臥′建立セラJt,Jt,処.棟札無之二付.要領 ヲ得ズ｡構造朱塗

虚根コ-茸用材稽O寛文 10年 2月.貞耳 2年 1 1月.元穣 12年 5月.正徳5年 1 1月.下僕 14

年 2月.元文 4年 2月.宝暦 5年 5月.同 14年 2月.明和 2年 5月.叢永 5年 9月.安政 6年 2月

文久2年 2月.池田藩 ヨリ屋根茸替其他損所 ヲ修繕セテル.明治2年 5月ヨリ,嘉永 5年 9月ノ闇.

健勝年月日不詳.明治 24年 11月村方 ヨt)屋根茸替 ヲナス.維新以前-池田藩ノ修謄セラルル史も

后-村方氏子 ノ支弁スル処ナルo｣ (役場貿科より｡ )

また拝殿については:. ｢白木造こ./チ.用材-梶棒.明治 2 5年 12月村方氏子 ノ支弁ニテ.コ-

茸 ヲ稽皮茸 トスO｣と書かれているO

水 門 長さ 1間 1月

神供所 梁行 2間1尺

桁行 5問2尺

｢本社 卜同時 ノ建立 ニシテ修膳年月日不詳oJ

境 内 1町 1反 8畝7歩

o合稚前の氏子は 45戸であったo

o宝物

剣 -振

｢身長 5尺 1寸2分.級 長 1月 1寸,幅2寸汲焼刃ニシテ.備前長船巨人.横山大穂砿定作.椋頭

目貫鍔切羽細井.赤銅無地o｣

翼文 1 0年正月25日備前藩主中太夫拾遺兼.伊譲確守.源朝臣池田輝政卿ノ奉納であるOそ して.

由緒の明確をこと.形状寸法 の雄大高壮 なこと.文化的価値の高い ものとして.町文化財に.昭和 5

8年 7月2 0日付で指定されているo

弓 1張

養自失 1本

鏑矢 2本

これら虹.池田備後守恒之の奉納であるD

駒犬 2コ

京都幸町適薬土5丁 目高橋五郎兵術の作で.寛文 9年 1 1月 15日.帯主.池田網政より奉納され
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ti
たD

絵 馬 2面

1面仇 延亨2年 5月.一面は. 明和 2年 5月.池田頼政の奉払 狩野春徳の作といわれるO

全燈龍 4コ

2コは.池田伊賀守源長明.寛文 9年 12凡 2コに.日慣猪左術Fも 莞文 10年 2月奉納されたo

御菓子台 2コ

膳 2コ

土倉淡掩守.寛文 10年奉納
リ ー L U

■

手水鉢 -1コ

伊木長門の寄進o

火鉢石 1コ

池田出羽の寄進o

神位及同台 1.コ
1.(

池田嘩人の寄進o '

神酒徳利 2コ

池田主税政倫が寛文 10年 2月奉納 したもの｡ ●

o祭 日

2月 24日は祈念祭. 18月 15. 16日が秋祭 りであるO戦前まで虹. 11月 12日であ った｡

T=お合紀前の氏子は 45戸であ ったo

H 福石荒神社

大字三石字硝石の2511番地に銃座 しているd碑石地区のみ.約 70戸の氏神であるO 明 治

25年 8月 21El.八幡宮に合配 された春 日神社の末社であ ったo合紀にも加わらず部落励 信仰をあ

あつめてレ､るo

t7t秋まつわに舞われる獅子舞は有名で.町の無形文化財に指定されてお り.硯在でも行われてい

るO 由緒V:=不明であるo

o 祭 神

衆議鳴命

o 砲 物

本 殿

殿

殿

輪

拝

ttJ

さ

ttJ

長

幅

長

板

真

横

il

←J ● tJ

尺

尺

間

聞

間

闇

t一

ウー

1

11

N'

2
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○ 祭 日

5月 15日春祭 り.他 18月 15日. 12月 15日も祭日であるD特に. 10月 15日托獅子舞

が出る｡明治時代の資料には. 5月 19日, 10月 20日が祭 日とそ っている｡

o無形文化財 福石部落の神楽用獅子舞

荒神杜の祭礼に出る獅子舞は男御子であD .渡瀬 ,土師神根の雌御子と好一対であるo性格は荒神

社の素商略命である｡明治初年 ,播州の東有年か ら伝えられ ,やがて備前の福河札 その他に伝えているo

この獅子舞は.神楽団によって嗣りつがれ保存されているO押葉団には. この福石翫藩の50才以

下の男が 20人は ):'入 っているOそ してその庇年長者である宰領の下にEB蘇 している. この事傍は毎

年 8月に代わ り.代わるとす ぐ.その年獅子舞をするか どうかを.神社紘代VEl. うかがいを立てるo

これを ｢お許 しJと呼んでいるが.伝覇編 .干ばつ72どで不作の見込のある時を除いて許可がお りるD

関係者の話でほ.チフスの流行 したとき (明治 25年 とみられるO )一度.中止されただけだ という｡

この ｢お許 し｣は.神と氏子.氏子総代 と若者衆 との倍額関係か ら成り立 っていることを示す 1つの

証拠といえ ようO｢卦許 しJが出たとき.神楽め獅子舞は宰伊の手に移 り. その下で約 2カ月の修練

に入 るo

そして 1D月 14日の夕3,荒神社では.境内か ら天狗の先噂によって.伊勢昔額で神前に.練 り

込むo ここで 1通 りの神楽が披威 される｡この間に神体が獅子舞に乗 り移るといわれているOそして

種 類

(1)練 込 み (10)砥蘭ばや し

(2) 神 楽 (111や っ こ

(5) 吉 野 (12)花 食 い

(4) 八 島 (15)早 春

(5) 桜 崩 し (14) 法 ら返 し

困 桜 も ど き

(7) 桜

(8J 粟

(9) 唐 牡 丹

別
｢
⊥q

小り

凶 方 舞

に ほ

福石.西角十三男さんより聞き取 りして

作成

｣翌15日の早朝から各家を舞 ってゆ くO

家数内に入ると宰領が挨拶するO各家で忙金一封と

白米をさし出すo これを受けとったのち菜の円.2つ

ぐらいは披属 してまわってい くO

この編成は御幣.天狗.簾哲子 ,獅子である｡

(巽参照)

この内 ｢唐子｣仏 獅子 と戯れる役のため小学生の

内か ら選ばれている｡

獅子舞の種類をあげたが.その中で特色あるものを

あげるo

(1)の ｢棟込み｣は各家-入るときに踊るものでどこ

の家でも舞はれるD

(2) ｢神楽｣は大切な触りで.獅子が刀をくわえて

神様にあいさつする｡これは世帯主の交代 とか家屋の新熟のときに舞 うものである
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前 成 順 人 数 腹 鼓

御 幣

笛 4 人

太 鼓 1 人

天 狗 1 人 面をかぶ 9紋付.ハカ▼凄.下駄は き.刀をさし白いクスキをする

嬢 1 人 面をかぶ り.サ ,̂コを潜るO発色の布でホウカム1)をするo

唐 子 4 人 長いタヌキ.-チマ牛をするJ､学校の児亜がなるO

福石.酉角氏より聞き取り調査の栖果 ■

(15)の ｢四方舞｣妊 ｢悪鬼を払う｣勲vlで. 14日.神社の境内で舞 うのみであるOかかめと獅

子がじ･f･れるものであるo

tたこの獅子舞の時には ｢うちや｣ という炊軸 t･tが作られるO これは当家と仕駆係72く.その日の

のみ作られるものであるo
lL

(I)禰石山神社

同鼠 合有巳に加わらず現有 しているD 】

祭 神 大山砥神社 .,

社 殿 長さ 1尺5寸 ‥

横 1月 2寸

祭 日 1月12日
r .LL-

境 内 9坪

(Jfj 福石水分神社

字福石大畑の傍寺山 2114番地に幼座 しているQ合和には加わらTrかったO

祭 神 水分押

社 殿 長さ 2尺1寸

横 2月 1寸

祭 日 4月 1d日

境 内 9坪

(C)合和 した社紀

(1)八幡宮へ合柁 した もの

(り 春日神社

大字三石字土師押根の春日山に位定 しているO

llL>r
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祭 神

本 殿

拝 殿

幣 殿

(合稚前のもの )

祭 日

天搾児屋根命

梁行 2闇 1尺

桁行 5間 2尺

梁行 2闇 1尺 5寸

桁行 5問 1月 5寸

長 1間

板 1間

12月 1日

川)窯蓋鳴神社

大字三石宇宿天王山に戟座O

祭 押 葉議場命

本 殿 長 2間

横 1間 4月 5寸

拝 殿 長 5間

横 2間 1尺 5寸

幣 殿 長 1闇 4月2寸

額 1間2月 4寸

祭 日日 1 1月5日

(合柁前のもの )氏子は

明治 2 5年 7月2 占日.氏子総代.松田逸書他4名T.県知申千坂高雅-.素養鳴神社.春日神

祖 八幡宮の合弛願を出しているor(前略 )自今二至テ-諸建物追 々穣 二屈シ.比上須失モ喜怒

難クニ付.今般氏子一同,%t協議 ノ上追 々右準備二取掛度候闇云 々O｣としている｡

そして同年 8月 2 1日.庶 1070号i岡山県知堺によって許可 されたo

こうして同年 9月8日には.合紀の建粂材料準備のため. ｢栄達鳴神社上地.春日神社上地ノ宮林

中二丁ル樹本 5首 6拾 9本｣の.特別払い下げを兵庫大林区署長宛に巌 ったり. 18月に托.合紺色簸

焚用手当として. 88円を借りた り(いずれも ｢合祀三関スル鼠届超｣より)して.合紀-の努力は

続けられたo

しかし.登明治24年 5月 17日.上の三社の合祀変更願を出してVlるO｢(前略 ).直二改築合

稚遷宮ノ手順相迎 ヒ可申ノ処.其当時布夕粒 病非常こ高延シ殊二未曾有ノ洪水ニテ是等費用二馳スル

協議モ行届瀬尾候場合.秋収ノ季節三差迫]).就中鉄道工申 ノ最中-シテ馳工等ノ賃金非常三高ク後

足都合有之O (中略 )修膳資金多額 ヲ賓 シ到底一時二三社ヲ合紀スル貿力無之 ,｣の理 由で. r京釜

鳴神社-在来ノ社殿ヲ修理シ.依然司頭巳仕度｣というものであったO ( ｢全面巳三関スル願届扱｣より)

そして 24年 4月8日.第墓場神社の合紀の取消が県知申vtより認め られているo こうして春 日神社

托八幡宮に合絶されたOしかし合絶取消にTZった第議場神社がいつとろ八幡宮に合祀されたか仇 史
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科が72いため明らかで夜い0台紀72ったあと.従来の春 日神社の本殿一棟が明治24年 9月 14日

｢突然の原凶不詳｣の出火で焼失したと.記鋤に見えてV'るO

(iiP三石神社

祭 神 神功皇后

社 殿 長 1闇 Z尺2寸

横 1関5月

この神社の境内に｢争石社｣があるO伝説では押功皇后征韓のとき.一行が休息 したところであり.

淡鼎色の石の中に白色の他の石を包蜘して.丁晶 子を革んでいるかのよう夜ので卒石と称 したとい

われろOとの石をもち帰りとの石を膜へおいて凍ると子どもができるといい もち帰る人 も少くモい凸

大正2年9月8日, 八幡宮に合稚された

仙 その他の社扉巳

以上の他 船坂称 甲祝 木野山押紙 五石金刀比確山神礼 土師押根祖 宿の恵比須宮.愛后神

社.関川の茶山神社.火守祇 守石の山神社孜ど合祀されたO

(ロ)餅石神社に合和した神社

史料がないため詳細忙わからない水 八木山鹿区の神祖 社両をまとめて合紀 したもので あるe,

大正7年合紀と r= 石町史｣に結託されているo

a 広高神社

祭神 大蝕 命

b 山神杜

祭神 大山砥命

C 荒神社

祭神 累議船命

d 和谷山神社

祭神 火産盟神

8 須賀神社 I†

祭神 幕義鳴命

記銀に仇.いずれも明治10年に有性厭が許可されたと伝えているo またすべての社把九 倍徒数

41人 とされているのを見ても.部落民が平等に停伸していたと思われ. 合紀もス▲-ズに迎ばれた

ことが推定 しうるo

(d.)合紀段再建した神社
I

合紀嵐 各部落民の間で祭神鉄度の熱高士少.再換 した神社について. ｢三石町史｣には.栄

谷罷神祇 宿思比須宮.関川の木野山神祖 渡瀬春 日神社 野谷金刀比薙宮.五石の金刀比羅宮.桂

蔵礼 山神社 (五石 ).守石の高田神社.山神社 (守石 )の 10社があげられているo この内.玉石

の山神社が五石地区の氏神として存在しているのを酸いそ.氏神としてでは夜く部落円で維持 してい

るに過ぎない凸
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h)玉石の山神社

字五石山ノ押5 5 57番地に銃座しているO大正2年 9月八幡宮に合稚 した山神社のあとの地へ

部落民の手で.大正7年 8月再建 したものであるO昭和7年 2月増熟 したO

祭 神 大山砥命

本 殿 た て

よ こ

拝 殿 た て

よ こ

月

尺

闇

間

5

4

2

'3

灯 範 2

戸Zr 居 1

祭 日 7月24日 10月25日

五石畑区約 戸の氏神であるo

(p)船坂深谷寵神社

祭 神 稽押

祭 日 7月24日

再 建 昭和 12年

〔1 宿の恵比須宮

祭 神 蛙 子 命

祭 日 1月10日. 5月 10日. 10月 10日

(-)関川の木野山神社

祭 神 大山武将.丑玉彦串.大 己野命

祭 日 4月5日. 7月25日. 10月 15日

帥 渡瀬春 日神社

祭 神 天 酔児屋根命

祭 日 4月25El. 10月 25日

h)野谷の金刀比羅宮

祭 神 大己貴命

祭 日 4月18日. 11月 18日

(ト) 五石の金刀比羅宮

祭 神 事 大己昏命

祭 日 4月 18日. 10月 18日

(刊 桂 蔵 社

祭 神 高田種栽

(リ)守石高田神社

祭 神 高田種裁
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祭 日 4月 15日

(ヌ)守石山神社

祭 神 大山敢命

祭 日 1月9日 ,7月 25日

(e)神主について

三石では.代 八々木山の八木豪が押取をつとめているo これは疎石神社の由来にみえる静座をそ

の祖先 としているO現在の良兎氏はその 14代~Bに参たるO八木家嘘 系から.神職をたどってみる

と次のようなものになるo

備 考 二.

元 祖 常 題 ｢常字.或作浄字用也｣とあるo

初 名 左術門太郎 L-i

2 世 復 啓 ｢左衛門徒改浄荘又依JとあるE,

5 世 管 等 正徳六甲申年 2月22日卒 亡

4 世 智 証 亨保10巳年 7月21日卒 .
5 世 薯 述 安永9庚子年 4月 15日卒 年 65 . ..

占 世 復 啓 寛政 12年庚申牢閉 4月5F卒 年 55 .い { -

7 世 信 畢 野村木場又左術門之二男.為賓子

8 世 陸 曹 津高郡一の宮村帯刃の2男.弘化2年乙己12月 12月額子 と為すo

一 世 塞 酋

10 世 哲 雄 7世倍等左裾門の2男高価軒哲雄と改称する0 8也 隆替神七-要子 と為すo

11 t辻

12 世 J ▲

l l
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2 年中 行 事

われわれ仏 今日で も.昔からひきついで来た行中を.ただ ｢昔からや ってきているか ら｣とい

う理 由のために毎年同 じ日に, 同じ要領で.背走が らに行 っているo

この行中の日比.時間割のT.うな毎日の仕郡の割 りふむをさすので忙7Eく.日曜.祭 日のような特

別の 日を意味 していたOこの日托-I/の日であり.常の日のように働か なくてもよかったDいやむ し

ら.働いて仕72ら72い日であった｡ この El.勤労を安全にするために祈願 し.感謝する心持ちが黄現

された｡毎日の幸福が神によって保障 されると考えたのであるoそのた払 家族そろって. あるいは

部落そろって.行中を とり行うという-レガマシイ日であったo

このように して-レの日の行事が｣年中の恒例行中として儀礼が成立すると.伝蔑性をもち.かえ

って社会的規制をもつようになったOそして親から子-.子か ら孫へ と伝え られて きたのであるO こ

のようにして伝えられた行事が今日で も行われているわけであるOそこで年中行事を調べることの意

味仕.実にこの. ｢昔からの行串をひきついでいるか ら｣. それを調べることKより祖先の考え方に

接しうるとい うことに. あるのであるO

さて.≡石比鉱山の町であるO明治になってから他地域か ら流入 してきた人が多いC,古い宿坊町で

ある宿地区にしても.現在そこに住んでいる人仇 ほとんど新 しく流入 して きた人たちである｡この

ように三石忙 ｢古くて新 しい町｣ということがで きるoそ して.この町 のほ とんどの人が鉱山.工i1-

に勤務 してお り.その片手間に過英に従邸 している｡このため.各地に見られる稲作儀礼 も. ここで

に少 く.それ も現在で虹行われないものが多レb
また年中行-fli'虹.仏教にも影響がみられるC'三石には.光 明寺 (真言宗 ).西方専 (浄土黄葉 )の

2つの寺があるE'土師横根 ｡渡淑地区虹.真宗信徒の多いところで.他地区の行事とに異っていたり.

あまり盛んで夜い行事 も/少 く72いo

なお.三石の年中行事虹 1月かくれの新暦で行われていることもつけ加えておくD

以下.三石の年中行事を論述 してい くが.仏教の行辞任盆行革を除いてこ こでほとりあけずi寺社

の項で述べることに したC)

最後に72ったが.たびたびか じゃまして.ひとかた7Eらぬお世話をいただいた.中村周三郎氏 (守

石 ).延魚苗六氏 (五石 ).山田塀太郎氏 (船坂 ).菊政=三太氏 (八木山 )末広時二さんと一錠

(野谷 )梅EB益太氏 (土師神横 ).小林氏 (福石 )のみTlさんに感謝 してか きますO

(1) 明治時代の休 日

役場の議会議耶麻一明沿 4 5年 5月26日一によれば.当時の休 日祭 日が載っているD
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表 10-2 明 治時 代 の休 日

休 日 祝 祭 記 念 日 従 来 休 日準 備 備 考

1月 1日 四 方 拝 雑 煮

2 Iー 〟

5 元 始 条 l 〟

2 1 〝 〝
ll 紀 元 節 赤 飯

5 10 革 天 陸 軍触 後 記 念 日 〟
春 分 の 日 春 期 豊 壌 祭 杜 一 日 田 子

4 5 神 武 天 皇 条 上 巳 節 句 菱 餅

5 27 日本 海 磯 勝 記 念 日 端 午 の 節 句 椋

8 7 七 夕 節 句 団 子

14 ～ヽ

15 卜柑 亜 祭 孟 蘭 盈 会 素 顔

1占 ｣

9 1 田 栗 の 節 萩 餅

秋 分 の 日 秋 季 皇 磁 祭 丑. 闇 節 句 粟 餅

11 5 天 長 節 赤 餅

三石町役場蔵 ｢明治45年度譲会議市銀｣の5月24日.役場で開かれた第4回町議 会の議

群銀 より作成o

以上.乗に示したのがそれであるOこれがどういうい きさつで辞中藤に記免されたのかは明らかで

夜いが.明治時代の祝祭日が明らかに在ると恩DQ≡石の人 たちに. この記銀について.あるいは.

この休日について知っている人が少 老いのT.詳 し(托わか ら72いが.国旗を立てて祝Vヽ 学校会社

をども休みになるよう在日であったと思われるoi.卦うち. 2月 11日の ｢紀元節｣壮 使 国記念日｣

として. 11月5日の r天長節｣は ｢文化のEl｣として. 11月25日の r新嘗祭｣は ｢勤労感謝の

El｣ として.現在でも休日となっているO また4月5日に ｢桃の節句｣ 5月27日は ｢端午の節句｣

8月7日の ｢七夕｣も親在を卦行われているo Lか し｢元締 ｣ ･｢奉天陸軍戦勝記念 日｣は.現在

て帆 人 々の意識KをいO

(2)三石の年中行中

現在でも行われている行晩 あるいは.昔行われていた行革を ｢聞き取 りJVCよって駒査し7tD

これをまとめたのが界 2黄で参るO これによって.三石の年中行革の概略がわかると思 うo

Lー J li
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乗 日)- 2- 2 三石の年中行事一覧

行 甲 内 容 備 考

1. 1 四 方 拝 l初参 り.若水汲 雑 煮

2 啓 き初 め 〟 ｢仕堺始め｣ もある

5 〟

5 田倉の牛神祭 〟

7 7 月 正 月 七 草 雑 炊

9 山の神祭り 山へ入 らないo鉱山は休み 鉱山では特に盛

ll ヤ レ ポ - 戯始め.牛を走 らせるO 雑 煮 今は していない

14 軸 ざゝり卦ろし トン ド 小規模.子供中心的

15 15日正月 丁ズキ ガユ ｢ぜんざい｣ も多い

2tI 28日正月 雑 煮 今仕 していない

2.1 ひ とり正月 ′′ 祝 う所もある

旧 1. 1. 旧 正 月 〟 J｢新｣雨読祝 う家 もある

2. i 節 分 厄除け (いわし) 豆

ま1 占 一一25 春 分 の 日 春の彼岸.墓参

4. 5_ ひモまつり 花見行跡 ひたあらし あられ.菱餅 -

5. 27 シ ョ ウ ブ 端午の節句 柏餅 樟

占ー28ころ わ さ稲 え 田植に じめの行確 ごちそうを作る
占,25ころ 田 の ぼ り 田植 じせいの行gI

12ま 24 夏 祭 り 夜店お宮tい り

8. 7 七 夕 すすをたでる お は ぎ 盆の差そ うじもする

8.10-20ころ 虫 送 り 今椎をい

8,15～ 15 盆 Llうろう送 り.志せいり

9.20- 24 秋 分 の 日 秋の彼岸,基tv}り

10. 14. 15 秋 祭 り 獅子舞,お宮iV'り

11 15 七 五.≡ お宮まい り 千 歳 あめ

1･ 陶きとり調査より作成

2･仏教の行堺 (盆と彼岸を除いて )は扱わなかった｡
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第 2乗の行事をその内答.意図によってわけて説明してV,くo

h)正 月 行 革

年中行事の内で･.B も大切で.最 も盛大なのれ この正月行革であろうo正月行事払 前年度

の収趣を終え.新春Ln:名家へ5-Aりて来 られる年神様と共に,新 しい年を祝いヽ 一年d侠租 幸福を秤

によIDで保障してもらうという年初儀礼で参ると共に.秤 作俵礼の性格も持っているのである凸その

ため早 くからいろいろな単価をして.新年を迎えたのであるE)しか L. 三石ではこの稲作俵礼という

性格はか72りうすれているO正月準備 も勤務の終る24日ころから始められているにすぎないo

r きKE三'霊 慧 警 Qbるが■柑 浮か㍍ くるのW'軸 ぎ化 もちつ きであろうo 紙 もちつ

もちつき妊大たい. 29日とろVE行われている028日につ くと火難があるといい. この日はさけ

ているO もちは昔に 1俵ぐらいついていたが.htで比 2. 5斗といったところであるo多い家で仇

いわゆる ｢水 もち｣にしてかVl九〇 これはついてす ぐのももを.水の入 ったかめの中-入れておいた

ものであるO こうしておけば.カビも出す.保存に耐えたからであるO

を作っているoそれに._サカキ.コン71 ミカン. タラシE772どをくっつけ.3>鼠 押机 門口.柄

鼠 蔵.便所.炊群境をど.屋外で虹井戸. さらに.白.七一｡一に重ね. 自転 乳 自動乾Trどの道

L 具類vcまでかざっているOま7t.お床などの間口の広いところでは しめ縄を張る家 もあるO しめ縄に

仇 5. 5. 7のいずれかの数だけ.わ らを下げ. 碁石にtでつけていた｡

そして,おかがみ餅も.三宝にのせ.うらじろ.もち.みかん,干柿夜どをそえて.上に述べた上うな塘沖的 えし九

正月準備の中で僻に大切な単価 として.年桶の風習が参る0年桶のためにだけ使われる桶の中に.

米を1升2台 (閏年忙 1升3合 )おかがみを1むかい.小さth丸いもちを 12個 (15個ト をすわ

りに72らべ. さらに豆もち.豆. くり.みかん.ス ,̂メ. クラジp.か金 (やはり1,200円とか

1.500円とか )など.各家vT:よって. さまざまなものを入れたOこうして ｢年を桶の中に.祝いこ

んだ｣ので参るoそのまわりKQJ. しめ縄を張 り.籾の上の年神様. あるいは.お宋VC.かそそえし
I

たのであるOこの年桶の行中は.八木山地区.船坂地区で比.行なわれてい75いO これは各地区と附

卜 係の深V,地域を知るうえで.輿床扱いことであるo

また.門松虹.戦後は瓶の印刷物で代用されている机 戦前qL 各家T.松 と竹 (雄竹と雌竹 )を

半紙でつつみ.紅白のみずひさを立てて門口へ立てていたので参るO

正月に食べる.おせち料理 も.やは り51日までに虹作られた｡豆を. しわがでるまでたいて.

｢一メVCしわの出るまで生きること｣を願 ったり.コケーキをどの操軽のいいものを作ったD

その他正月5日間に家族全員の食べる餅を神棚や.お床へお供えする風 もみられる｡ これは ｢神か

ら与え られた正月もちを食べることによって生命 (魂 )の更新をはかる｣ という年玉の古い感覚の裁

って'V,るものとして興味狭いotた正月5日間忙用いる野菜などを51日の うちに切 って用意 してい

た○ これは正月に切ると ｢きれこむ｣ とい って忌み嫌 ったものであるo

tた.1部の地区で. 2月5日の節分の日と同 じく｢鷹エけ｣ といって.いわしの節をひt̂らぎの木
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vcさして門口敷居の上にさす家 もみ られたo

こうして正月を迎える準備 もすべてととのい.夕食には.家族そろって ｢この一年何もな くよかっ

た孜｣とお神酒をあげ. よろ こびあい. ｢年越 しそば｣を祝 った｡昔qL ｢塩いわ し｣を克って来た

りして食べていたDそ してこの日比雨戸を少 しあけて. とじせ りをしたO とのすきtか ら神様が家の

中 に入 ってこられると考えたからであったOこうしてこの日は夜かそくiで眠 らないで除夜の鏡を閃

秦.新 しい年を迎えたのであるo

k)新年 の行中

除夜の錘がなると.それを待ちかねたように氏神様やお寺へ.新春のあレ､きつにせい っているO

元 日の弓轍ユ卑 く起 き. 日がのぼると子供を起こ し.日の丸の旗を立てさせたoそ して一家の主人が,

井戸の ｢あけa)方角｣から.水を汲み.前 日か ら切 って用意 していた材料をこの水を用いて雑煮を作

った｡これを ｢若水汲み｣あるいは ｢若水迎え｣といっているれ 汲む人はきまってない所 も多いo

こうしてで きた雑煮をかそ72えし.一家そろって祝 ったo昔.まだ牛がいたころに托牛に も雑煮を食

べさせたO

またこの日は雨戸をあけると. ｢豪 にお りて来 られている神させが逃げる｣とい って.雨戸をあけ

ず.家人 もあいさつまわ りVCい くぐらいで.家にこもって風呂もたか夜かったO

(ロ) 1月 2日

この日は.朝はヤ くから家中の戸をあけ放つO もう押さず比かえられて しまったとい うのであ

るO そして風呂も朝か らたいている0

倍 き初めを してその作品を年神様のところにおそなえ してか くo昔紘.この好き初めをし72い内は

遊ばせてもらえをかったそ うで.今で もほ とんどの子供たちがやっているoiた.この 日に｢仕事始

め｣の行串 もされていたようで.女の人は ｢縫いぞめ｣といって.はじめて針をもったり.良家では.

形式的にEELを打った りしていたそ うであるD

卜)1月7日

7日正月であるO｢七草雑炊｣を食べるO正月の餅を入れ雑炊を作って食べたO 七草にこだわら

1. シ1クケ.ニンジン.ホウレンソウ禄どで作ったC'昔に厳正に祝っていたカも 今では勤務などの

関係で休んだ りはせず.たた雑炊を食べるだけの行研 となっているD

(-) 1月 9日

｢山の神の祭｣であるo この日は山へは入ることができず.山の神様のところへお神酒を供え

たり.｣､餅の卦かがみを供えたりし.集った人で.卦神酒を祝って帰 ってきた｡この日は.山の神様

が.山の木の数を数えるために山へ降りてこられる 日であり.この日山へい くと人間 も木に数えられ

てLiう.とい うのであるo これql鈎山でVl僻VC大切を行革であり.必ず.休みに72り.卦神酒をあ

げたりして.盛大に祝われるO この山の神iつ りが一番.鉱山の町 ら.LVt行革である.O-

囲 1月 11日

11日正月であるoこの日.お盲姓は朝暗いうちか ら ｢ヤレポ-｣ (ヤ 1)ポーといっている地

区 もある )をとなえて.椅 く凍りついた田を. くわで打ってまわった｡これを r79､じきそめ｣ とよん
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でいるO また.牛を走らせ.そのあと.牛に鞍をのせ. くわをひかせ. 今年苗代にする場所へつれで

いき.｢の｣の字をか くよ)に歩かせho -iた ｢サカキJに米 と黒豆を くくりつけ.同 じく苗代にす

る付近の田へ立てていたo こうしてVlる内に.象人托雑煮を作り.朝いわいの奉億を し か首姓が帰

って くると.三緒に.祝 っていたO

これら虹 ｢#始め｣ (首姓始め )の行中である机 とく形式的なもので.実際に虹. 1月5日の

｢田倉の牛神様｣ (後述 )がすむと.田へ出て働いていたのであるo

これ らの儀礼托. 今で虹全く行われず.わずかに.朝雑煮を祝うことが行われているにすぎをい｡

(う 1月14日

正月にかざりつけたをか きりをおろす ｢かかぎり少ろ し｣の日であるo子どもたちが.かかぎ

少. 啓き初めの作品を.川原.あるい虹 ｢トン ドのヤシキ｣とvlわれる広場へ あつめ火をつけた｡そ

してとの火の子が高 く上がればあがるほど ｢上手た｣ といって笑 っていたD これを ｢･トンド｣. ｢サ

ギチ ョウ｣ とよんでいる凸そ してとの ｢トン ド｣の姪にふれると.病気を払って もらえるとい って付

近のS-･年老たちが｣先を争って奥まってきたo また. この火で.分かがみ餅 も焼かれたO これは竹の

先を2つV(Cさきその間-は さんで焼いたので参るoそ してとの酢Vこ灰がつVhたら.縁起がよい といっ

ていたOこの時焼いた餅を ｢トンド餅｣と呼んで.盈 15日の ｢垂,すきがゆ｣ に伴われ.それまで比

神棚に供えられたo このときの残 り灰托.家のまわbKせいたoそ うしてかけば. くちなわ (舵)に

もかまれず. ｢魔よけ｣になると.考えられていたからで呑･,たO このようVCトン ドの際の火や煙灰

に虹.種々の災厄を払 う呪力があるこ とを認めていた○

ところT. ｢トンド｣仇 比 駿 的巽宗信徒の多い渡瀬.土師神横地区で忙盛大に行われるO部落

の広場VC.山から切ってきた枝のついた.大 き耽松の木を.その中央(,C置 き.同 じく山か らの竹を 4

本そのすわりに立てて.72わで結びあわせるe'松のわき忙ね. わらを高 くもE)あげ.松の枝には.か

かざりや啓き初めの作品をかけてから火をつけたOこD,馳区で虹.灰や煙に特別の呪力妊取めてからず,

駅を家の周囲VEせくことなどに. なされていない.

これ らすべて.子どもたちの手で行われ.たのあい行堺であった.

今では部落中のを 1カ所へ典めること忙せず｣肺近所熊まって焼いている｡

今日.暖をとるための ｢たき火Jも ｢トン ド｣とVlっているが. これはこの日の行堺の名称か ら.

同 じ ｢火をた くこと｣一 般に使われるようになったものと思われるa

(ト) 1月 15日

｢15日正月｣である｡ 14日に焼いた ｢トンF併｣を入れ.年桶 の中を米を用いて. さらに

少量のアズキを加えて.｢丁ズキガユ｣を作って食べている｡ この丁ズキを加えるの仇 煮メ(rJ鼎豆

と同 じく ｢マメに長生きできるように｣とvlう願いをこめた ものだろう｡ ｢7ズキガユ｣の代わりVC.

子どもの好きなぜんざいを作る家 も多 くみられる｡ このときもやは り ｢トン ド餅｣を用レ､ている｡

&)1月20日

｢20日正月｣ . この日も朝.雑煮を作って.衣9た｡

●
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(リ) 2月1日

｢ひとり正月｣(｢ひとえ正月｣と呼んでいる所 もある. )で.敬.雑煮を祝 っていた｡これ

は rひとりだけで正月を祝5｣とい!正月だそ)で. ｢｢人正月Jの意である｡

このElをもってプ正月も終 りである. ｢20日正月.ひとb正月｣と共K今ではほとんど祝 う人 も

そく.むろん 会社72ども休みVCにならない｡

絹 子ども四季

我々は.テL,ど.ラジオ.その他さまざt衣文化の晋及で.娯楽にこと欠かず育ってきた. しか

し.少し昔の子どもたち比.毎年行われる素朴を行中を唯-の娯楽 として豊かな心を養なっていたの

である｡-ここで紘子 どもの生痛を中心VC.年中行中の円でも.僻に子 どもvc関係深いものを放ってい

くことにする.

三石にかV･て も｡他の地域と同じ上うに.行われてお り.特に.かわった行堺もみられをい｡概観

のところで述べたよ)に,各行堺は,ひ71まつ b.七夕をに じめ. 1月遅れの新暦で行われているも

のが多い｡ しかし現在では..各家で祝ってVlた ものが.公民館などへ.子どもをあつめ.婦人会.団

体などで. もてなすという.紐 的な行申-と変わりつつある｡七夕などは.そのよい例であるD

以下.季節IrRに子 どもの行串を述べていく｡

(1)正 月

軌 国旗を立てたあと.癖 を祝う｡こたつを囲んで家族そろってすごした.昏き初めのあと

晴れ着をきて. ｢こま｣や ｢たこあげ｣で遊び.また女子に ｢比とt̂た｣をして遊んでいた｡ 14日

の ｢トン ド行事｣に子供の主役で行われてV>た｡

(ロ) 節 分

｢節分｣といえば. ｢神は内.鬼に外｣の豆まきを連想するれ この日に.厄除けの呪術的を

行革が行われている｡｢ヒイラギJの木に, 塩いわしをさし.門口にさしておく風が行われた｡

最近では. この風は全 くをいが.豆をいって神様vcお供えするとか.いろいろ72豆を食べるとい う

風は広 く卦こなわれでレ､る.

卜) ひなまつり

4月5日にか こ孜われるO｢初びな｣の家には.嫁の畳から｢おひなさま｣が膨られ. とれをか

ざっていた｡赤東を作った り.菱餅.あられを作って.近所の子 どもたちが集ってくると 食べ 舌せ

た｡これを ｢ひなあらし｣ と呼んでいる｡それか ら後 もおひなさまをかざらないと. ｢右･ひなさまが

荒れる｣ といい.毎年かきっている｡

またこの日. ｢花見行革｣が行われる｡これは一家そろって.こちそうをもって.近 くの山へ登 P)

花見をするのである｡桃 の花が咲いてたのしい行中であった｡

巨)端午の節句

三石では 2a･27日に か こをわれてい亀｡｢ひをまつt)Jが女の子の節句であったの忙対し

これは男の子の節句である｡

5月のは じめころか ら.笠 にかよいでいたこいのぼりも.この日はおろされ.か しわ餅や. ｢つま
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き｣ (｢ちまき｣のなま りとみ られる｡ )を作って食べた｡このつまき仇 か しわ餅 と同 じく.田子

をつ くる｡ しかしこれ陀仏 あんを入れT=い.そ して.かやの木を杖こと切って来て. このかやの葉

に団子をつつみ.その外か ら.い草で包む｡ 次にこれを.木のついたままで. セーローに入れて蒸す.

そのあとで台所につる してお く｡食べたいときVC払 煉V･た h.蒸した r)して砂糖をつけて食べた｡

こ うしてかけば保存がきき.との 日作った ものが歪刈のころで も食べられる｡ この rDまき｣虹今で

も作られている｡

一九 この日比. シ .クプ忙ちなんだ行中松草い｡)/ヨクフ'. ヵヤ. ヨモギを東に して.屋根に担げ

あげた b.牛め角にシ,ウブの株を くくりつけた 77.子供の承VCつけたり. 神棚にty.ウブをお供え

したりなど.広 く全地域VCわたって卦こ夜われている｡これらは. シ.ウブ特有の高い香 りで.魔を

払 う浄めの行郡 として行われたのだろう｡

現在では 5月 5日に.中学生 ぐらいtでの子供を公民館72どへ範め.お菓子や五 目めLなどを作っ

て食べさせた｡

(Jij 夏 祭 り
I.r - ヽ ･

7月 25日24日にお こなわれている.夜店 も出.ゑおどけもおこなわれ.にぎわいをみせた｡

いまでに盆か どり妊 8月に入 ってから土 曜日におこなわれている｡

(+)七 夕 ｢

8月7日にかこ75われる｡ 4日の執 新竹を2本 きってきて.家の庭vc立て.その一番下の枝

に｢手｣とよばれる竹を通 していた｡そ して朝. イモやイネの頚からもった笛で.盤をす り.短冊を

かいた｡｢ヒタ様は初物食い｣であるとい って. さび. きゅうり.ナス. くり. ササゲ. サンジJ,ク

75:どを この事につ るす. また机をサケの下にUlL.スイカ.ブ ドウ. ウ1).おはぎ72どをその

上に供えた｡こうしてこのサケに 7日紘 1日立ててか き 8 E]の 朝早 く川 原へ もっていき滞した｡

今では各家にも立てるが.部落で大 きいすすを立て.公民億 などに子ど もを集め.すいかなどを食

べさせている｡

(り 秋 祭 り

10月 14日.15日UCS･･こなわれる｡町民ql氏神様-まいる｡十数年前になるが.みこしJPだ

ん じhも出て.VEぎやかだったD また.渡瀬.福石地区では獅子知 も出ていた.レ､まではこの獅子舞

は町指定の文化財にをっItいる0 号九五石の山神社では.す もうも行われている｡

伊)七 五 三

11月 15日である.七才 ･五才 ･三才の子ども紅か母さんに手をひかれ.氏神様にまい った｡

そして祝詞をあげ.お払いをしてもらって帰って舌7t.冊れ詔をきて. 千歳あめを食べる姿は美 しVl

こ とだろう｡

(C)稲作儀礼

塀観のところで述べたように. 現在.三石でに農薬比丘 るわ75:い｡ しかし日本各地に或る稲作儀

礼 もここでは少く.今ではほとんど行われてV.7kh.ここでは昔 .お こなわれた儀礼を順に述べてい

く｡
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(JT)農 始 め

ここて托 1月2日と11日VCお こなわれていたo田を打 った わ.牛を走 らせた りなどであった.

(ロ) 田括儀礼

EEl穂のは じまる 日.苗代か ら新首をとり. きれいVEあらい神棚にそなえた｡ この日は.近所の

人 .々 仕野を手伝 ってくれる人たちを招待 して.五 目め Lを作P).お神酒をあげて祝 ったO この行-ll

を ｢わき植え｣といっているo

また.田植の終る日. ｢わさ構え｣ と同じく.五 目飯を食べ.卦神酒をあげたo親 しい人.労働交

換の人を招待 して祝 ったo これは ｢田のは り｣ とよんでいる.また ｢去す しやか忙 ぎ｣を作る家 もあ

る｡

目 盛 送 り

稲虫の署を除 くための呪術的な風習である.

8月中旬であるれ わ らと紙で人形 (｢デコ｣と呼ばれる )をさ組つ くY). これを子 どもたち

がかついで田の間をまわって歩 く｡おとなたちは子 どものあとをついて歩 き.部落 のはずれまでい く

と.念仏をとをえ.こちそうを食べて別れ た｡ これは害虫を統制する神VE.連れかえ って もらうため

に.慰めて歩いた ものと思われる.また. 7月 18.日ころ.最上稲荷をどVE参 り.虫 よけの札をもら

って来て.田へ立てたりする風 も行われていたO

(=) 亥の子祭

11月の亥 の日の行rJfである.

この日.子 どもたち結石VEひもを くっつけて夜vc在る と ｢いのこ｣ ｢いのこ｣ と唱えなが ら一軒一

軒まわって門口をこの石でたたいた.これをやる と多少で も幸福が あると信 じていたもので ある｡

-iた. この 日.こたつを出す とよいとされている.そ うすれば.危険 も少な く.暖い といわれてい

る｡

(dJ 'G岸.盆行事

(Jl)春分の日

この日は基せい 少であるO｢かひがんEn子｣ をどを作ってお供えをした｡

回 盈

盆行串は. 8月 7日に蓋そ うじをすることから始まる.新 しい竹を用いて#.立てを作り古い も

のととY)かえ.花を立ててかえ って くる. ｢7日ぽん｣ とよんでいる.

15日.新 しく大 き在仏段をつ くり (盆棚 と呼ぶ ).位牌 を7kらべる. ｢迎えg ンゴ｣ も作って.

さまざまのか供えと共にそ72える｡ また.先祖が帰 ってきたときVC墳てもらうといって ,い もの粟. と

白線 (海草で シラモとよむ )を ｢しきね｣忙 し.なすびをきって枕 とLq 位牌の近 くにそそえでかい

た.夜には盆 じようもんにも火を入れ.のき下にかざる｡そして.カヤの軸に布をまき.油を しみこ

ませたものを燃や して.家の入 口のところへ立ててお く.これを ｢ラ･'ソク｣ とよぴ. この火をたよ

りvcして先祖がこの世へ帰 って くると考えていた.そのため火の もえっ きる-1で.鐘 をならしていた｡

また五石JLh区でほ.ず っと昔のことであるが.基か ら自分 の家 iで五メー トルか きぐらいに.竹 に火 ･
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